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伯爵夫妻の甘い秘めごと　政略結婚ですが、猫かわいがりされてます










貧乏男爵令嬢は家のために結婚する




「お嬢様ー、どこにいらっしゃいますか？」

　玄関先から聞こえるマギーの声に、ドロシアは動かしていた手を止めた。持っていた大ぶりの園芸用はさみの刃を合わせ、壁に立てかけた梯はし子ごの上でバランスを取りつつ、「私はここよ、マギー」と大声で答える。

「あ、よかった。いらっしゃった。って、お嬢様、危ない！　なにをなさっているんですか」

「なにって、剪せん定ていに決まっているじゃないの。このツタ、もう屋敷を覆ってしまいそうよ」

「そんなものはカークにやらせればいいんですよ」

「カークはもう年でしょ。こんな高いところに上がったら腰が抜けちゃうわ」

「お嬢様だって同じです。なにかあったらどうするんですか！　もうっ、さっさと下りてください」

「どうせ私になにかあっても困らないわよ」

　ドロシアは唇を尖らせたが、マギーも負けずに悲鳴めいた声をあげ続ける。小太りで丸顔、朗らかな笑顔の似合うマギーが青ざめて震えている様子は、上から見ているドロシアに子犬が怯えている姿を連想させた。仕方なく、ドロシアは剪定をあきらめて梯子から下り、継ぎをあてたワンピースの裾を払った。

　後頭部でひとつに縛った豊かな癖のある赤毛、母親譲りの丸顔に、父親に似た細い薄茶の瞳と小さな唇、頬にはうっすらそばかすが浮いている。ぼろをまとってきびきび働くこの田舎くさい娘が、メルヴィル男だん爵しゃく令嬢・ドロシアである。

　メルヴィル男爵はもともと大柄で、寄宿学校時代にスポーツで鍛え上げられた逞しい体を持ち、面長で鼻筋が通っていて、細い垂れ目が優しげな快活な男だった。幼なじみだった妻とはこのご時世には珍しい恋愛結婚で、生まれてきたのは娘と息子。まさに理想の家庭を築いていたのだ。

　しかし、五年前に妻を亡くして以来、悪魔に魅入られたかのように不運続きなのである。まず、喪に服していた半年の間に、投資していた船舶会社の船が転覆。負債の一部を負担させられ、男爵は多額の借金を背負った。悲しみから自然に背中を曲げるようになり、笑みを浮かべなくなった男爵に、友人たちはひとりふたりとそのそばを離れていった。支援者を失うとともに、反対派閥からの圧力を抑えきれなくなり、貴族議員としての活動も制限されてしまう。メルヴィル男爵家は坂道を転がり落ちるように没落していったのだ。

　奥方が中心となって行っていた慈善事業は引き継ぎ手が決まらず宙ぶらりんなままで、援助を要請する手紙だけが山のように積み重なり、男爵の心をどんどん蝕むしばんでいった。ついに彼は咳の病気で寝込んだ一昨年の冬をきっかけに引きこもるようになってしまった。

　屋敷の主人が意識的に働かなければ、貴族とはいえ立ち行かなくなる。投資が失敗する中、わずかな土地の地代だけでは、上位貴族に支払う税金にしかならない。

　多くいた使用人は、賃金の支払いが滞るようになるとすぐに屋敷から逃げ出した。今残っているのは、夫妻でもあるメイドのマギーと従僕のカークだけだ。ふたりとも五十を過ぎた年配で、住み込みでほかに雇ってもらえるところがないからというのと、生まれたときからかわいがっている男爵の子どもたちを放っておけないという仁義から仕方なしにここにいる、といった体ていである。

　男爵夫人が死んだとき、ドロシアは社交界デビューを終えたばかりで、弟のヒースはまだ寄宿学校に通っていた。しかし、男爵家の没落を前にして、子どもたちは逞しかった。ヒースは学費が滞りだすと、早々に寄宿学校をやめ、街で仕事を探し始める。それに触発され、ドロシアも夫人の代わりに屋敷の管理をすることにしたのだ。

　通常、貴族の娘は二十歳までには嫁入り先が決まるが、そのような状態では男性との出会いなどあるはずもない。現在二十二歳のドロシアは完全に行き遅れといえる。

　友人たちから届く結婚の報告に唇を噛みしめながら、ドロシアは夢見ることをあきらめた。靴職人のもとに修業に入った弟の収入では毎日を暮らすだけで精いっぱいだったし、男爵は引きこもる一方で頼りにならない。ドレスのひとつも新調できないドロシアには、恋や愛など夢のまた夢だ。

「で？　私を探していたのはどうして？」

　ドロシアに問われて、マギーは思い出したように両手を打った。

「そうです。お嬢様。旦那様がお呼びです」

「お父様が？　もう死んでやるとか言っているのではないでしょうね」

「そうじゃありませんわ！　メルヴィル家の存続に関わる事態だとか。とにかく、早くこちらへ」

「待ってよマギー、はさみを片づけないと危険だわ」

「もうっ、それは私がやっておきますから、早く中にお入りください。珍しく旦那様が元気だったんですよ。きっといい知らせに違いありません。早く、執務室に」

　妙に真剣に追い立てられるので、ドロシアは剪定ばさみと梯子の片づけを彼女に頼んで、屋敷の中へと戻った。服の汚れた部分を払い、すました顔で執務室へと向かう。

「お父様、ドロシアです」

「待っていたぞ。どこに行っていたんだ」

「どこって。屋敷の壁を這っていたツタを取っていたんですわ。誰かさんがまったく働いてくださらないので」

　ドロシアは嫌味のつもりで言ったが、男爵には通じなかった。自分のことを言われているとは露ほども思わぬ様子で、いきなり立ち上がると、両手を広げてドロシアを抱きしめた。

「喜べ！　おまえにもようやく良縁がやってきた」

「え？　良縁って……結婚？」

　予想外な発言に、ドロシアは目を丸くし、怪け訝げんそうに男爵を見つめる。

（まさか……ふさぎ込みすぎて気が触れたんじゃないでしょうね）

　持参金の出ない貴族の娘を望む男などそうそういるはずがない。たとえばドロシアが世間に名をとどろかせるほどの美貌の持ち主だというならば話は別だが、赤毛にそばかすの跳ねっ返りの娘ときている。見み初そめられるほどの容姿じゃないことはドロシア自身が痛いほど自覚していた。

「どういうこと？　お父様、正気ですか。夢でも見たんじゃありません？」

「正気に決まっている。ぜひおまえを嫁に迎えたいという方がいるんだ。もちろん、持参金などいらない。むしろ支度金を用意するからぜひにとおっしゃっている」

「まあ、それは」

　素直に喜んでいる男爵を前に、一応口をつぐんでみたが、ドロシアは内心で眉をひそめていた。

（……いい話すぎないかしら）

　ドロシアが冷たいまなざしを向けているのにも気づかず、男爵は嬉々としてまくし立てる。

「これで私ももう一度再起を図れる。おまえも嫁に行ける。一石二鳥じゃないか。やはり神様はいるものだ」

「それで、その物好きな方はどなたですの。さすがに六十歳の老人と言われたらお断りしますわよ」

　男爵の動きが止まり、非難の目がドロシアに注がれる。

「おまえ、自分がえり好みできる立場だと思っているのか？」

「老人介護に出向くくらいなら、独身で家を切り盛りしているほうがマシです」

「待て。そこまで年寄りではない。ただ、その、あれだ。ほんのすこーしおまえより年上ではあるんだが」

「ほんの少しとは、どれくらいですか。どうせわかることなんですから隠しても無駄です。はっきりおっしゃってください」

「だからそのっ……、伯はく爵しゃくは三十七歳だったと思う」

「なんですって？」

　ドロシアは年齢よりも爵位のほうに気を取られた。伯爵といえば世襲貴族だ。風が吹いたら倒れそうな男爵家から見ればかなり格上の家柄ではないか。

「どこの伯爵よ」

「ちょっと辺境地なんだ。それに、変な噂もある。だけどこんな申し出をしてくれるくらいだからいい方だよ、きっと」

「だからどちらの伯爵様なの？　もったいぶらずに名前をはっきりとおっしゃって！」

　再び怒られて、男爵は身をすくめる。男爵が部屋に引きこもるようになってから、父と娘の立場は完全に逆転していた。

「だから、その、あの」

　そして申し訳なさそうに肩を落とす。

「猫伯爵……ノーベリー伯爵だ。でも十五の年齢差なら問題ないと思わないか？　一度も結婚をせず生きるなんて悲しいことだよ、ドロシア。たしかに伯爵は変な噂もあるけれど」

　ノーベリー伯爵は、北の辺境地に住む由緒正しい世襲貴族だ。ただ、人嫌いで社交の場にはほとんど出てこない。それでも人の噂になるというのはおかしなものだが、彼の名前は国中で知らない人はいないくらいに有名だ。偏屈で引きこもり。だが、彼が投資する事業はすべて成功するという幸運の持ち主。屋敷には猫がたくさんいて、その一匹でも傷をつけたら彼は烈火のごとく怒るのだとか。

「その変な噂が問題なんですわ。偏屈で人前にはほとんど出てこないという話じゃありませんか。お友達は猫だけだというのでしょう？」

「たしかに、私も伯爵の顔を見たことはない。だが、慈善事業の手伝いをしたいと申し出てくれたんだぞ？　きっと本当は照れ屋ないい人なんだよ。私はそう思ったね」

「……ちっ」

　人がいいことしか取り柄のない無能人間が、と口に出せないような雑言を、ドロシアは舌打ちに込めた。男爵は、情けない顔をしながらも、ドロシアの両手を握りしめて懇願する。

「頼む、ドロシア。我が家のためにもおまえのためにも、これ以上の話はないと思う。……せめて一度だけでも伯爵に会ってみないか？」

　男爵のまなざしは真剣だ。彼の本気を感じ取ってドロシアは一瞬躊ちゅう躇ちょする。最近の男爵を、ドロシアは娘として情けなく思っていた。でももし彼がこれを機に昔のようにがんばろうと思ってくれるなら、とドロシアは譲歩してみることにした。

「まあ、お会いする程度なら？」

「伯爵は自領からは出たくないとおっしゃっていてな。一度会うにもそちらに行かなければならないんだ」

　ドロシアの眉間にしわが寄る。結婚を前提に相手先に出向くのならば、了承したと言っているようなものだ。相手から断られるならともかく、ドロシアの側から破談にするのは難しい。

「そう。……それでますます疑問なのですけど、伯爵はどうして私をご所望なんですか。人の噂になるほど私の器量はよくないし、自領から出ない方なら、私を目にする機会もないでしょう。見ず知らずの貧乏男爵家の娘を嫁に欲しいと思うに至った動機をぜひ教えていただきたいですわ」

「それは、……私にもわからないんだが」

「はい？」

　思わず睨みつけたドロシアに、男爵は怯えつつ指先をこね回す。

「その、ほら。伯爵はきっと慈善家なんだ。嫁に行き遅れた娘に救いの手を伸ばしたいと思ってくださったんだろう」

「はぁ？」

　それを聞いて、むしろドロシアの苛立ちは募った。

（誰が嫁にもらってくれなんて頼んだっていうのよ。勝手に不幸扱いされるのは納得がいかないわ。嫁に行き遅れているのは事実だけど、いつ私がそれを嘆いたっていうの）

　考えるほどに苛立ちが募り、ドロシアは冷めた目を男爵に向けた。

「お断りしましょう」

「待てっ、それは無理だ、ドロシア」

「なぜです？」

　問いかければ、男爵は気まずそうに目を泳がせる。

「伯爵は支度金にと三十万ギルをくれると言っている。で、その。……これがないと、この督とく促そく状じょうがなくならんのだ」

「は？」

　男爵が視線を向けているのは、足もとに散らばる書類だ。ドロシアは一枚拾い上げて、それが借金返済の催促であるのを確認する。

「支払い期限が来週なのだ。なっ、頼む」

　情けない顔で頭を下げる男爵に、ドロシアはこぶしを震わせる。

　支度金を受け取るということは結婚を了承したという意味だ。同意を求める先ほどまでのやりとりは形式上のものにすぎず、男爵にはドロシアの意思を尊重するつもりなどなかったのだ。

「お父様。支度金というのは嫁入り道具をそろえるためのお金であって、決して借金返済のお金ではありませんのよ」

「しかし、回らないのだから仕方ないだろう。ヒースの給料が出るのもまだ先だし」

「じゃあお父様が臓器でもなんでも売ってくればよろしいんじゃないの」

「なんてことを言うんだ。ドロシア！」

「お父様が私に言っているのは、それと同じことなのよ？」

　ドロシアは手に持っていた督促状を男爵の胸にたたきつけた。よけようとした男爵の手が、机の上にのっていた手紙を払い落としてしまい、床一面に広がった督促状の中に交じってしまった。「いかん、手紙が」と慌てて督促状の中から手紙だけを拾いだす男爵を見て、ドロシアは情けなさに泣けてきた。唇を噛みしめながら、行き場のない怒りをぶつけるように自分の腕を強く握りしめる。

「ドロシア……そんなに嫌か？」

　手紙を拾うのをやめ、気遣うように肩に手をのせてきた男爵をドロシアはちらりと見る。

　今でこそ頼りない男爵だが、昔は精悍で優しく、子どもにも優しかった。幼いドロシアが無邪気に抱きつけば、躊躇なく胸に抱き上げてくれたものだ。

　それが今は、明かりの数を制限した薄暗い執務室にこもり、頬もこけ、体もすっかりひょろ長いだけの憔悴しきった姿だ。昔を知っていればなおのこと痛ましい。

（この結婚を承諾すれば、快活だったあの頃に戻ってくれるかしら）

　そんな想像をしていたら、ドロシアにも、彼にチャンスを与えたいという思いが心の奥底からグッと湧き上がってきた。

「仕方ない。おまえがそんなに嫌ならこの話……」

「……いいわ」

「え？」

　男爵が、キョトンとした顔をする。

「結婚、お受けします。その代わりお父様は、その資金を元手に今度こそ事業を成功させてください。ノーベリー伯爵様から援助していただけるのはこの一回のみです。今後、自分で屋敷を守ろうという気持ちを持って、死ぬ気でがんばってくださるというなら、私も身売りする覚悟を固めます」

「身売りって……ちゃんと正妻として迎えたいとおっしゃっているんだぞ？」

「十五も上のおじさんに嫁ぐのは、私にとっては身売り同然です」

　きっぱり言えば、男爵は情けない顔をする。ドロシアはため息をついて、男爵の両手を握った。

「でも、我が家を救う手立てとしては、これ以上ない申し出というのも確かですわ。お父様がこれで立ち直ってくださるというなら、私も喜んで嫁にまいります」

「本当か」

「ええ。それにしても一着くらいはドレスを作ってもらわなければ、支度金の行方ゆくえも疑われますからね？」

「もちろんだ。おい、マギー、どこに行った」

「マギーなら庭です。すぐに戻ってまいりますわ。……私は自室に戻ります」

　ドロシアはつかつかと歩いて男爵の執務室を出る。扉を閉めるときには、はしたないほどの音を出してしまったが知ったことではない。ドロシアの心中は複雑なのだ。身売りのような結婚に絶望しつつも、結婚というあきらめていた夢に手が届くことに高揚もしている。

「三十七歳か。おじさんね。せめて見た目が若々しいといいのだけれど」

　見たこともない伯爵を想像するのは難しい。かつて出入りしていた男爵の友人たちを思い出し、いい想像を膨らませようとした。しかし、純然たるひとつの事実に、ドロシアの試みは脆もろくも崩れ去る。

「……でもその年まで独身だなんて、やっぱりどこか性格的におかしいからに決まっているわ」

　きっと性格も容姿も悪い偏屈の中年だ。そんな男のもとに嫁に行かなければいけないのかと思うと、ドロシアは目の前が真っ暗になった。

「お父様の、馬鹿」

　窓に頭を押しつけ、ドロシアはこぼれそうになる涙をこらえる。

　傾いたメルヴィル家を支えるために、ドロシアは必死だった。家の修繕、食事の支度、掃除や洗濯。マギーだけでは手が回らないそれを、文句も言わずにこなしてきたのだ。貴族の娘がこんなことを……とプライドが邪魔しそうになったことももちろんあったが、それを捨ててまでも母の思い出が残るこの屋敷を守りたかったのだ。なのに最後は、金持ちに身売りするしか方法がなかったのかと思うと、悔しくて仕方がなかった。










うまい話には裏がある




　それから一ヵ月の間、マギーは食事と掃除の合間に、男爵夫人のドレスをドロシアにぴったりになるように仕立てなおした。夫人が亡くなった当時、十七歳だったドロシアには似合わなかった大人っぽいドレスも、今の彼女にならぴったりだ。帽子も、鞄も、アクセサリーも。換金されず残っていたものは、すべてドロシアがもらい受けることとなった。

「やはり、お輿こし入いれの日は白でないといけませんね」

　ノーベリー伯爵から贈られた支度金で、唯一新調した白のドレスを着たドロシアを見て、マギーは目に涙をためて感極まっている。

「それにしても跳ねっ返りのお嬢様がこんなに立派になって……。奥様にお見せしたかったです」

「マギー、大げさにしないで。私にとっては葬送行列みたいなもんなんだから」

　晴れやかな気持ちになどなれるはずもない。どんなに美しく着飾らされても、身売りには違いないのだから。

「……本当に嫁に行く気？」

　背中にかけられた声に振り向くと、ヒースが壁に背を預けて立っていた。白シャツに茶色のベストを着た背の高いヒースは十八歳。働きだしてからは、細かった体に筋肉がつき、かわいいだけだったはずのヒースはすっかり逞しい男性へと変貌を遂げた。父に似た赤みのある金の癖毛と面長の輪郭、顔のパーツは母親譲りで目がぱっちりとしている。姉の欲目があるとしてもヒースは美形であり、あっさりと貴族の立場を捨てて仕事を始めてしまえるような潔さといい、ドロシアが欲しいと思うすべてを持っていた。

　ドロシアは彼の問いかけには答えず、「お父様をよろしくね、ヒース」と苦笑した。

「なんで姉上がそんな辺境のおっさんのもとに行かなきゃいけないんだよ」

「メルヴィル家を守るためよ」

「家にこだわっているのは親父だけだろ。そのくせ働きもしないんだからあきれるよ。あんなやつ、困らせておけばいいじゃないか」

「そうもいかないわ。私はこの家を失いたくないの」

「自分は出ていくくせに？」

　口調とは裏腹に、涙目になっているヒースの頬にキスをする。

「……元気でね、ヒース」

　ヒースはドロシアの背中に腕を回し、優しく抱きしめた。

「姉上こそ。つらかったらいつでも戻ってこいよ。親父のことはどうでもいいけど、姉上ひとりぐらいなら俺が養ってやるから」

「そう言わないで。お母様の思い出が残る屋敷を守ってちょうだい」

　弟との別れをすませ、ドロシアが玄関まで下りると、男爵が正装して待ち構えていた。

　四頭立ての大きな馬車が止まっており、黒いコートを羽織った金髪の男が、かしこまって立っていた。中には簡易式の鎧を着込んでいて、わきに長剣を携えている。すらっとしていて背が高く、顔ははっと目を引くほど整っている。色の白い肌、鼻筋の通った顔。ふたつの瞳が、バランスよく配置されていて、意志の強そうな眉が印象的だ。年の頃はヒースとさほど変わらないだろう。

「こちらがノーベリー伯爵からの迎えの馬車だ。彼は御ぎょ者しゃであり護衛のチェスターくんだそうだ」

　男爵に紹介され、男は頭を下げる。

「チェスター・メイスンと申します。ノーベリー伯はあまり使用人を雇っていませんので、私がドロシア様の護衛と御者を兼ねさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします」

「ええ。よろしくお願いいたします」

　差し出された手に応えるように手をのせると、甲にキスをされ、ドロシアは思わずドキリとした。晩餐会にも行かないドロシアが接する男性といえば、男爵か弟、使用人のカークくらいだ。

（男に免疫がない花嫁の迎えにこんな魅力的な男性をよこすなんて、ノーベリー伯はなにを考えているの？）

　ドロシアはときめいてしまう自分を理性で追い出そうとした。そんな彼女にチェスターはおずおずと問いかける。

「ところで、ドロシア様のお付きの侍女はおられないのですか？」

　カークが馬車に荷物を積み込んでいくのを見ながら、チェスターは不思議そうだ。

「え？　ええ。私ひとりでまいります。……いけなかったかしら」

　言われてみれば、貴族の令嬢が侍女も連れずに歩くなどおかしなことだ。けれど、メルヴィル家に新たに侍女をひとり雇う余裕などあるはずがない。

「いいえ。旦那様は見知らぬ他人が領地に入るのを嫌いますから、こちらはむしろ助かります。さ、ドロシア様、どうぞお乗りください」

「ええ」

「待て、ドロシア」

　男爵が気まずそうにドロシアを見る。チェスターは、親子の別れのシーンには水を差すまいと思ったのか、静かに一歩引いてうつむいた。

「……すまん」

「謝らないでください。約束ですよ、立ち直ってくださいね。お父様」

　男爵がうなずいたのを見て、ドロシアは泣きたくなって目を伏せた。

（最後に謝ってくれたのは、私への愛情からかしら）

　男爵への込み上がってくる感情を抑え込んで、ドロシアは毅然とした態度でノーベリー家からの迎えの馬車に乗り込む。

「では、まいりますよ。途中、休憩を挟みますが、それ以外に用事があるときはこの紐を引いてください」

　箱馬車内に備えつけられた紐は外のベルとつながっている。チェスターの説明にうなずき、ドロシアは小窓から外を眺めた。

　マギーとカークが目に涙をため、男爵は申し訳なさそうに眉を下げていた。ヒースは屋敷の入口で、唇を噛みしめながら馬車を見つめている。

（……行きたくない）

　ドロシアがとっさにそう思って立ち上がったのと同時に、馬車は緩やかに走り始めた。見る見るうちに、家族が、屋敷が、遠ざかっていく。

「さよなら。みんな」

　涙は、後から後から止まることなく流れてくる。ドロシアは体の中にある不満を吐き出すように、ひとしきり泣き続けた。

　ドロシアの嗚お咽えつが外まで漏もれていたが、チェスターは馬車を止めることも声をかけることもしなかった。




　声がかすれるほど泣いて、すっきりした気分になってきたドロシアは、小窓からあたりを見回した。すでに街中を過ぎ、田舎道と思われる街道をひたすらまっすぐ進んでいる。

　小さな島国であるギールランドの中でも北の辺境地を治めるノーベリー伯爵は、人柄についてこそいい噂を聞かないが、優秀な投資家として有名だ。そもそも潤沢な資産を持っているし、投資している事業からは年間一千万ギルの収益が望めるという噂がある。

（お金持ちなんだから望めば結婚相手はいたでしょうに、どうして三十七歳まで独身を貫いたのかしら）

　どれだけ嘆き悲しんでも、現実が変わるわけではないのだから、とドロシアは発想を切り替えることにした。

（十五歳上といっても、三十七歳ならばお父様よりは若いのだから恋愛対象にはなるわよね。そうよ。最初からあきらめていてはダメ。貴族なら政略結婚はあたり前のことだわ。一緒に過ごしていくうちに、夫婦の絆は深まるものよ。まずはお互い理解し合わなきゃ）

　ドロシアは、細かなレースが縫い込められた、白のドレスを見つめる。ドレスを新たに仕立ててもらえるなんて、母親が亡くなって以来だ。年頃の娘であるドロシアにとって、たとえ望まぬ縁談のためだとしても、これだけは純粋にうれしかった。

（伯爵様が、このドレスを似合っていると褒めてくれたらいいな。そうよ、私もまずは彼のいいところを探そう。夫婦になるんだから、歩み寄らなきゃ）

　すっかり前向きな気持ちになって、再び外の景色を眺める。これから行く場所が緑の多いところならいいなと、少しばかりの期待を込めながら。

　途中何度か休憩を挟みながら、馬車はノーベリー伯爵領へと入った。

「お寒くないですか」

　チェスターが馬車を止めて中をうかがう。長時間座った体勢でいたために足や腰が痛かったので、ドロシアは顔をしかめて彼に懇願する。

「寒さは平気ですが、外の空気を吸いたいです」

「では一度降りて休憩しましょう。どうぞ」

　チェスターが手を差し出し、ドロシアが馬車から降りるのを手伝った。実家では梯子の上から平気で飛び下りるドロシアだ。チェスターがしているのは通常の令嬢への気遣いだが、それに慣れない彼女は少しばかり胸をときめかせていた。地面に足をつけ、体全体を大きく伸ばす。

　道は両側を木々に覆われた緩やかな上り坂だった。日も暮れてきて、メルヴィル男爵邸を出たときよりも気温は下がっている。けれど空気は澄んでいて、近くを川が流れているのか水の音がした。

「あとどのくらいかしら？」

「あと三十分も走れば着きますよ。もうすぐです」

　今までかかった時間を思えば短いだろうが、ドロシアにとっては長い。もう少し休憩したくて、チェスターに話しかけた。

「……ねぇ、伯爵様はどんな方なのかしら」

「オーガスト様ですか？……年齢よりお若く見えますので、ドロシア様と並ばれてもお似合いですよ。猫伯爵と噂されているのは耳にされているかと思います。屋敷にはたくさんの猫がおりまして、それでそんなふうに言われているんですよ」

「猫って最近じゃ珍しいのかなって思っていたのだけど。ほら、魔女狩りの頃？　結構狩られてしまったというじゃない」

「ああ、百年くらい前でしたね。猫は魔女の使い魔だといわれ、そのときに多く殺されたんですよね。実はノーベリー邸に猫が多いのはそのせいなんです。オーガスト様の祖先は、理不尽な魔女狩りに反対し、疑われた女性や猫を多くかくまったという話ですよ」

「そうなの。お優しい方だったのね。そんな方の子孫ですもの。きっとオーガスト様もお優しいわよね」

　小さなことから希望を見出そうと、ドロシアはひとりごちてうなずく。

「そろそろまいりましょうか。ドロシア様」

「そうね。ねぇチェスター、私、地元から離れた土地にお嫁入りするんだもの、きっとおかしなこともすると思うの。そんなときはすぐに教えてね。お願いよ」

　ドロシアが親しげに差し出した手を、チェスターはまじまじと見た。ドロシアとしては握手を求めたつもりだったが、彼はふっと笑うと、恭うやうやしく持ち上げ甲へキスをする。

「はは。ドロシア様はかわいらしい方ですね。これならオーガスト様のかたくなな心もとかされるかもしれない」

「伯爵様はそんなに偏屈なの？」

「偏屈……というのとは違うと思いますが、オーガスト様はあまり人を信用しておられないのです。さあ、馬車へどうぞ。きっとオーガスト様も待ちくたびれておられます」

　チェスターに促され、ドロシアは再び馬車に乗り込んだ。チェスターと話したことで、ひとりで考え込んでいたときに募っていた不安もなんとなく晴れてきた。ホッとして背中をクッションに預け馬車に揺られていると、まぶたが重くなってくる。

（あと少しなのに……）

　そう思ったけれど、迫りくる睡魔に逆らえずにドロシアは目を閉じてしまった。




「にゃーん」

　ドロシアの脳内に、猫の声が響く。ぼんやりとしたまどろみの中で、茶色の毛を持つ、細身の猫が頭に浮かんだ。

　メルヴィル男爵家で猫を飼ったことはないし、周囲にも猫はいなかった。なのに、猫の姿を迷わず思い浮かべることができるのは、昔、一度だけ猫を抱いたことがあるからだ。
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　ドロシアが七歳の頃、首都で行われた国王の誕生祭に出席するために、男爵と夫人、そしてヒースとともに首都を訪れたことがあった。家族全員で外出することはあまりなく、ドロシアは興奮していた。はぐれないようにと言われたのに、出店に目を奪われた彼女はいつしか夢中になり、夫人の手を放してしまったのだ。

　小さな体では人の波にすぐ押しやられる。気がつけばドロシアはみんなとはぐれて、賑わいからはずれたところまで来てしまっていた。

　来た道をたどれは、もといた場所には戻れる。しかし、足も痛くなっていたドロシアにはそんな元気もなかった。座り込んで、誰かが迎えに来てくれないかと願っていたら、急に犬のほえる声がした。誰かの飼い犬なのか、それほど大きくもない犬ではあったが、ほえる声はけたたましい。犬の視線をたどると、木の枝の上に茶色の猫がのっているのが見えた。

　つい先ほどまで泣きそうになっていたドロシアは、自分よりも困っている猫に出会って勇気を取り戻した。石を投げつけて犬を追っ払い、見事猫を助け出したのだ。

　猫は身軽に木から下りてきて、ドロシアを見つめて「みゃあ」と鳴いた。

　細身のしなやかな体。全体が薄茶の毛で、瞳は赤っぽくもあり茶色っぽくもある不思議な色だった。それをとび色と呼ぶのは後から調べて知ったことだ。

「あなた猫？　なんて名前なの？」

　その頃のドロシアは、猫を見たことがなく物語でしか知らなかったので、半信半疑で問いかけた。長い尻尾にピンと立った耳、犬よりもずっと小さく、なのに神秘的で存在感があった。

「ね、怖くないわ。こっちに来て？」

　手を伸ばすと、猫は素直に寄ってきた。なでても怒らないことを確認したドロシアは次に猫を持ち上げて抱きしめる。それでも猫は逃げることなく、尻尾で彼女の頬をくすぐる。

　ふわりとした毛並みの体は温かくて、ドロシアはホッとして座り込んだ。そして歩き続けて疲れていたこともあって、猫を抱いたまま寝てしまったのだ。

　半泣きの母親に体を揺すられて目を覚ましたとき、そこにはもう猫の姿はなかった。
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　その後、ドロシアは猫に会ったことがない。魔女狩りの影響で、国全体としても猫の数は少ないのだ。

（すっかり忘れてしまっていたけれど、あの猫はとてもかわいかった。会えるのなら、もう一度会いたいわ）

　そう思いながら寝返りを打ち、体を反転できたことに違和感を覚える。

（あれ、私はたしか馬車に乗っていたはずじゃ……え？　嘘！）

　ドロシアは、自らを包むものの感触がふわふわとしていることに気づき、驚きとともに目を開けた。

　目の前には、予想したのとは違う光景が広がっていた。細かな細工ガラスで組み上げられたシャンデリア、白壁にダークブラウンの扉、中央にはくつろぐための椅子とテーブルが置いてある。大きめのクローゼットのわきには全身鏡がかけられていた。あきらかに、眠りにつく前にいた馬車の中とは違う場所だ。

「ここ、どこ……って、いやあ！　寝過ごしたの？」

　慌てて起き上がるも、部屋には誰もいない。部屋は広く、壁に大きな人物画と小さな静物画がかけられている。腰の高さにある白い木枠の窓には、刺し繍しゅうが全体に施されたカーテンがかけられていて、その隙間から明るい光が差し込んでいる。そして今ドロシアがいるのは、赤地に金の刺繍が施されたベッドカバーのついたベッドの中だ。

　夢の中で猫の声が聞こえたような気もしたなと、ドロシアは床を注意深く眺めたが、猫の姿はなかった。

　ドロシアはベッドから足を出して腰かけ、自らの現状を確認した。

　まず服は、着てきたときのままだ。たっぷりとレースがあしらわれた白のドレスは当然ながらそのまま寝ることは想定されていないので、思いきりしわがついている。立ち上がって鏡で確認すると、結い上げてきた髪もほつれていて、うなじには後おくれ毛が踊っている。カーテンを開けると外は明るく、すでに夜が明けていた。

「ということは、あのまま馬車で寝てしまって、ひと晩経つまで起きなかったってこと？」

　こうしてベッドで寝ているということは、誰かが運んでくれたはずだ。なのに、ドロシアにはその記憶さえまったくない。

「なんて失態なの……。穴があったら入りたいとはこのことよ」

　ひとり恥ずかしがるドロシアの耳に、カタン、という物音が届いた。

　扉がほんの少し開いたかと思うと、白いふわふわの毛並みの猫がすたすたと入ってくる。ドロシアの足もとまで来て、「みゃー」とひと鳴きするとうかがうように見上げてきた。

「猫……！　か、かわいい」

　ドロシアが記憶している猫よりずっと小さくて、声もかわいい。白い毛は長めでよく手入れされているのか汚れひとつついていない。琥こ珀はく色の瞳が気品を感じさせる猫だ。

　ドロシアがなでようと手を伸ばすと、猫はすっと逃げていく。せっかく近寄ってきてくれたのに、と今度は視線が合うようにできるだけしゃがんで、手を伸ばして匂いを嗅がせた。

　猫は、最初は興味ありそうに匂いを嗅いでいたが、突然尻尾をピンと立てると、背中を向けて扉から出ていってしまった。

「あっ、待って」

　ドロシアが追いかけようとしたとき、扉の前に人影が現れた。

「おや、お目覚めかな。入っても？」

　耳に心地よく響くテノールはチェスターのものとは違う。

「は、はいっ」

　ドロシアは緊張して体を固くする。そして、入ってきた男性を見て、言葉をなくした。

　少し長めの、癖のあるダークブラウンの髪の男性は、身長は百八十センチほど。肩幅があり、胸周りには厚みがあるけれども全体的には細い。扉の木枠に背中を預けて、ドロシアに穏やかな微笑みを向ける。逆三角形の彫りの深い顔の中央にすっと通った鼻、細めの眉に赤みがかった薄茶の瞳、口は大きめで、上唇が厚い。目尻に少しだけしわが見えるが、それが整った顔を優しそうに見せている。白シャツにベスト姿で、あとは上着さえ羽織れば外出できそうなほどしっかりした服装だった。

　ドロシアは思わず見とれていた。こんなに綺麗な男の人を今まで見たことがなかったのだ。

「もしかして、ノーベリー伯爵ですか？」

「そうだよ。ドロシア・メルヴィル男爵令嬢」

（嘘でしょう？　想像していた男性とまったく違う）

　行き遅れの令嬢を嫁に欲しがるくらいだから、縁談があっても相手から断られる程度の器量の持ち主なのだろうとドロシアは勝手に思っていた。

（とんでもないわ。こんなにカッコいいなら、引く手あまたでしょうに）

　ドキドキするのと同時に、ボサボサ髪の自分が恥ずかしく、居心地の悪さにうつむいた。

「す、すみません。私ったら寝ちゃって」

「いや。遠いからね。疲れたんだろう」

　意外な返事に目を見張る。偏屈と噂の伯爵だから、なんて無作法なと叱られるのではないかと思っていたのだ。

　ドロシアは、慌ててドレスのしわを伸ばして、きちんと礼をした。

「改めまして、ドロシア・メルヴィルです。このたびは失礼をしてしまって申し訳ありません。こんな私を見初めてくださり、ありがとうございます」

　ドロシアが言うと、ノーベリー伯爵は微笑みを浮かべたまま、失礼にもうんうんとうなずいた。

「ああ、まさか〝赤毛の君〟がくるとは思わなかった。行き遅れって聞いていたから、なにか理由があるのかなとは思ったんだけどね？」

　後頭部を殴られたような衝撃がドロシアを襲う。

（待って待って。赤毛がそんなに悪い？　たしかに行き遅れだけど、それ、赤毛関係ないし。それでもあなたより十五も若いんですから！）

「ドロシア嬢？」

　内心で思いきり反論していたドロシアは、ノーベリー伯爵に問いかけられて、はっと我に返った。

（いけない。これは政略結婚よ。怒ってはダメ。でもそっちから縁談を持ちかけてきたなら、容姿くらい確認しておけばいいじゃないの）

　ドロシアがうつむいたまま、眉間のしわを伸ばしている間に、ノーベリー伯爵は目尻にしわを寄せ、親しげに彼女に手を差し伸べる。

「改めて、僕はオーガスト・ノーベリー。僕こそ、こんな年上の男との縁談に応じてくれて感謝しているよ。君の荷物はこれだけ？　それと侍女を連れてはこなかったと聞いたけれど……」

「ええ、侍女は必要ありません。私は自分のことはすべてひとりでできます。荷物が少ないのは、……その。言いづらいのですけど」

「支度金は借金にあててしまったのかい？」

　言いあてられて、ドロシアは息をのむ。

「す、すみません」

「あはは。そうだろうと思っていたから気にすることはないよ。君のお父上が借金まみれなことも知っている。君が、これから僕の言うことを聞いてくれるなら、父上の借金を全部こちらで返済することも考えているんだ」

「え？　本当ですか？」

　思ってもみないほどよい提案にドロシアは顔を上げる。しかし、すぐにはうなずけなかった。

　縁談の申し込みを受けたとはいえ、ドロシアと伯爵は初対面だ。それにこの様子を見ているとドロシアにひと目惚れしたというわけでもない。男爵とは違って、ドロシアにはうまい話を疑う癖がついている。

「……なぜ、伯爵様はメルヴィル家によくしてくださるのですか？」

　ドロシアの疑念に満ちた視線を受けても、伯爵の表情はそう変わらなかった。しばしふたりの間に緊迫した空気が漂い、ドロシアは彼の引き締まった口から真実が語られるのかと、息をつめて見つめていた。しかし、予想に反して、「うん、たまたまだね」とふざけたように言われたので、ドロシアは拍子抜けすると同時にカッとなった。

「たまたまで慈善事業をするとは、ずいぶん余裕がおありですのね！」

　思わず嫌味っぽい言い方になってしまって、ドロシアは慌てて口を押さえる。借金肩代わりの申し出はありがたい話であり、ドロシアは彼に感謝こそすれ皮肉を言える立場ではない。

　伯爵は気にした様子もなく、穏やかに続ける。

「本当にたまたまなんだ。探していたのは、家が貧乏で、結婚適齢期を過ぎてしまって結婚に夢など見ていないだろう令嬢だった」

（失礼な。夢は持ってるわよ、今まさに砕かれているけどね！）

　神妙に語る伯爵を見ながら、ドロシアは心の中で毒づく。

「僕の噂は聞いているだろう？　人付き合いができず、猫屋敷にこもる偏屈だ。とはいえ、伯爵家としては跡継ぎができなければ、僕が死んだ後、財産や領土没収の憂き目にあう。ひとりでいいから僕の財産を継がせることのできる男児が必要なんだ。そこで考えたんだよ。ノーベリー家には潤沢な財産がある。お金に困っている貴族を助ける代わりに、嫁に行き遅れた娘に子を産んでもらおうと。そこで浮かび上がってきたのが君だ。僕がメルヴィル家の借金を代わりに返済してあげる。その代わり君には、これから知るであろう秘密を誰にも漏らさず、僕の跡継ぎを産んでほしいんだ。もちろん、それ以外は君の好きなようにしていいよ。どんな贅沢を望んでもかまわないし、子を産んでからなら愛人をつくったっていい」

「はい？」

　黙って聞いていたドロシアは、ついに我慢できず、心の声を言葉にしてしまった。

　伯爵は空耳か？という顔をしてあたりを見回している。ドロシアはこぶしを握りしめて、衝動的に伯爵をひっぱたいてしまいそうな自分を抑えていた。

　うまい話にはなにか裏がある。だからなにかしらの条件をつけられることは、ドロシアも覚悟していた。けれど今の発言が与えるダメージはその覚悟を上回った。ドロシアはキッと顔を上げて伯爵を睨みつける。

（なんだか知らないけど秘密を守るのはいいわ。子を産むのも嫁ぐからには当然の要求。だけど最後のところだけは無理。納得がいかないわ！）

「馬鹿にしないでください。私は贅沢がしたいわけではないし、夫と子がいるのに浮気をするようなふしだらな女でもありません！」

　愛人を持ってもいいなどと、これから結婚する相手に言われるのは屈辱だった。ドロシアの瞳に、悔しすぎて涙が浮かんでくる。すると伯爵は途端に慌て始める。触るか触らないかの距離を保ったまま、ドロシアに向かって弁解をし始めた。

「な、泣かないでくれないか。おかしなことを言ったかな。君を侮辱するつもりはないんだ。ただ、こんなおじさんと一生をともにするのは嫌だろうと思って」

「だから勝手に決めつけないでって言ってるのよ！」

　我慢の限界がきて、ドロシアは彼の頬を勢いよくたたいた。伯爵は軽くよろけ、怪訝な表情で彼女を見つめる。それでもドロシアの怒りは収まらない。

「……違う。私は」

　ぼろぼろと真珠のような涙を流しながら、ドロシアはふと、この涙は怒りからではなく悲しみからなのだと気づく。

「なぜ、いい夫婦になろうと言ってくださらないのです。初めから努力をする気がないのなら、なぜ私を妻にと望んだのです。……あんまりだわ。たしかに行き遅れだけど、私は女としての幸せをあきらめたわけじゃないの！　おじさんだから嫌だなんて思っているなら、最初っからこんな辺境地に来るわけがないじゃない」

　一気に言い終えて、ドロシアは大泣きする。しばらくは呆然とドロシアを見つめていた伯爵は、鼻をすすりだした彼女にハンカチを差し出した。ドロシアはそれを受け取り、荒あらくなった呼吸を整えながら涙を拭いた。やがて涙が止まり、落ち着きを取り戻したドロシアは、自分のやってしまった所業に青くなる。

（やってしまったわ。……どうしよう、もう支度金も使ってしまったというのに。破談になって返せと言われても無理だわ。絶対怒ってる……よね？）

　ドロシアはそろそろと視線を上げる。ドロシアにたたかれた伯爵の頬ははた目に見てわかるほど赤くなっている。そんなに力を込めたかしらと、ドロシアの顔は逆にどんどん青ざめていく。伯爵はほうけたように立ち尽くしたまま、彼女を見つめ、ぼそりとつぶやいた。

「……そんな前向きな言葉を聞けるとは思わなかったな」

「え？　あの。……ノーベリー伯爵？」

　きっと怒られると目をつむったドロシアが驚くほど、穏やかな声だ。しかも、眉を下げ、申し訳なさそうな表情まで見せているではないか。

「すまない。行き遅れの娘なら、結婚に希望など持っていないだろうと思っていたんだ。割りきって子をつくって、あとは好きに生きてくれると。……しかし、君がそんなふうに望むなら」

　こちらを思いやるような態度に、ドロシアの胸が再び高鳴る。期待を込めて彼を見上げた。

（もしかして、私の気持ちわかってくれたのかしら）

「やはり君は帰ったほうがいいだろう。チェスターに送らせるよ」

　しかし、伯爵から飛び出したのは、期待に反した言葉だった。一瞬とはいえ期待したぶん、ダメージが大きく、ドロシアは目の前が真っ暗になった気がした。

「でも、もう支度金は返せませんし」

「大丈夫。支度金は差し上げよう。援助の話は申し訳ないが……」

「それは、結構ですけど」

　あくまで声を荒らげることなく、伯爵は淡々と語る。反対にドロシアの声は震えていた。

（違うのに。私はただ、これから仲よく暮らしていこうって言ってほしいだけなのに。実物を見て、そんなに幻滅されたの？　このそばかすのせい？　赤毛？　それとも着いたことにも気づかずに寝こけていた図々しさ？）

　伯爵本人に実際に会い、十五歳も年上とは思えない若々しい見た目や、優しげな話し方をするのを知って、ドロシアは政略結婚でも愛を育てられるのではないかと期待し始めていた。しかし、彼はドロシアを望んでいたわけではなく、単純に跡継ぎを産む妻が欲しいだけなのだ。その妻さえ、子どもを産んだ後はいらない、と言った口ぶりである。甘い期待をしてしまった自分が恥ずかしく、誰でもいいといった態度の伯爵から断られて、女としての自信も失いつつあった。

（もう、消えてしまいたい）

　唇を噛みしめているドロシアの頭を、伯爵は小さい子どもにするように優しくなでる。

「しかしまずは食事だな。おなかがすいただろう。部屋に持ってこさせるから、食べたらお帰り」

　そして、そのまま部屋を出ていく。先ほどぬぐったはずの涙が、再びドロシアの瞳に湧き上がり、こぼれ落ちた粒が床を濡らしていく。

「ふざけないで。……子ども扱い、しないでよ」

　傷ついて泣いていること自体が悔しくて、ドロシアは袖で涙を荒々しくぬぐった。










白猫と黒猫と茶色の猫と




　ドロシアは必死に唇を噛みしめていた。大声で泣くのは、プライドが許さない。傷ついているなんて思われるのは言語道断だ。

「にゃあん」

　いつの間にか、足もとには先ほどの白猫がいた。床に落ちたドロシアの涙を舐めすくっている様子はかわいらしく、見ているうちに涙は引っ込んでいった。驚かさないようにゆっくりとしゃがむと、白猫は床を舐めるのをやめ、首をかしげてドロシアを見上げる。

「汚いわよ？」

「にゃん」

　まるで会話が通じているかのように返事をくれる白猫に、ドロシアは親近感を抱き始めていた。抱っこさせてくれないかしら、と手を伸ばす。

　しかし、この猫は触られるのはあまり好きではないようで、伸ばした手から逃れるようにさっと身をひるがえし、ドロシアを見つめて前足をタンタンと二回鳴らした。

「どうしたの？」

「みゃ」

　白猫は何度かドロシアのほうを振り向きながら出ていってしまう。

「あ、行っちゃうの」

　寂しさに引き留めたら、猫は立ち止まりドロシアを見つめたまま「みゃーん」ともうひと鳴きした。

「……ついてこいって言っているの？」

「みゃ」

　再び猫が歩く。ドロシアはその後について部屋を出た。




　出てすぐの廊下は左右に長く続いていた。正面には欄干があり、その向こうに一階へと続く階段がある。濃茶の手すりは磨き上げられて艶つやがあり、彫られたレリーフも精巧だ。見渡せば、奥に向かって等間隔に扉が並んでいて、間の壁には絵画や壺など、美術品が飾られている。天井にも等間隔にガラス細工で作られたシャンデリアがある。階段を中心として左右対称につくられた屋敷なので、反対側にも同じように部屋が並んでいる。ドロシアは屋敷の広さに呆気に取られたが、猫が階段を下りていってしまうのを見て、慌てて追いかけた。

　白のドレスで屋敷を走ればさぞかし目立つだろうと思っていたのに、ドロシアは、途中で使用人に会うこともないまま外に出てしまった。猫はドロシアが追いかけてきているのか確認するように時折振り返りながら、庭を突っきっていく。

「待ってよ、猫ちゃん……うわ」

　庭から直接つながったところに、森があった。

　これが入口ですよと言わんばかりに、人が三人くらい並んで通れそうな幅の土がむき出しの道があり、両わきに木が生えている。道をドーム状に囲うように枝葉が伸びていて、トンネルのように見える。

「素敵……。まるで別世界への入り口ね。行ってもいいのかしら」

　そろそろと歩きながらツタが這った木を触ったりしていると、白猫が無言のまま足にすり寄ってきた。

「どうしたの、猫ちゃん」

　猫は鳴かない。ただ、尻尾をピンと立てて先を促す。

「あっちになにかあるの？」

　意味ありげな白猫の瞳に吸い込まれるように、ドロシアからも言葉が消えていく。

　ひとりと一匹が木々のトンネルを抜けると視界が開けた。そこにはクローバーの群生地がある。シロツメクサがところどころに咲いていて、ひとりの男性がこちらに背中を向けて座っていた。

「本当に驚いたよ。たたかれたんだ」

　声はノーベリー伯爵のものだ。驚いたと言いながらも穏やかな声音で、笑っている様子である。彼のそばには黒色の猫がいて、まるで彼の話に相づちを打つように「なーん」と鳴いていた。

　ドロシアは木の陰に隠れてそれを見守った。白猫は、彼女に付き従うように静かに足もとに陣取る。顔だけを木々の合間から出せば、なんとか表情がうかがえるくらいの横顔が見えた。

「まっすぐで純粋なままなんだな。……悪いことをしたよ。こんな縁談に乗ってくるのは、打算的な子に違いないって思っていたのに」

「なーん」

　自分のことを話されているんだとわかって、ドロシアは息をひそめる。黒猫は彼を励ますようにぐるぐると周りを回り「なーん」と鳴いた。

「……あの子は、僕みたいな男と一緒になっちゃダメだ」

　彼のつぶやきを聞いて、ドロシアの胸が大きく鳴る。先ほどと言われている内容は同じだけれど、今度はドロシアのことを思ってくれていることが感じられたからだ。

（でも……どうして？）

　ドロシアは改めてノーベリー伯爵を見つめる。

　実際に話してみれば、ノーベリー伯爵は噂とは違って普通かむしろ優しい。お金持ちだがケチというわけでもなく、見た目に関して言えばよすぎるくらいだ。年齢が十五歳も上ということ以外には、彼に弱みなどない。この結婚に対してどこまでも下手に出なければならないのはメルヴィル男爵家のほうだ。

（なのにどうして、彼は、自分が悪いような言い方をするの？）

　もっと彼らの話が聞きたいと、ドロシアが前のめりになったとき、足のあたりがくすぐられた。白猫がドロシアのドレスの中に入り込み、頭で足を押していたのだ。

「え？　なに？　行けって言ってる？」

「みゃあ」

「でも覗き見してたって知られたら」

「みゃあ」

　いいから行けとでもいうように、いっそう強く頭をこすりつけられた。まるで本当に人間の話が通じているみたいな猫だ。

（みたいじゃなくて……きっと、通じてるんだわ。そして私の背中を押してくれているのよ）

　ドロシアは素直に信じる気持ちになっていた。

　おずおずと一歩踏み出すと、白猫はドレスの中からすっとすり抜ける。そして、思わず立ち止まったドロシアを見つめてから、わざわざ茂みに突っ込み音を立てた。その大きな音に、伯爵と黒猫が振り向かないはずはない。

「誰だっ」

　いきなり視線を浴びて、ドロシアは再び固まってしまう。ノーベリー伯爵は彼女に気づいて、ふっと顔を緩めた。

「なんだ君か。どうしたんだ。朝食はすんだのかい？」

「いいえ。あの、……その」

　怒られると思っていたのに、また優しく微笑みかけられる。ドロシアは拍子抜けするのと同時に、胸が大きく波打つのを感じる。

「早く食べておしまい。メルヴィル邸は遠いのだから」

　伯爵は苦笑しながらそう言う。ドロシアは胸のもやもやを吐き出すように思いきって顔を上げた。

「私、もう少しここにいてはいけませんか？」

　ノーベリー伯爵は目を丸くし、「どうしてだい？」と小首をかしげる。

　伯爵の薄茶の瞳が、木漏れ日を浴びて赤く光る。ふと既視感デジャビュを覚えてドロシアはまじまじと彼の瞳を見た。顔が近づき、伯爵もたじろいだように一歩下がる。ドロシアは思いきってもう一歩前に出た。

「私、まだあなたのことをなにも知りませんし。すぐ出戻るのでは父に怒られます。たたいたことは謝りますから、もう少しチャンスをいただけませんか？」

「ああ。たたいたことなんて気にすることはないよ。君はなにも悪くないんだ。だけど僕とは合わない。それだけ」

　あっさり断じられて、ドロシアは唇を噛みしめる。

「でもまだ会ったばかりなのに……。私のなにがお気に召さなかったんですか？　赤毛だから？　そばかすだから？」

　話しているうちにコンプレックスまでもが顔を出してくる。ドロシアは悲しくなってきて自分の髪をくしゃくしゃにかきむしった。ただでさえほつれていた髪は、どんどんボサボサになっていく。

「こらこら」

　伯爵はドロシアの手首を掴んでそれをやめさせた。くしゃくしゃになった髪から、結っていたリボンやピンを丁寧に引き抜き、手て櫛ぐしで整える。ドロシアの癖のある赤毛が鎖骨のあたりにふわりと落ちた。

　男の人にこんなふうに髪を触られたことはなくて、全身が心臓になったんじゃないかと思うくらいにドロシアの動悸は激しくなった。

「この髪は綺麗じゃないか。君によく似合っているよ」

「嘘。だってさっき、赤毛に幻滅していたじゃないですか」

「幻滅なんてしていない。驚いただけだ。……僕は好きだよ、この色」

　ドロシアは首筋の髪をひと筋指に巻きつける。

（この髪が綺麗？　そんなこと、今まで誰も言ってくれなかった）

　ひそかに感激していると、伯爵は申し訳なさそうに言う。

「それより、結婚が破談になるのは君のせいじゃないから、なにも気にしなくていいんだよ。父上に叱られるというなら違約金を持たせてあげよう」

　どこまでもドロシアを帰そうとする伯爵にもどかしくなる。

（十五歳も年上の伯爵に身売りするなんて……って思っていたはずなのに）

　ドロシアの心は、最初にここに来たときのものとはすでに違う。帰りたくないし、彼のことをもっと知りたいのだ。言葉の端々に優しさを感じるたびに、心臓が跳ねる。想像していたのとは違った彼に、恋ができるような気がしていた。

「それに、お金のことだけじゃないんです。この日のために、みんながいろんな準備をしてくれました。その思いが無駄になっちゃうのが嫌なんです」

　マギーがサイズ直しをしてくれたたくさんのドレス。使用人の少ないメルヴィル男爵家では毎日仕事がたくさんある。日中だけではとても時間が足りず、マギーは夜にこつこつとがんばってくれた。

　動き回る仕事と違い、針仕事は話しながらでもできる。ドロシアも隣に座って手伝いながら、マギーとたくさん話をした。

「死んだ母も、私が幸せになるようにと願っていたと、メイドのマギーが教えてくれました。その願いを込めてドレスを直してくれたんです」

（そうだわ。私は幸せにならなきゃ。お母様がそう願ってくれたんだから。それに、母親代わりのマギーが同じように願って送り出してくれたんだもの）

　思い出したら、ドロシアの胸に勇気が湧いてきた。

（まだ出会ったばかりで、彼のことをよく知りもしないけれど、このまま終わりにはしたくないって思うんだから、帰っちゃダメなのよ）

　ドロシアの決意を感じ取ったのか、ノーベリー伯爵は真顔になった。

「そうか。君は優しい子なんだな。……でも、秘密を知られたらもう帰せなくなってしまう。そうしたら、たとえ君が後から嫌だと思っても僕の妻にならなきゃいけないよ？」

　ノーベリー伯爵に本当に困ったように眉をひそめられて、ドロシアは戸惑う。

「秘密ってなんなんですか？」

「……それを言ってしまったら秘密じゃないじゃないか」

「あっ、本当だわ」

　間抜けな返答をしてしまって、ドロシアは真っ赤になる。それを見ていた伯爵は、耐えきれなくなったように笑いだした。

「ははっ、あははは」

　笑った顔は、普通にしているときよりも伯爵をあどけなく見せた。かわいらしいとさえ思えるその表情にドロシアはしばらく目を奪われていたものの、不意に我に返って真っ赤になって訴える。

「なっ、そんなに笑わないでください。寝起きでちょっと頭が回らなかっただけです！」

「ああ、ごめんごめん。君は素直だな」

　笑いで浮かんだ涙をこすりながら、伯爵は優しい手つきでドロシアの頭をなでた。

「……秘密を持つこと自体、君には向いていないよ。君を傷つけたくない。帰ったほうがいい」

「そんな……」

「君にはもっと若くて優しい男が似合うよ」

「伯爵様だって」

　優しいわ、とドロシアが続けようとしたとき、遠くから声が聞こえてきた。

「オーガスト様ー、どこにいらっしゃいますかー！」

「あの声は、チェスターだな。行こうか」

　伯爵がドロシアの目の前に手を差し出した。ところが普段、男性と会うことがほとんどないドロシアは、一瞬手を取るのが遅れてしまった。

「あ、あの」

「え？　ああ、ごめん。じゃあ僕についてきて」

　伯爵はそれを拒絶と取ったのか、差し出してくれた手を引っ込めると、くるりと向きを変え、ドロシアに背中を見せて歩きだしてしまった。

（嫌なわけじゃないんです！）

　そう伝えようにも、タイミングを逃してしまって言えなくなる。伯爵の歩幅は広く、普通に歩いていると後れを取ってしまう。少しずつ距離が離れては小走りに追いかける、を繰り返しながら、伯爵の背中を見つめていたドロシアはなんだか切なくなってきた。

（……なんか私、失敗ばっかり）

　嫁入りのためにここに来たというのに、事態は思わぬ方向に進んでしまっている。うしろからの鳴き声が気になり、ドロシアがちらりと振り向くと、黒猫と白猫がじゃれ合うように体をこすり合わせていた。猫でさえこんなに仲よしなのに……と思うと、無性に落ち込んでしまうドロシアだった。




　木々のトンネルを抜け森の入口まで戻ってきたところで、伯爵が大きく手を振った。金髪の従者がきょろきょろとあたりを見回しているのが見えたのだ。

「ここだよ、チェスター」

「ああ、オーガスト様。すみません、ドロシア様のお姿が見えないんですが」

「ドロシアもここにいる」

　彼のうしろからぴょこんと顔を出すと、チェスターはホッとしたように顔を綻ばせた。

「なんだ。おふたりで散策中でしたか？　それはお邪魔して申し訳ありません」

「いや。……ドロシアは実家に帰そうと思うんだ。悪いがチェスター、馬車を出してもらえるか」

「えっ？」

　チェスターは驚いて目を丸くし、主人とドロシアの顔を見比べる。

（そりゃ驚くわよ。来たばかりの花嫁候補が帰されるなんて。私だって困ってる）

　ドロシアは素直に困り顔を見せた。するとチェスターは、小さくうなずき、平然と言い放った。

「申し訳ありませんが、一頭調子の悪い馬がいるのです。昨日がんばって飛ばしすぎたようで、足をくじいたかもしれません。今日また同じ距離を走らせるのは無理ですね。もしお帰りになるにしても、数日延ばしていただかないと」

「しかし、チェスター」

「か、かまいませんわっ」

　伯爵は渋ったが、ドロシアは渡りに船といった感じでチェスターの言葉に飛びついた。伯爵がドロシアのほうを振り向いて眉をひそめた瞬間、チェスターがウインクして目配せしてくれる。

（ありがとう、チェスター！）

　手振りでチェスターに感謝を伝えつつ、ドロシアは伯爵をまっすぐに見上げた。

「お願いですから、もう少しここにいさせてください。伯爵が私をお気に召さないというならば仕方ありませんが、そうでないのならお互いを知る時間を持ってもいいじゃありませんか」

　真摯に見つめてくるドロシアに、ノーベリー伯爵は困ったように頭をかいた。

「しかし、僕は今、急ぎで跡継ぎを産んでくれる妻を探しているんだ。君がダメなら、ほかの令嬢を探さなくてはならないし」

「だからどうして私ではダメなんですか！　あなたにとっては、もう対象外なんですか？」

「そういうわけじゃない。ただこの結婚は君を幸せにしないと思う」

「そんなのわからないじゃないですか。私が、あなたに恋をする可能性だってあります」

　もうしているかもしれない、と頭の片隅でドロシアは思う。だって今のドロシアの心を占めているのは、もっと彼と一緒にいて彼の人となりを知りたいという思いだ。

　しかし、ノーベリー伯爵は困ったように顔をゆがめた。

「それはないよ。僕に恋をする女性などいない。……馬は三日もすれば動けるようになるだろう。そうしたらお帰り」

　さらり、と頭をなでて、ノーベリー伯爵は先に歩きだした。残されて呆然としているドロシアのもとへ、チェスターが慌てて寄ってくる。

「ドロシア様、気になさらないでください。オーガスト様は頑固なんです。きっと照れているんですよ」

「いいえ。きっと私がお気に召さないんだわ。赤毛でそばかすで……全然綺麗じゃないもの。昨日なんて起きもしないで寝過ごしてしまったし」

　二度目の拒絶に、ドロシアも自信がなくなってきた。白のドレスをくしゃくしゃにして、髪もボサボサ。あきれられるのもあたり前だ。優しさからあんな言い方をしたのだろうが、若いだけで美しくもない男爵令嬢に、伯爵はきっと幻滅したのだ。

　落ち込んでうつむいているドロシアの目の前に、白い小さなものが差し出された。驚いて顔を上げると、チェスターがシロツメクサを持って微笑んでいる。

「すみません。雑草なんかで気を引いて。でも聞いてください。昨日、眠っていたドロシア様を寝かせておくようにと言ったのはオーガスト様です。ご自分で抱き上げてお部屋まで連れていったんですよ。オーガスト様が偏屈だと噂されているのはご存知ですよね。いつもだったら、外の人間には本当に冷たい態度しかとらないんです。なのに先ほどもたくさん話しておられて、正直驚きました。感情表現が下手な方なのでわかってもらえないかもしれませんが、ドロシア様のことはきっと気に入っておられますよ」

「……励ましてくれてありがとう。チェスター」

　出会ったばかりで大切に思われるはずもないだろう、とは思ったが、チェスターが励ましてくれるのがうれしくて、ドロシアは微笑んだ。

「さ、こちらへ。すぐ朝食の準備ができますので」

「ありがとう」

　差し出された手はエスコートのものだというのがさっきの失敗からわかっていたので、すぐに手をそえる。チェスターはドロシアを元気づけようと、いたわりのまなざしを向けている。ドロシアは救われた気分になった。

「私……ノーベリー伯爵の妻になれるかしら」

　それを聞いて、チェスターはうれしそうに微笑んだ。

「そうですね。まずは呼び方から変えられたらいいと思います。ノーベリー伯爵では他人行儀でしょう。オーガスト様、と呼んであげてくださいませ」

「オーガスト様……」

（言われてみればずっと彼のことを『伯爵』と呼び続けていた。私は名前で呼んでもらっていたのに。これでは距離が近づかないのはあたり前だわ）

「ありがとう、チェスター。私、がんばります」

「ええ」

　チェスターに勇気づけられ、ドロシアは気分も新たに屋敷へと向かった。




　ドロシアは与えられた部屋に戻り、普段着のドレスに着替えた。髪をとかしながら、先ほど、オーガストが整えてくれたことを思い出し赤くなる。

（髪を触られるのって、こんなにドキドキするものだったかしら。それとも、それがオーガスト様だから？）

　落ち着かない心臓と格闘しながら髪を結い上げる。そのタイミングで扉がノックされた。

「失礼します。ドロシア様、朝食をお持ちしました」

　白の調理服を着た二十代くらいの女性が、食事ののったワゴンを押して部屋に入ってくる。金髪をてっぺんできゅっと丸めていて、上向きのまつげのおかげで綺麗な碧へき眼がんがよく見える。鼻は低めで口は小さめ。身長はドロシアより少し高い。細い手は水仕事でかさついているが、スタイルがよく、綺麗だ。

「初めまして。私、この屋敷の厨房を任されているエフィーと申します」

　こんなに若いのに厨房の責任者なのかと驚きながらドロシアは彼女に会釈をする。

「私はドロシアです。どうぞよろしく」

「どうぞ。昨日も食べてらっしゃらないので、おなかがすきましたでしょ？」

　エフィーがテーブルの上に並べてくれたのは、朝食のパンとスープ、サラダ、それにヨーグルトに果物までついている。メルヴィル家ではついぞお目にかからない品だ。

　ドロシアには素晴らしい朝食だと思えたが、エフィーは恐縮したように頭を下げる。

「食材が運ばれてくるのが週に一度なので、ありあわせのものですが。落ち込んでいるときに空腹はよくありませんわ。満腹になれば元気になります」

「私には十分贅沢な朝食よ。ありがとう」

　ドロシアは目の前の食事に向かい合いつつ、エフィーの励ましに疑問を抱いた。

（エフィーとは今初めて会ったのに、なぜ私が落ち込んでいるのを知っているのかしら）

　ドロシアは疑問を問いかけようと顔を上げたが、ニコニコ笑うエフィーを前にして、いきなり問い詰めるのも失礼な気がしたので、前の席を指さした。

「ね、エフィー。私、話し相手が欲しかったの。よかったらそこに座ってくれないかしら」

「えっ。でも……光栄ですが、私、仕事がありまして」

「だったら後で私も手伝うわ。人手が増えれば早く終わるでしょう？　ね、お願い。話し相手になってよ」

「とんでもない！　奥様になる方に厨房仕事など」

「あら。私は実家でもずっと食事の支度や洗濯をしていたのよ。ずっと部屋に閉じこもっているのも暇だし、一緒に仕事をしながらいろいろ教えてもらいたいわ」

　こともなげに言い放ったドロシアに、エフィーは戸惑いを見せる。

「でも……いいのでしょうか」

「いいのよ。座って。ひとりだと寂しいし」

「そういえば侍女はお連れにならなかったのですね」

　みんなからそう聞かれて、ドロシアはだんだんごまかすのも面倒になってきた。

「侍女なんて雇えるほど裕福じゃなかったの。……男爵家と言っても貧乏でね。使用人もふたりだけ。家のことはほとんど私がやっていたわ。でも食事はみんな揃って食べたわ。弟のヒースはそっぽを向いていたし、父は黙って食べるだけだったけれど。私とメイドのマギーがしゃべり続けていたから賑やかだった」

「まあ。うふふ」

「だから、ひとりで食べるのが嫌なのよ。誰かと話しながら食べたいの」

「そうなんですか。旦那様はいつもひとりで召し上がるので、高貴な方はおひとりが好きなのかと思いましたが、違うんですね」

　エフィーはドロシアに同情したのか、その後はおとなしく席に着き、この屋敷の話をしてくれた。

　ノーベリー伯爵は主に投資の仕事で暮らしているので、屋敷から出ることはほとんどないらしい。情報を持ち込み、伯爵の指示を受けまた出ていく役目の使用人が数人いて、外界とのつながりはほとんどそれだという。チェスターもそのひとりのようだ。国王の誕生祭といった本人が出席しなければ忠誠を疑われるような行事のときのみ、自ら領地を出るのだそうだ。

「旦那様はもう長い間おひとりでおられるので、誰かと食事をする楽しみなど忘れているかもしれませんね。ドロシア様が嫌でなければ、一緒にお食事されるように言ってみてはくださいませんか？」

「そうね。そうしたいけれど。オーガスト様が応じてくれるかしら。……本当は帰るように言われているの。チェスターが気を利かせてくれて、三日はいられることになったけれど、どうやらオーガスト様は私がお気に召さないらしいわ」

「そんなこと！」

「本当よ。だから余計なことをしては、もっと早く帰れと言われてしまうかもしれない」

「そんな……オーガスト様ったら、なにを考えているのでしょう」

　焦りだすエフィーをなだめようとしたとき、窓の外から騒がしい音が聞こえてきた。

「あら？　お客様かしら？　馬が」

　二頭立ての馬車が砂煙を上げながら門を通ってくる。

「誰かしら。嫌だなぁ。……たまに、どうしても直接旦那様と話したいという方が来られるんです。でも、たいていお約束されていないので旦那様は不機嫌になるんです」

　怖いんですよー、とエフィーが嘆く。その怯えようを見て、ドロシアは意外な気がした。

（私は今まで、オーガスト様が怖いと感じたことはないけれど。ほかの人だと違うのかしら）

　ドロシアは、残りの朝食を手早く食べ終え、覗いてみることにした。エフィーは心配そうな顔をしつつ片づけを始める。

　廊下に出た途端、玄関からのチェスターの声が響いていた。見ると彼は、前のめりになって屋敷に入ってこようとしている恰幅のいい男性と若い女性、そしてお付きの人間を、押し留めようと両手を広げている。

「困ります。マクドネル子し爵しゃく様」

「今回の支援の話、ぜひともノーベリー伯爵にお願いしたいのだ。直接話をさせてほしい」

「ですから、手紙でお伝えした通り代理の者がそちらにまいりますと」

「待てどもなかなか来ないではないか。今日は娘と近くまで来たのでね。せっかくだからノーベリー伯爵にぜひともお目通り願いたいと思ったのだ」

「ですがこちらにも準備が」

　チェスターの困った声にドロシアは助けなきゃという気分になる。自分の屋敷でならば、たんかを切って追い返すところだが、ここで勝手にするわけにもいかない。

（オーガスト様はどこかしら）

　使用人が少ないというだけあって、部屋の場所を訪ねようにも誰もいない。一瞬迷ったが、ドロシアは近くの扉を順番にノックして開け、オーガストを探した。

　結局、三番目に開けた扉が執務室だったようで、椅子に腰かけて本を読んでいたオーガストが驚いた様子で顔を上げた。

「おや……ドロシア。どうしたんだい？」

「なんか人がいらっしゃっていて。チェスターが困っているようなんですけど」

「へぇ。誰？」

「マクドネル子爵とか」

「ああ。あの小デブちゃんか」

　自分よりも年上であろう子爵を小デブちゃん呼ばわりする彼に驚きつつも、言い得て妙だったので笑ってしまった。オーガストはゆっくり立ち上がると、「まあチェスターに任せておいてもいいんだけどね」と言いつつ、彼女の頭をなでて部屋を出た。

（また子ども扱い……）

　悔しく思いつつ、ドロシアは彼の後を追いかけた。一拍遅れて出ただけなのに、彼はもう階段の中ほどを歩いている。

「やあ、マクドネル子爵。ごきげんよう」

「オーガスト様！　申し訳ありません」

　出てきたオーガストにチェスターが驚いて振り向いた瞬間に、彼を押しのけるようにしてマクドネル子爵が入ってきた。

「ノーベリー伯爵！　この間の手紙は読んでいただけましたかな。ああ、紹介します。うちの娘のビアンカです。近くまで来たのでぜひお目にかかろうと……」

「へぇ」

　オーガストの出した声に、ドロシアは血の気がすっと引いた。今まで彼女に向けていたような優しい声ではない。言葉を受けたものが凍りついてしまいそうな、冷たい声だ。

「僕は使いの者をいずれ行かせるとお返事したと思います。投資についての内容をまとめてから持たせようと思っていたのですがね。あの話はなしにいたしましょうか。時をお待ちになれないような小者と組んでも、こちらに利益は望めませんから」

　オーガストはあくまでも笑顔だ。しかし、その辛辣な物言いと笑っていない瞳が彼の怒りをよりいっそう伝えている。近寄って親愛の情を示そうとしていた子爵は、両手を広げたまま固まってしまった。

「いや。聞いてくれ、伯爵。仕事をする相手とは信頼関係が大切だと思えばこそ、私は友好を深めようと」

「大切ですね、信頼は。間違っても約束もなしに人の屋敷に押しかけてくるような輩とは育めないものです」

　あくまでも笑顔で拒絶の言葉を吐くオーガストに、子爵のうしろに控えていた令嬢は怯え、お付きの従者に隠れるようにうしろに下がった。

　ここに来てから優しげな伯爵しか見たことのなかったドロシアは、今の彼と自分の知っている彼が同一人物かと疑ってしまう。

「どうぞお帰りください。これまでの商談はすべて破談にいたしましょう」

「ま、待ってくれ、ノーベリー伯爵」

「僕が、領土に他人を入れたがらないのはご存知でしょう？　それを無視していらっしゃったんですから、こうなることくらい予想できたでしょう」

「待ってくれ。知らなかったんだ。今日は娘もいるし、せめて紹介だけでもさせてもらえないか」

「チェスター。お帰りいただけ」

　チェスターはうなずくと力いっぱい子爵を押し出し、「申し訳ありません、子爵様」と締め出してしまった。一緒に来たという娘の怯えたような声が扉の外から響いてくる。

　今の光景が信じられず、ドロシアはほうけたまま見入っていた。

　冷たく近寄りがたい空気をまとっていたオーガストは、玄関扉が閉まるとともにその空気を一変させた。「驚いたかい？　すまないね」と優しげに微笑む。

「あ、あの。いいんですか？」

「子爵のこと？　ああ、いいんだ。共同出資を頼まれていたんだけどね。シミュレーションしてみたけど、あまり採算は取れないなと思っていたところなんだ。断る理由を探していたからちょうどよかったよ」

「でもその、お付き合いとかあるでしょう？」

「僕の財産目あてで近づいてくるような輩には興味ないからいいんだ」

　オーガストは階段を軽やかに上り、再びドロシアの頭をなでて執務室へと戻ろうとする。

「あ、あのっ」

　ドロシアが呼び止めると、オーガストは立ち止まり、「なんだい？」と穏やかに言った。

　食い下がっても嫌な顔もしない。そんなところも先ほどと違いすぎて不思議に思える。財産目あてで近づいてくる人間には興味ないのに、借金まみれの男爵令嬢を嫁にしようというのはおかしい。オーガストの言動の矛盾が、ドロシアには気になる。

「先ほどのご令嬢は、その」

「子爵の令嬢かい？　今年十七だという話だよ？」

　わざわざ辺境地に連れてくるくらいだから、マクドネル子爵が政略結婚を狙っているのはあきらかだ。オーガストがそれに気づかないわけはない。

「私より若くて、とても綺麗な方でした。オーガスト様は、その……」

「……君がいる間に次の女性をとは思っていないよ。それに、子爵家はべつに金に困っているわけじゃない。僕は欲にまみれた人間は嫌いなんだよ」

「では、私に持ちかけた縁談は慈善事業ということですか？」

「……それは」

　困ったように笑ったかと思うと、問いかけには応えずにオーガストは部屋に入ってしまった。

　追いかけていいものかわからず、ドロシアは彼の消えた扉を見つめたまま黙り込む。

（彼のことがよくわからない。いったいなにを考えているんだろう）

　今日の子爵への態度を見ていれば、偏屈だという噂が立つのもなんとなくわかる。けれど、朝の猫に対する態度や、ドロシアに向けてくる態度はそれとはまったく違う。穏やかで優しくてどちらかといえば大人っぽい寛大な感じだ。

（どっちが本当の彼なんだろう）

　ドロシアの中に芽生えた彼を知りたいという気持ちは、どんどん大きくなってくる。帰りたくないという気持ちもそれに比例していた。考えれば考えるほどモヤモヤして心が落ち着かず、悩み疲れてきたドロシアは覚悟を決めた。

（知りたいんだから、ここにいればいいのよ。じっとしているから迷ってばかりいるんだわ）

　ドロシアはドレスの袖をまくり上げ、パタパタと音を立てながら階段を駆け下りる。

「どうなされました、ドロシア様」

　不思議そうな顔をするチェスターに胸を張って答える。

「チェスター、厨房はどこかしら」

「そこの廊下をまっすぐ行った先ですが。どうして……」

「エフィーの手伝いをするの！　私はここにいたいんだもの。まずはこの屋敷に慣れないと。そうでしょう？」

　けたたましい音を立てて走っていくドロシアを見送った後、チェスターは噴き出してしまった。

「なかなか根性のあるご令嬢だなぁ。さあ、オーガスト様、どうするんだろう」




　昼過ぎからずっとエフィーと一緒に夕食の準備や、掃除をしていたドロシアは、窓の外に大きな満月を見つけて、顔を綻ばせた。

「まあ、今日は満月ね。綺麗」

「そうですね。すっかり手伝っていただいて申し訳ありません、ドロシア様」

「いいのよ。暇だもの。これがオーガスト様の夕食？　私、持っていくわ」

「いえ、それはドロシア様の分です。オーガスト様は、今日は夕飯を取らないとおっしゃっています」

「どうして？」

「いつも屋敷にこもっておられる方ですので、一日一食程度しか召し上がらないんですよ」

「でも、それじゃあ体に悪いわ」

「慣れていらっしゃるから大丈夫です。さあ、ドロシア様もお部屋でどうぞ」

　エフィーにお盆にのった食事を押しつけられ、ドロシアは困ってしまう。

「だったらここで食べちゃダメかしら。私、ひとりで食事するのが本当に嫌いなの」

「申し訳ありませんが、私もまだ仕事があります。のちほどお盆を取りに行きますから、お部屋に置いておいてくださいませ」

「……はぁい」

　エフィーがあまりに困った顔をするので、ドロシアとしてもこれ以上無理は言えなかった。今日は一生懸命仕事を手伝ったつもりだが、人手の足りないこの屋敷ではきっとまだまだ仕事があるのだろう。

　一日屋敷を歩き回ってみて、ドロシアは驚いた。聞いてはいたが、使用人の数が本当に少ない。庭周りのことをする従僕と屋敷内のことをする女性の使用人が二名ずつ。みんな年配で、話しかけても頭を下げて微笑むばかり。同年代なのはエフィーとチェスターくらいなものだ。

　代わりに、猫はたくさんいた。オーガストが森で話していた黒猫は屋敷ではほとんど見かけなかったが、庭先で何匹もの猫が集まって集会をしているときには、ちゃんと混ざっていた。

（なんにせよ、仕事はたくさんありそうでいいわ。それにしても、オーガスト様と話す機会がこんなに少ないとは思わなかったわ。これじゃあ三日間ここにいても彼のことなどわからないじゃないの）

　結局、最後にオーガストを見たのはマクドネル子爵を追い返したときだ。顔が見えないのでは話をしたくてもどうにもならない。ドロシアはお盆を持ったまま二階に上がり、自室に入る前にオーガストの執務室をノックする。

「ドロシアかい？」

「あ、はい。あの、もしよかったら一緒にお話でも……」

「ああ、すまない。悪いが今日はダメなんだ。部屋でゆっくりお休み」

「そうですか」

　扉を開けてもらえず、ドロシアはがっかりして自室に戻る。

　湯気の立った食事を、ひとつひとつ口に入れて咀そ嚼しゃくする。彩りの考えられた食事は、厨房で見たときはなんておいしそうだと思ったのに、ひとりの部屋ではそれも色あせて見え、味もよくわからなかった。

　食べ終わった頃、お茶を持ってやって来たのは、チェスターだ。

「あら？　エフィーは？」

「彼女は今忙しくて、私が代わりに。ドロシア様、湯の用意もできております。おひとりで大丈夫ですよね？」

「ええ。場所さえわかれば」

「でしたらご案内します。終えたらまっすぐ寝室に戻ってそのままお休みください。オーガスト様へのご挨拶もいりません」

「でも、少しはオーガスト様と話をしたいのだけど」

「明日になればできます。今日はゆっくりお休みください」

「そう」

　オーガストとのことを応援してくれているようにも見えるチェスターにまでそう言われて、ドロシアはうなずくしかなかった。

　仕方なくお茶を飲み終えた後の片づけはチェスターに任せ、早々に湯あみをし、自室へと下がる。ベッドに入った途端に体に疲れを感じた。

　寝返りを打ちながら今日一日を思い返すと、あきらかにオーガストよりもチェスターやエフィーと話している時間のほうが長い。

（やっぱり私、好かれてないのかしら。……帰ったほうがいいの？）

　不安のあまりまぶたに盛り上がった涙を、ドロシアは夜着の袖でそっと拭き、ふっくらした枕を抱え込んで眠りについた。




　ドアのきしむ音がする。

（……誰？）

　ドロシアは眠りの沼にどっぷりとつかっていたが、夜の静けさの中に響く異質な音に、意識がふわりと持ち上がった。

「みゃお」

　猫の声だ。いつもの白猫か、朝に見た黒猫か、起き上がって確認したかったが、体を動かすまでには至らない。昨日もそうだったが、この屋敷は寝心地がいいのか夜の眠りが深くなってしまう。ドロシアは猫の存在が気になり薄目を開けてはみたものの、すぐ眠りの淵に落ちそうになる。

（……黒っぽい？　白猫ちゃんじゃないみたい）

　猫はベッドの膨らみを見て、足音を立てずに一直線に向かってくると、軽い身のこなしでベッドの上へジャンプした。

（あれ、茶色？）

　間近で猫の姿を見て、月明かりに照らされたその毛の色を確認する。

（この猫、この色、昔出会った――）

　思い出の猫に似ていると思ったら、一気に意識が覚醒する。しかし、ドロシアは起き上がれなかった。まるで金縛りにでもあったように不思議と体が動かない。

「う……ん」

　声もはっきりとは出せず、ドロシアはもどかしく感じた。けれどそれで逆に、猫はドロシアが寝ているものだと思ったのか、どんどん近寄ってくる。猫は行儀よく枕もとに座り込み、尻尾で彼女の頬をくすぐった。

（く、くすぐったい）

「ん、……ん」

　意識はこんなにはっきりしているのに、腕ひとつ動かせない。ドロシアはだんだん怖くなってきた。

（なんで体が動かないの？　怖い。助けて、誰か。助けて……）

　内心とは裏腹に、寝ているドロシアの表情は変わらない。猫が満足そうにその顔を見つめ、立ち去ろうと腰を上げたときだ。

「……て、……オーガスト様」

　ようやく少しだけ口が動いて、言葉になって表に出た。

　猫はドロシアの寝言に動きを止め、赤みがかったとび色の瞳でじっと見つめる。そして、顔を近づけ、ぺろりと彼女の頬を舐めた。

（あ、なんか体が楽になった……？）

　猫に舐められた途端、体を押さえ込んでいたなにかが消えてなくなったかのように寝返りが打てた。しかし代わりにズシリと体に疲労がのしかかってくる。

（や、なにこれっ）

　ドロシアは思わず枕を掴む要領で猫を抱きしめ、ベッドに引きずり込んだ。

「みゃー！　みゃー！」

　猫は悲鳴をあげたが、ドロシアは離さなかった。抱きしめた瞬間、温かくて安心できるやわらかな感触に、迷子になった小さな頃を思い出して、必死に言葉を紡ぎ出す。

「お願い。一緒にいて」

「みゃー」

「ひとりは、……寂しいの」

　ドロシアの瞳に涙が浮かんでいるのを見て、猫はおとなしくなって目尻の涙を舐めすくった。

「ふ、くすぐった……」

　全身の疲労感は、ドロシアを再び眠りの沼へと引きずり込んだ。猫は彼女の腕の力が緩んでからも、その寝顔を見つめていた。










あなたの妻になります




　腕が重いな、と夢の途中でドロシアは思った。

　茶色の猫が、今のドロシアと対峙する夢だ。とび色の瞳でドロシアを見つめ、飛びついてくる。覚えていてくれたのかとうれしくなって、ぎゅっと抱きしめた。けれど、その猫はどんどん大きく、重くなっていって、ドロシアは手が痺れてくる。苦しさに顔をゆがませたそのとき、ひと筋の光が見えた。

「……え？」

　朝日がカーテンの隙間から差し込んでいる。横向きに寝ていたドロシアの目に飛び込んできたのは、いかにも男性のものであろうしっかりした骨格の背中だ。しかも、ドロシアは自分からその背中に抱きついている。下になった右腕が痺れていて、ああさっきの夢はこのせいか、と納得しそうになって我に返った。

「やっ、誰っ」

　飛びのこうとしても、男の重さで右腕が抜けない。だが、ドロシアの悲鳴で男のほうも目が覚めたらしく、くるりと振り向いた。

「うわぁっ」

　悲鳴をあげたその人は、驚くことにオーガストだ。

「お、オーガスト様。どうしてっ。ていうか、きゃあ」

　ドロシアはちゃんと夜着を着込んでいる。しかしオーガストは完全に裸なのだ。飛びのいた彼の上半身があらわになって、ドロシアは手で目を覆った。

「……しまった！　寝てしまった」

「や、よ、夜這いですかっ」

「違う、ドロシア。心配しないで、僕はべつに君に手を出しては……」

「そんなことはいいから服を着てくださいー！」

「あ、服ね。……服か。残念ながら、今はなくてね」

「じゃあどうやって入ってきたんですか。最初っから裸で屋敷を歩いていたんですかー！」

　ドロシアは恥ずかしすぎて、両手で顔を押さえて半泣きになった。仕方なくシーツを下半身に巻きつけたオーガストは、「すまない」と頭をかく。

「気になって昨晩、君の様子を見に来たんだ。そうしたらその、……寝てしまったようだ」

「裸でですか？」

　完全に変態を見る目でドロシアはオーガストを見上げる。オーガストは困ったように頭をかきながら、「うん。いや、まあ」とごまかそうとする。

　大人の男性の裸をこんな間近で見たことのないドロシアはいまだパニックだ。夜着の前を両手で押さえ、うかがうようにオーガストに問いかける。

「……私を妻にする気になったんですか？」

「いや、違うんだ、ドロシア」

「違うんだったらなぜ裸でベッドに入ってきたんですか」

「引っ張り込んだのは君なんだけどな」

　ぽそりと言ったオーガストは、ふっと黙るとドロシアの右手に左手を重ねる。赤みがかった茶色の瞳に至近距離で見つめられて、ドロシアは懐かしさにとらわれる。やはり似ているような気がするのだ。記憶にある猫と、オーガストの瞳が。

「……猫」

「えっ」

　オーガストがびくりと体を震わす。

「オーガスト様、ここに茶色の猫はいませんか？」

「猫はたくさんいるよ？　茶色もそりゃいくらでも」

「オーガスト様と瞳の色が似た猫です」

（そうだ、昨日よ。夜中に猫が来たんだわ。あの子がいると楽になって、そのまま抱きしめて眠ったような）

「……あの、ドロシア。僕、服を着たいんだけど」

　彼の目に見入ってしまったドロシアは、ついつい顔を近づけてしまっていた。息が触れそうな距離に驚いてぱっと体を離す。そこで、ノックの音がする。

「すみません、ドロシア様。オーガスト様のお姿が見えないのですが、ご存知ありませんか」

　ドアの向こうからのチェスターの声に、天の助けとばかりに返事をしてしまう。

「え？　あ！　ここにいます」

「あっ、ドロシア。言っちゃダメだ」

「えっ」

　しかしもう遅い。「入りますよ」と扉を開けたチェスターが、ドロシアのベッドに半裸のオーガストを見つけて目を丸くした。

「オーガスト様？　あ、ああ、そういう……。ええと、おめでとうございます」

「違うんだ、チェスター」

「そうよ、チェスター。見て。私はちゃんと夜着を着ているから！」

「こら、ドロシア。男に夜着を見せるもんじゃないよ」

「裸のオーガスト様に言われたくないですー！」

　ベッドの上で言い合いを始めるふたりを見て、最初は呆気に取られていたチェスターはこらえきれなくなったようにおなかを抱えて笑いだした。

「は、あははっ、す、すみません。いや、でも、あはははっ」

　大笑いされてしまって、ドロシアも我に返る。たしかにおかしな光景だ。男女が朝同じベッドにいるというのに色気もなにもあったものではない。

「……すみません。失礼をいたしました。なんだかすっかり仲よくなられたようですね」

「違うぞ、チェスター」

「なにが違うんですか。その格好では説得力がありませんよ」

　くすくす笑いながらチェスターが続けるので、オーガストはふて腐れて黙り込む。

「待ってチェスター。たしかにオーガスト様が朝ここにいたのには私も驚いたんだけど、本当になにもないの。さすがになにかされてまったく記憶がないわけないでしょう。服も昨晩のままよ」

「いやあどうですかね。ドロシア様は眠りが深いようですし」

「うっ」

　たしかに、ここに来てから一度寝たら体が動かないくらい深い眠りに入ってしまうけれど、ドロシアにはオーガストが夜這いをするとは思えなかった。

「いいえ。ないわ。あなたのご主人は女性に無理やり手を出す人じゃないでしょう」

　ドロシアの言葉に、チェスターはにっこりと微笑む。

「たしかにそうですね。むしろなにかあっていただいたほうがこちらはうれしいんですが。……さて、朝食の準備ができました。お部屋に運べばよろしいですか？」

「ああ。そうだな」

「待ってください、オーガスト様っ」

　ドロシアは勢いあまって彼が腰に巻いていたシーツを掴む。当然、はらりとはだけ、オーガストが慌てて押さえた。

「うわっ」

「きゃー、ごめんなさい。わざとじゃないんです」

「大丈夫。ちょっとあっちを向いていて」

　ドロシアは顔を真っ赤にして枕に顔を押しつけた。その間に、オーガストはシーツを巻きなおす。

「もういいよ。ドロシア」

「はい。……あの、お願いがあります。オーガスト様」

　もういいよ、と言われても自分のしでかしたことが恥ずかしくて、ドロシアは顔を上げられない。顔に枕をあてたまま、手を伸ばして彼の腕を掴んだ。

「私、ひとりで食事をするのは好きじゃありません。一緒に食べてくれませんか？」

「え？　……ああ」

　思いついた、というようにオーガストはうなずき、彼女の頭をいつもするようになでる。

「ひとりは寂しいんだったな。いいよ。じゃあ、着替えたら僕の部屋においで」

「は、はいっ」

　聞き入れてもらえたことにホッとして顔を上げると、オーガストがチェスターを伴って歩いていくところだった。裸にシーツを巻きつけた格好はまるで彫刻のようだ。その姿がさまになるくらいほどよく筋肉がついていることに感心して、ドロシアは見とれてしまう。

（屋敷の中にばかりいるみたいなのに、なんてしなやかな筋肉）

「みゃーん」

　静かになったと思った途端に、猫の声がする。見ると扉の近くにいつもの白猫がいた。

「猫ちゃん、また来てくれたの」

「みゃー」

　白猫は、クローゼットの前までとことことやって来ると、尻尾で床をたたく。

「みゃ」

「ああ。もしかして早く着替えろって言ってる？」

「みゃーん」

　正解、と言われた気がして、ドロシアは苦笑して着替えるべくベッドから下りた。




　母のお下がりの若草色のドレスに着替えたドロシアは、オーガストの部屋を探しつつ白猫の後についていった。

「みゃ」

　白猫は、扉の前にいるエフィーを見つけると、すぐさま駆け寄って足もとにすり寄る。

「アン、ドロシア様を連れてきてくれたのね。ありがとう」

「この白猫ちゃんはアンというのね？」

「ええ。私の猫です」

「エフィーの？　この屋敷にいる猫はみんなオーガスト様の飼い猫なのかと思っていたわ」

「そうですね。大きな枠ではオーガスト様の飼い猫ともいえますけれど、猫と人にも相性がありますから」

　ドロシアはエフィーの返答がいまいちわからなかったが、足もとのアンが尻尾をパタパタとさせて見つめてくるので、つい楽しくなってしまった。

「この子、私の話がわかるみたいなの」

「わかっていると思いますよ。私とも生まれたときからずっと一緒にいますから。それより、今お食事を運んだところです。旦那様がお待ちですわ。どうぞお入りください」

「ええ」

　アンとエフィーは部屋には入らないようなので、ドロシアは「またね」と手を振って部屋に入る。そこでふと、先ほどのエフィーの話に疑問を抱いた。

（生まれたときから……って、アンは何歳なのかしら。ここで生まれたのなら、やっぱりオーガスト様の飼い猫なんじゃないの？）

　オーガストの私室は、執務室よりも大きかった。奥に天蓋付きのベッドがあり、肘かけ椅子と書き物机がある。広間に置かれてもいいような豪華なマントルピースの暖炉があり、手前には食事用の小ぶりなテーブルと椅子が二脚。奥の席には、すでにオーガストが座っていた。今日はそのテーブルに小花の刺繍があしらわれたテーブルクロスが敷かれ、おいしそうな朝食が並んでいた。

「ドロシアと食べると言ったらエフィーが飾りだしてね」

　照れたようにオーガストが笑い、向かいの席に手招きする。そのしぐさに見とれて、ドロシアが立ちすくんでいたら、チェスターがドロシアの手を取り、椅子まで誘導した。

「エフィーが心を込めて作った料理です。どうぞゆっくり召し上がってください」

「あ、はい」

　先ほどとは違ってちゃんと服を着てくれているので、オーガストのこともじっくり観察できる。シャツの第一ボタンは開けられていて、鎖骨がちらりと見えた。前髪はサイドに流してあり、優しげな瞳がドロシアを見ている。一度裸を見てしまったからか、シャツの上からでもほどよく筋肉のついた体が連想できてしまって、ドロシアは顔を赤らめた。

　彼はドロシアが席に着くのを確認してから、スープに手を伸ばした。そのタイミングでドロシアが手を組んで朝食の前の御祈りをする。

「今日の恵みに感謝します。いただきます」

「ああ、そうか。……いただきます」

　バツが悪そうに笑って、手を祈りの形に組んだ後、頭をかく。

「悪いね。普段はひとりだから」

「いいえ、楽しいです。やっぱりひとりで食べるのよりふたりのほうがいいわ。話し相手がいないとき、オーガスト様はなにを考えて食べてらっしゃるの？」

「書類を見ながら……かな。屋敷から出ないとはいえ、やることはいろいろあってね」

「お仕事をしながらなんですね。……私、邪魔ですか？」

　困ったように眉を下げたドロシアに、オーガストは優しく笑いかける。

「いや。思えば客人がいるというのに放ったらかしにして悪かった。君が帰るまではできる限りもてなしをさせてもらうよ」

「ありがとうございます」

　向かいに座って彼を眺めていると、やはりとび色の瞳の茶色い猫に似ていると思う。猫と似ているなんていうのは失礼な話なのだが、オーガストを見ていると無性にあの猫を思い出してしまうのだ。

（昨日の部屋に入ってきた猫。そして今朝、裸で私のベッドにいたオーガスト様……まさかね）

　ドロシアは突拍子もない想像を頭から打ち消す。そんなことがあるはずないのだ。しかし、万が一、あの猫がオーガストだと考えれば、彼が裸でいたことには説明がつく。

（でもあるはずない。人間が猫になるだなんて）

　卵料理を口に含んだところで、「なーん」と鳴きながら黒猫が入ってきた。

「ああ、アールもおなかがすいたんだな。ここはいいよ、チェスター。アールにも朝食をあげてくれ」

「はい。ではドロシア様、失礼いたします」

「ええ」

「なーん」

　猫はオーガストの椅子の周りを一周するとチェスターについて出ていった。

「オーガスト様はあの黒猫ちゃんが好きなんですね」

「ああ。親みたいなもんだからね」

「親？」

「ああ。アールは僕の父の……。いや、ごめん。なんでもない」

　途中で我に返ったように口をつぐんだ彼を見て、浮かれていたドロシアの気分はしぼんできてしまった。

　秘密がある、と最初からオーガストは言っていた。話を濁すということは、猫たちもその秘密の一部だという可能性が高い。

（でも私は聞かせてもらえないのね。……明日にはメルヴィル家に帰る人間なんだから）

　目の前のオーガストは、皿にのった食事をほぼ食べ終えてしまっている。フォークとナイフの扱いはさすが上位貴族だけあって丁寧で、食べ終えた後の皿も綺麗なものだ。とび色の瞳はドロシアを映し、見られているこちらの胸がキュンとなるほど優しい顔で微笑む。

　ドロシアは胸がつまってきて、食事のパンがうまく喉を通らなくなった。

「どうした？　口に合わなかったかな？」

「いいえ。そんなことはありません！」

「残してもいいんだよ？」

「ダメです。エフィーがせっかく作ってくれたのに」

　一心不乱に食べようとするドロシアの様子を見て、オーガストは苦笑しながら近づいてきた。

「ドロシア。そのパン、よかったら少しくれないか？」

「え？　……ええ」

　食べきれずにいたパンを渡すと、オーガストはそのまま窓辺に寄った。

「見ててごらん」

　そして細かくちぎったパンを空に投げる。

「あ、なにを」

　ドロシアは驚いて窓から顔を出したが、空を旋回していた鳥がキャッチしたのを見て目を丸くした。

「すごいわ！　空中で食べた！」

「落ちれば猫たちが食べるよ。ほら、ドロシアからのプレゼントだ」

　オーガストはパンを次々小さくちぎっては投げる。

「ほら、これでもったいなくないだろう？」

「素敵！　私もやりたいです」

　オーガストから残りのパンを受け取り、ドロシアも彼をまねて空に投げた。鳥は何度も旋回し、やがて屋敷の窓に向かって枝を伸ばしている木にとまった。

「かわいい」

　手が届きそうな気がして、ドロシアは身を乗り出す。と、前のめりになりすぎてバランスを崩してしまった。慌てて窓枠を掴んだが、パンはそのまま庭に落ち、ドロシアの足も宙に浮いた。

「危ないっ」

　オーガストはドロシアのお腹に腕をまわし、彼女を自分のほうへと引っ張り上げる。

　ドロシアは、彼の力強さにドキリとした。

「す、すみません。オーガスト様」

　激しい動悸が、彼に伝わってしまいそうで慌てて離れたものの、上ずった声がそれを証明してしまっている。真っ赤になった顔で見上げると、熱っぽい瞳のオーガストと目が合った。

「危ないから、気をつけて。……食事を終えたら散歩でもしておいで」

　不意に目をそらし、ポンと頭をなでて、オーガストは席に戻る。熱い瞳に魅入られたように、ドロシアは胸がドキドキして動けなかった。

「あの、オーガスト様も一緒にお散歩してくれませんか？」

「ごめん。仕事があるんだ。退屈ならチェスターを誘うといいよ」

「そうですか」

　つれない返事に、ドロシアはしょげてうつむく。

（もっとオーガスト様と一緒にいたい。どんなことを考えて、どんなふうに暮らしているのか教えてほしい。……私、たぶん、もう恋に落ちている）

　ドロシアは初恋もまだだ。どんな気持ちを恋と呼ぶのか、本当はよくわからない。けれどオーガストに対する感情がほかの人に対するものとはまったく違うものだということくらいはわかる。そして、これが恋なんだと、ドロシアには思えた。

（彼の秘密がどんなものだったとしても、今なら受け入れられる気がするわ。言ってみようか。秘密を教えてくださいと）

　だけど、これまでの二度の拒絶がドロシアから勇気を奪っていた。

「なんだい？」

　じっと見つめていると、視線に気づいたオーガストがにこりと笑う。

　それだけで顔が熱くなってきて、「なんでもありません。ごちそうさまでした！」とドロシアは部屋から逃げ出した。




　散歩をしておいでと言われても、チェスターを誘う気にもなれない。かといって普段仕事ばかりしていたドロシアには自由な時間の過ごし方がわからない。結局、厨房に向かってエフィーに仕事はないかと聞くことにした。

「のんびりしてらしたらいいのに」

「慣れてないのよ。動いているほうが楽しいの。洗濯でもなんでもいいわ。仕事をくれないかしら」

「そうですね……」

「みゃぁん」

　白猫のアンが顔を出す。アンはエフィーの足もとをぐるぐる回ったかと思うと、ドロシアの近くまで来て彼女を見上げた。

「アンが散歩したいそうです。ドロシア様、一緒についていってあげてくださいます？」

「わかるの？　すごいわね」

「長い付き合いですから」

　エフィーは笑って仕事へ戻る。アンはとことこと歩きだすと、広い廊下に出たところで尻尾をピンと立てた。まるでアンテナみたいだ。なにかを受信したように歩きだし、また立ち止まっては尻尾を立てる。

「みゃん」

　そしてドロシアに呼びかけるように振り向くと今度は一気に走りだした。

「えっ！　待ってよ、アン」

　息を切らせながら追いかける。アンは徐々に速度を落とし、ある部屋の前で止まった。そしてドロシアを意味ありげに見上げる。

「どうしたの？」

「このままドロシア様を娶めとればよろしいじゃありませんか」

　そのとき、中からチェスターの糾弾するような声が聞こえ、ドロシアは息をのんだ。

「暇があればエフィーの手伝いを苦もなくやってくださるし、健康で明るいときています。加えて、実家の窮状を考えれば、あの方はあなたや僕らを裏切るようなことはなさいませんよ。これ以上の相手はいないでしょうに」

「だから、馬の脚が調子悪いなどと言ったのかい？　仮にそれが本当だとしても、君たちならばすぐ治せるだろうし」

「すぐには治せませんよ。我々の力は万能じゃありません。あなたのその呪いを解くことができないようにね」

　話の内容が、彼の秘密にまつわることだとわかって、ドロシアは息をのんだ。

「呪い……ね。はは。それは言い得て妙だ」

　足がくすぐったいと感じて足もとを見ると、アンが尻尾でくすぐりながら息をひそめてドロシアを見つめていた。まるで、〝続きを聞く覚悟はあるか〟と問いただされているようで、ドロシアは一瞬気け圧おされる。でも、ここから立ち去る気にもなれなかった。

「あの子は純真だ。こんな化け物の妻になるんではかわいそうだよ」

「あなたは人間ですよ」

「これをまともな人間とは呼ばないよ」

「ドロシア様はあなたに好意を持ち始めている。いいじゃないですか。あなただってまんざらでもないのでしょう？　私たちは話し合い、吟味を重ねて縁談を組んだ。あなたも納得して受けたはずです。なのに彼女を帰そうとするのは、傷つけたくないからでしょう。そのくらい好意がある。違いますか？」

「……妻が必要なことはちゃんとわかっている。ドロシアを帰したら、すぐに次の候補者へ手紙を書くよ。それでいいだろう。この話は終わりだ」

　オーガストが動く気配がした。出てきたら盗み聞きしたことがバレてしまう。慌てふためくドロシアのドレスの裾を、アンがくわえて引っ張った。アンが進む後について、部屋のすぐわきにある細い廊下へと入っていく。どうやら主に使用人が使う廊下らしく、屋敷の裏側にある出入口に出た。裏庭に出て、緑豊かな木々を見たら途端に力が抜けて、ドロシアは座り込んだ。

「さっきの、なんだったのかしら」

「みゃあん」

　アンは隣に座り込んでドロシアを物言いたげに見上げている。

「化け物って言っていたわ……」

　今朝の想像がよみがえる。もし、オーガストが猫に変身できるのだとしたら、すべてに説明がつくのではないだろうか。本人が自分を化け物だと言うのも、うなずける。

（だとしたら、私、彼の子どもを産める……？　猫に変身するような人の子どもを？　子どもだって同じような秘密を抱えるようになるかもしれない。その親になる覚悟はある？）

「みゃあ」

　知ったら帰せないと彼は言った。伯爵が猫に変身するなどと知れたら、たしかに大ごとだ。オーガストは化け物として糾弾され、おそらくは処刑されるだろう。周りにいた人間だって仲間と思われ、拷ごう問もんにかけられる。百年前の魔女狩りの再来だ。

　だから、弱みを持った花嫁が必要だったんだ。

　親の事業を支援してもらえば、どんな秘密にだって口をつぐむだろう。ひとたび妻となってしまえばもう一いち蓮れん托たく生しょうだ。バレれば妻だって殺される可能性がある。

「だから……、彼は私に帰れって言ったのかしら」

　恋がしたいと、いい夫婦になりたいと願っているようなうぶな娘だから。

　もし彼が本当に猫に変身するのだとしたら、ショックがないわけではない。すぐさま笑って受け入れることができるほど、ドロシアは不可思議な現象には慣れていないのだ。

（オーガスト様がかたくなに帰れって言っているのは、私のため？）

「みゃあ？」

　アンがドロシアを見上げる。目に涙が浮かんできて、ドロシアは慌ててそれを指でぬぐった。アンは心配そうに尻尾でドロシアの腕をさする。

「違うの、怖くないって言ったら嘘になるけど。それよりずっと」

　ドロシアには、オーガストが自分を気遣ってくれる優しさが、うれしかった。

「全然、化け物なんかじゃないわ。優しすぎるじゃない……」

　たとえこの突拍子もない想像があたっていたのだとしても、ドロシアはオーガストに恐怖など感じなかった。

「みゃお」

　アンが、ぺろり、と地面につけたドロシアの手を舐める。ドロシアがそっと頭をなでると、いつもなら触られるのを嫌がるアンが、逃げずに手を舐め続けてくれた。

「ありがとう、アン」

　励まされたような気がして、ドロシアの心がほぐれていく。

「私、ここにいたいわ、アン。……オーガスト様と一緒にいたい」

　素直な気持ちをアンにならぶつけられた。言葉にすると、自分の気持ちがはっきりしてくる。

「みゃん」

　白猫が尻尾を揺らしながら見上げてくる。

　〝だったらそう言えばいいわ〟と言われた気がして、ドロシアは微笑む。アンの鳴き声は、いつもドロシアに勇気をくれる。




　せっかく意気込んだというのに、ドロシアはその後、オーガストとふたりきりになる機会が持てなかった。

「オーガスト様、夕食は……」

「悪いね。僕は夜、ほとんど食べないから。チェスター、ドロシアの夕食に付き合ってあげてくれ」

　それきり、部屋にこもってしまい、ドロシアはひとり廊下に残される。あまりのそっけなさに膨らんだ勇気もしぼんでいく。

「……私、嫌われているんでしょうか」

　ぼそり、とチェスターに漏らすと苦笑したまま「そんなことありませんよ。オーガスト様は最近疲れやすいんです」と慰められた。

　仕方なくチェスターに夕食に付き合ってもらうも、彼は世間話には付き合ってくれるが、そばに立ったまま使用人としての立場を崩そうとはしないし、エフィーも忙しそうに動き回っていて落ち着いて向かいに座ってはくれない。あくまでも、〝お客様扱い〟されることが、ドロシアには切なかった。

（マギーだったら、使用人っていっても家族みたいだったのに）

　寂しさを募らすドロシアに、優しいのは猫たちだった。部屋でひとり、しょぼくれていると、アンが数匹の猫を連れてきてくれ、鳴いたり、体をこすりつけたりとドロシアにかまってくれる。

「ありがと、みんな」

「みゃおん」

　その中には、オーガストが親しそうにしていた黒猫のアールもいる。

「なーん」

「アール。おまえのご主人様はいったいなにを考えているの？」

「なーん」

「ゆっくり話さえできなかったわ。……どうしよう。このままじゃ明日帰されてしまう」

　アールはアンと顔を見合わせ、ドロシアの足に体をこすりつけた。




　そして、翌日。朝から四頭立ての馬車が玄関前に用意されており、ドロシアはオーガストに追い立てられるように帰る準備をさせられていた。まだ一度も袖を通していないドレスも再びスーツケースの中に入れられ、馬車に積み込まれていく。

「さあ。準備はできたかい？」

「あの、私」

「お父上に手紙を書いた。これで君が責められることはないはずだから」

　差し出された手紙を破ってしまいたい気分になりながら、ドロシアは受け取った。

「荷物はすべてのせましたよ」

　チェスターの言葉に、オーガストはドロシアの手を取って口づけをした。

「君に会えてうれしかったよ、ドロシア。どうか幸せになってほしい」

　ドロシアは返事ができなかった。幸せになってほしいというのなら、このままここにいさせてくれればいいのにと思う。だが本人を前にするとなかなか言葉にする勇気が出てこなかった。

「みゃおん」

　アンが足もとに駆け寄ってきて鳴いた。琥珀色の瞳でじっとドロシアを見つめる。責められているように感じて、ドロシアは息をのむ。アンがこんな神秘的なまなざしを向けるのは、いつだって覚悟を問うときだ。

（言わなきゃ。……言わなきゃ！）

　アンに勇気をもらってドロシアは続ける。

「オーガスト様。私、帰りたくありません。あなたのことをもっと知りたい。私はたぶん、あなたのことが好きなんです。お願い、私をここに置いてくれませんか？」

　短期間で育った恋心を信じてもらえるか不安に思いながらも、ドロシアは伝えたいことを言いきった。目頭が熱くなってきて、ぽとり、と足もとに涙がひと粒落ちる。

　驚きで固まっていたオーガストは慌ててドロシアの頬をぬぐった。そして優しく……切なげに笑う。

「ありがとう、ドロシア。僕も君が好きだよ」

「じゃあ」

　赤みを増した瞳が、眉をひそめたドロシアを映した。

「でも、すまない。……お帰り」

「秘密のことなら……私、平気です。もしかして違ったらごめんなさい。秘密って、あなたが、ね……」

〝猫になるってことなんじゃないですか〟

　続けようとしていた言葉は、オーガストの口の中に吸い込まれた。ドロシアは驚きで目を見張る。彼の唇が、ドロシアの唇をふさぎ、舌を絡めて彼女から言葉を奪っていく。

（こんなキス、初めて）

　オーガストはなかなか離してくれなかった。長く深いキスに、ドロシアの体からは力が抜け、彼に体を預ける。オーガストはとび色の瞳を切なげにゆがませて、ゆっくり唇を離した。

「ダメだよ。メルヴィル家にお帰り、ドロシア。幸せになるんだ。……チェスター、彼女を頼む」

　そして、強引にドロシアの体をチェスターに託す。ドロシアは食い下がるつもりだった。けれど、彼が一切の反論を受け入れないというように目をつむったのを見て、なにを言っても無駄なのだと悟った。それはチェスターも同じのようで、あきらめたように言葉を失ったドロシアを馬車へと連れていく。

「……行きましょうか、ドロシア様」

　ドロシアもうなずいて馬車へ乗り込む。座席に腰かけ、先ほどまで彼と触れ合っていた唇を押さえる。手に持たされた男爵あての手紙は分厚い。きっと違約金としていくらか包んでくれたのだろう。

（そこまでするならどうして妻にしてくれないの）

　ドロシアの目から涙がこぼれ落ちる。今なら、どんな秘密でも受け入れられると思うのに、それを尋ねることさえ許されなかった。

（あのキスが、お別れのものになるなんて嫌……）

　馬車が走りだす。ドロシアは小窓から小さくなっていくオーガストを見つめた。涙で濡れたぼやけた視界のなかで、オーガストはこちらを見つめたまま手を振っている。……と、小さくなっていくオーガストの影がぐらりと揺らいだ。その瞬間ドロシアは思わず立ち上がり、声高に言う。

「チェスター、止めて」

　まだ動いている扉を開け、身を乗り出してうしろを見つめる。オーガストの影は、前のめりに倒れ、膝をついた。

「オーガスト様っ」

「危ない！　ドロシア様」

　ドロシアは心配でじっとしてなどいられなかった。動いている馬車から飛び降り、チェスターの制止も聞かずに、オーガストのもとへと走る。

　驚愕の表情でドロシアを見つめているオーガストの顔が、徐々に毛深くなっていく。ドロシアは目を見張った。近づいているはずなのに、オーガストの体がどんどん小さくなっていくのだ。驚きながらも、足は止まらなかった。ただ「やっぱり」と荒い呼吸の間につぶやきながら走る。

　彼と別れた場所まで戻ったときには、地面にはオーガストの服一式が落ち、その中央に茶色の猫がいた。いつものオーガストの瞳に、もう少し赤みを足したとび色の瞳の猫だ。

「……オーガスト様なのでしょう？」

「みゃ……ああもう、秘密のまま見送れたと思ったのに」

　驚いたことにその茶色の猫は人間の言葉を話した。オーガストの声より、少し高めのテノールだ。

「知ってしまったら帰せなくなる、と言っただろう。どうして振り向いたりするんだ」

　心底困ったというように言われたが、猫の姿ではかわいらしいだけだ。

「これが、あなたの秘密なんですか？」

「まあそうだね。僕には猫の命が同居している。……化け物なんだよ」

「化け物なんかじゃない。かわいらしいじゃないですか」

　たしかに変身するところを実際に見れば驚くが、恐ろしい姿というわけでもない。しかも、その茶色の猫は、ドロシアの記憶にある猫にそっくりなのだ。

「オーガスト様、昔私に会ったことがありませんか？　まだ小さな頃です」

　猫のオーガストは照れたようにそっぽを向いて、つぶやいた。

「初めて会ったときから気づいていたよ。だから言ったんだ。まさか〝赤毛の君〟が来るなんて。あのときのかわいい少女が、嫁に行き遅れているなんて思わないだろう」

　最初の挨拶には、決してドロシアをけなす意味など含まれてはいなかったのだ。そう思ったら、驚きよりもうれしさのほうが勝った。

「私、もう、帰らなくてもいいんですよね？　秘密を知ってしまったのですから」

「……そういうことになるね。不本意だけど」

「大丈夫です。絶対不幸になんてならないもの」

　馬車が砂煙を上げて戻ってくる。チェスターが下り立つ前に、猫のオーガストはドロシアの頬をぺろりと舐めた。

「仕方ないね。僕の妻になるかい？　ドロシア」

　嫌々なようにも聞こえたが、猫のオーガストの瞳は優しかった。ドロシアは彼を抱きしめ、満面の笑みでうなずく。

「ええ。私、あなたの妻になります」










猫伯爵の秘密




　チェスターにエフィー、そして猫たちが見守る中、ドロシアはオーガストを抱きしめたままで立ち上がる。腕の中のオーガストは毛並みもよくふわふわだ。ぎゅっと抱きしめると、苦しかったのかもがくようにして腕の中から飛び出した。

「あ、待ってください。オーガスト様」

　オーガストは尻尾をピンと立てたまま、首だけを傾けてうしろを向いた。

「ドロシアは部屋で休んでいて。いつ猫の姿から戻るか、自分でもわからないんだ。戻ったら呼びに行くよ」

　そう言って、オーガストは屋敷のほうへと走っていってしまう。

「……行っちゃった」

　取り残されてしまったドロシアは、拍子抜けしてあたりを見回し、落ちていた彼の服を拾った。

「お預かりします。これがないと旦那様が困ってしまう」

　苦笑したチェスターが、それをドロシアの手から受け取り、笑顔を見せる。

「ドロシア様の荷物は部屋に戻しますね。しばらく自室でお待ちください」

　ドロシアはうなずいて部屋へと向かった。猫たちはドロシアに「にゃー」と声をかけると庭や森の方向へ消えていく。アンだけが、彼女が部屋に行くまでついてきて、ドアの前で「みゃー」と小首をかしげて鳴いた。

「ありがとう、アン。私ががんばれたの、あなたのおかげだわ」

「みゃー」

　アンは満足したように鳴くと、そのまま廊下を走っていった。

　残されたドロシアは、チェスターが運んできてくれた荷物を整理した。今度こそ、ここを終の住処にするという決意だ。クローゼットにお気に入りのドレスを並べ、その足もとには弟が作ってくれた靴を並べる。

　それから、ドロシアはベッドに腰かけてオーガストが来るのを待った。しかし、猫から戻るには予想外に時間がかかるらしい。なかなか来ない彼に痺れを切らしたドロシアはうっかりベッドに体を預けて眠ってしまった。

　やがてドアをノックしたのはチェスターだ。その音に目が覚めて、ベッドの上で半身を起こした。

「ドロシア様、……あ、すみません。お休み中でしたか。オーガスト様の準備が整いましたが、いかがいたしましょう」

「ごめんなさい、寝てしまって。オーガスト様のところに行きます」

（最近寝てばかり。……恥ずかしい）

　こっそり口の周りを押さえ、汚れていないかを確認し、立ち上がる。チェスターはドロシアが来るのを待ち、エスコートするように手を差し伸べた。

「改めてドロシア様、よろしくお願いいたします。オーガスト様の変身の秘密を知ってもなお、気味悪がらずにいてくださるなんてうれしいです。使用人一同、歓迎します」

「チェスターたちも猫に変身するの？」

「いいえ、我々は違います。オーガスト様があのような呪いに蝕まれたのには理由があるんです。それをご説明しますので、こちらにお越しください」

　チェスターに連れられて、ドロシアは小ぶりの応接間へ招かれた。

　一枚板で作られた重厚なテーブルを挟むように両側にふたりがけのソファが置かれている。テーブルにのせられた茶器は、中央に描かれたピンクの花が金で縁取られている上品かつ優美な物で、一見して高価な物だとわかる。

　ソファに座ったオーガストは、ぴったりとしたズボンと清潔そうなベージュのシャツを着込んで足を組んでいた。ドロシアを見つけると、相好を崩して隣に座るようにと手招きする。

「さっきは変なところを見せてしまったね」

「ええ、でもよかった。でなければ帰されてしまうところでした」

「最近は猫になる時間が多くてね。疲れるとすぐなんだ。だから領地の外にもなかなか出られなくなってしまった」

（もしかしたら、夕飯を一緒に食べてくれなかったのもそのせいだったのかしら）

　ドロシアがこの屋敷にいた数日、一日のうちでオーガストが姿を見せてくれたのはせいぜい、二、三時間だった。それもべつに嫌われていたからではなかったんだと思えば、心は軽くなる。

　オーガストは終始穏やかな笑顔でドロシアを見つめ、彼女の顔を覗き込むようにして話し続ける。そのたびにふたりの中間に重心がかかり、ソファのやわらかなクッションが緩やかに傾く。結果、彼とドロシアは密着した状態になり、ドロシアはいつの間にか、オーガストに腰を抱かれていた。

　秘密がバレた途端に、オーガストには拒絶の意思がなくなったようだ。もちろんうれしいのだが、ドロシアの心臓は落ち着かない。

「……覚悟はいい？」

「なんの覚悟ですか」

「猫になることだけが秘密じゃないんだ。聞いて君は後悔しない？」

（これ以上まだなにかあるの？）

　一瞬息をのんでしまったが、ドロシアの腹はもう決まっている。オーガストとともに生きていくのだ。

「もう大きな秘密をひとつ知ってしまったんですから、なにを聞いても一緒です。さ、安心して話してください」

　ドロシアがあっさり言うと、オーガストは楽しそうに笑い、ドロシアのそばかすの浮いた頬を愛おしそうになでた。

「じゃあ言うよ。まず、僕の年なんだが。三十七歳だと言っただろう。間違っているわけでもないんだが、実質、僕は百年以上生きている」

「……なんておっしゃった？」

　ドロシアの思考は追いつかない。百年なんて、人間が生きていられる長さではない。いや、まれに長生きしている人間がいるかもしれないが、平均寿命は六十歳くらいだ。

「やっぱり驚くだろ？　でも本当なんだ。僕が最初に死んだのは、魔女狩りの時代だ。当時十七歳だった」

「待って待って。最初ってなに？　話が掴めないわ」

　目の前にいるのは、どう見ても壮年の男性だ。しっかり猫に変身するところも見てしまったのだから、ドロシアだって彼がただの人間だとは思っていない。けれど、百歳超えの老人にはとても見えない。

　ドロシアの刺すような視線に、オーガストは苦笑して、「いや、体はちゃんと年相応のものだけどね」と続ける。

「僕は猫憑つきなんだ」

「猫？」

「正確には使い魔が乗り移ったと言えばいいかな。うーん。説明しようとすると難しいな」

　オーガストは困ったように目を泳がせたのち、チェスターに紙とペンを持ってこさせた。

「混乱させるとまずいから、時系列で話そう。僕が生まれたのは今から百十七年前。場所はこの辺境の森を含むノーベリー領。父と母とたくさんの使用人とともに暮らしていたんだ」

　オーガストの顔は神妙だ。ドロシアは信じられないと思いつつも彼が紙に書きつけていく年表のようなものを見ながら話を聞く。

「その頃は治安が悪くてね。首都のほうを中心に政治がらみの事件や、放火が多発した。そのうちに、変な噂が立ったんだ。この世に起こる悪いことはすべて魔女のせいで、悪い政治家たちは魔女に洗脳されたんだとね」

「百年前の、魔女狩りですね？」

　すべての元凶は魔女であるという噂を大半の貴族が信じ、まじないごとを口にする老婆や薬草に詳しい女性、その飼い猫たちが十数年にわたって惨殺された事件だ。その期間に、ギールランドの平民の女性が半分は殺されたのではないかと言われている。

「虐殺を逃れた人々は、どんどんこの辺境地へやって来た。父は、その人たちをすべて受け入れていたんだ」

「……ひどいですね。魔女なんて本当はいないのに」

　百年経った今、魔女と呼ばれる女性はただ知識が豊富なだけだったという見解になっている。国王もそれを認めて謝罪したはずだ。

「いや。いるんだよ」

　しれっとした顔でそう言われて、ドロシアは息が止まった。

「たしかに、魔女と言われた人の多くはただ知識が豊富なだけか多少勘の鋭いだけの女性たちだ。彼女らに飼われていた猫たちにもなんの力もない。でも中には、確実に魔法を使える女性もいたし、使い魔である猫もいたんだ」

「え……、どうしてそんなことがわかるんですか？」

「僕がその息子だからさ」

　ドロシアが驚きのあまり口をパクパクさせていると、オーガストは「ははっ」と笑い、ドロシアの頬をなでた。

「すごい顔してる」

「だって、どういうこと？」

　オーガストはドロシアの赤毛をひと筋持ち上げ、その赤いベールを通して昔を懐かしむように目を細めた。

「父はね、貴族なのに社交界が嫌いで、使用人だった女性を無理やり友人の貴族の養子に入れ、結婚した変わり者だ。それが僕の母で、本物の魔女だったんだよ。あ、魔女って言っても、空を飛んだりするわけじゃないんだ。魔法も目に見えるようなものじゃなくて、暗示だったり薬だったり、普通に人間生活の中にあるものなんだよ。ただ、魔女が作ったものはその力が強いってだけ」

「強いって言うと？」

「たとえば、母が作ってくれた熱さましは、飲んで一時間もしないうちに僕の熱を下げてくれたし、骨折したときも母の薬を飲んでいたら三日で治った。占いで、父の投資の仕事の手助けもしていたかな。あと、決定的に普通の人と違うなと思えたのは、使い魔の猫と話をしていたことかな」

「猫と話ができるんですか？　うらやましい！」

「契約した猫だけらしいよ。猫に限らず、魔女は自分の目となり耳となって働いてくれる動物と、使い魔として契約するんだ。フクロウやネズミなんかも使い魔になりやすい動物なんだけど、母の使い魔が猫だったせいか、この屋敷にいた魔女の使い魔には猫が多かった」

「オーガスト様にも使い魔はいるんですか？」

「いいや。男には受け継ぎにくい能力らしくてね。まれに魔法を使える男もいたけど、大半は女性だよ。……話を戻すけど、母が魔女だった関係で、父は魔女狩りから逃げてきた女性たちをみんな受け入れ、使用人として雇っていた。そんな環境だったからさ、僕にとって、魔法とはあたり前に存在するものだった」

　オーガストは右腕をソファの背もたれの部分にのせ、一度ため息をつく。

「貴族の子息が年頃になれば王家に挨拶に行くのは知っているだろう？　父と一緒に出向き、正規の跡継ぎであると認めてもらうんだ。こんな辺境地での暮らしだから、僕はあまりこの屋敷から出たことがなかった。だから、『まじないや薬のことを口にしてはいけない』と父から口を酸っぱくして言われたにもかかわらず、同じく挨拶に来た青年におかしなことを口走ってしまった」

　おかしなこと。それはおそらく魔法のことだ。それがあって当然だった青年には、なにがおかしかったのかもわかっていなかったかもしれない。

「その彼は、貴族将校の息子だったらしくてね。後日、武装した将校の一団が『魔女狩りだ』と言って屋敷にやって来た。……問答無用だったよ。取次の執事に切りつけたかと思うと、屋敷内になだれ込んできて、使用人も猫も、手あたり次第に斬殺し始めたんだ」

「そんな……」

　想像するだけでぞっとするような光景だ。この屋敷が、そんな血塗られた過去を持っているなんて。ドロシアが青ざめたのを見て、オーガストは優しく肩を抱いた。

「血なまぐさい話ですまない、怖いだろう」

「怖いです。……でも聞かせてください。オーガスト様のことですもの」

　震える声で言ったと同時に、彼がドロシアの肩を抱く手には力がこもった。

「母は僕を自分の使い魔の猫に託し、逃がそうとした。けれど屋敷から抜け出す寸前で僕は捕まってしまったんだ。猫は必死に鳴き続け、僕の場所を母に教えてくれた。それを聞きつけて母がやって来たけれど遅かった。軍人は母の目の前で、僕の背中を刺した。半狂乱になった母が男に掴みかかり、もがいているうちに僕の体からは剣が抜けた。血を噴き出しながら床の上に投げ出されたんだ。どんどん体が冷たくなっていって、必死に顔を舐めてくれた猫の舌が温かかったのをよく覚えている。同時に別の人間に父も捕まっていて、まだ意識のある僕の前で殺された。凄せい惨さんな光景だったよ。で、そのとき、屋敷内から一瞬音が消えた。……母がなにかしたのだと思う。自分の命と引き換えに、なんらかの魔法を使ったんだ。次の瞬間、母が短剣を自ら胸に刺し、倒れ落ちるのを見た」

　オーガストは瞳をかげらせたまま、ひと呼吸を置いた。

「父が死に、母も倒れ、僕自身の命も風前の灯火だった。急速に意識が遠ざかり、僕は自分の命が体から抜けていくのを悟った。そのとき、声が聞こえたんだ。正確には頭に響いたのかな。あのときは朦もう朧ろうとしていたからわからない。ただ、僕には目の前の猫が話しているように聞こえたんだ。彼女……メス猫だったんだけど、『ご主人が死んだ今、自分に未練はありません。力のある猫は九生を生きます。私は今まで五回生きてきました。残りの四生は坊ちゃんに差し上あげます』ってね。そうしたら自分の体が繭のようななにかに包まれた感覚がした。あのときの不思議な感覚はあれ以来ずっと消えない」

「そ、……それでどうなったんですか？」

「僕はそのまま意識を失ったけれど、結果として死ななかった。目覚めたとき、介抱してくれたのはあろうことか、僕を刺した軍人だったんだ」

　オーガストの瞳に、一瞬冷たい色が乗る。しかし、ドロシアが不安そうに身を震わすと、すぐに優しい顔に戻る。

「軍人たちは自分たちが行った虐殺の記憶を失くしていた。代わりに、何者かがこの屋敷を襲撃し、救うためにここに来た、という別の記憶を持っていたんだ。おそらく、それは母が最後にかけた魔法だったのだと思う。記憶のない彼らは、親切そうな顔で僕に『誰に襲われたんだ』と問いかけてきたよ。僕は血へどが出るかと思った。悔しいことに僕は彼らに助け出され、一命を取り留めた。不思議だったのは僕の体からすべての傷跡が消えていたことだ。たしかに刺されたはずなのに、傷も血の跡も何ひとつ残ってはいなかった。……僕が、状況を説明できないことは、ショックによる記憶障害だと認定され、それ以上追及されることはなかったんだ」

「そんな」

「最終的にこの出来事は、魔女たちが自分たちの住処を得るためにノーベリー邸を襲った事件、ということで落ち着いた。死んだ人間の中に犯人と犯人を殺害した人間がいたとされ、僕ら家族は被害者である、と認定されたんだ。僕は、回復してから国王様より死んだ父の爵位であるノーベリー伯爵位を賜り、わけもわからないままこの家の当主に収まった」

　ドロシアは驚きすぎて声が出せなかった。予想以上に重い過去で、現実味が湧かない。オーガストが、淡々とこの事実を話せることにも驚いていた。

「僕はまずこの屋敷に戻って、墓を掘ろうと思った。みんな死んだと思っていたが、使用人の何人かは森に逃げて生き延びていてね。みんなで森の奥に穴を掘って、死体を埋めた。やがてクローバーが種をつけて広がったんだ。……あの場所は、実は墓場なんだよ」

　彼が猫と語らっていた場所だ。森の中でそこだけ切り開かれたような、不自然な空間だった。だとすればあのとき、彼は猫のアールとだけ話していたわけではないのだ。土の中で眠る父や母、かつての使用人たちにも話しかけていたのだ。

「すべてが片づいた後で、僕たちはどう生きるか話し合った。復讐を願った人もいたけどね。僕は生き延びることを選んだ」

「どうして？　オーガスト様は悔しくはなかったんですか？　お父様やお母様を殺されて、復讐したいとは思わなかったの？」

「……憎しみをずっと心に抱えているのは、僕には向いていない。母が命をかけた最後の魔法は、僕を生き延びさせるためのものだろうし。復讐は望んではいないと思う。……今となっては僕を殺そうとした軍人ももうこの世にはいないしね」

「あ……」

　百年生きるというのはそういうことか、とドロシアは改めて実感する。誰にでも降りかかる死という裁き。ゆっくりとそれを待った彼を思うと胸が張り裂けそうになる。

「話がそれたな。とにかくノーベリー伯爵位を継いだ僕は、残った魔女の仲間や使い魔たちとここでひっそりと暮らすことにした。もう二度と、あんな悲劇を起こさないように、できるだけ外界とは関わらないようにしようと思ったんだ。幸い、父は利益の大半を投資の仕事から得ていた。それを受け継ぐことで、生活には困らなかったし、使用人たちも今まで通り雇えた。しかし、生活しているうちに自分がもと通りの体になったわけじゃないってことに気づいたんだ。それが、君がさっき見た変身だよ」

「お母様の使い魔という猫の命をもらったからですか？」

　猫に九生あり、という言葉はたしかにある。それは文字通り、猫にはたくさんの命があって、九回も生まれ変わることができるという意味だが、一般的には、身を隠した猫がふらりと現れたりすることから言われた迷信だととらえられている。

「そうだと思う。原理は僕にもわからないんだ。ただ、肉体的・精神的なダメージを受けると、僕は人の形を保っていられなくなるらしい。だから夜は猫になっていることが多いんだ。どちらが本当の姿なのかは自分でもわからないんだよ」

　オーガストが困ったように頭をかいた。

「怖いかい？」

「いいえ。平気です。でもじゃあ、オーガスト様が百年生きているっていうのは……」

「そう。その話だ。変身体質で外に出るのも苦労したけれど、投資の仕事がずっとうまくいっていたから、領地からそれほど外に出なくても、生活はできたんだ。どうしても国王様のもとに挨拶に行かなければならないのは、年に一度の誕生祭のときくらいだし。昔はそんなに頻繁に変身しなかったから、それくらいならやり過ごすことができた。跡継ぎを残すために、妻をもらったこともあるが、変身の事実を知ると彼女は僕を拒絶した。実家に帰すこともできず、ほぼ軟禁状態で別荘に住まわせ、引きこもったまま死なせてしまった。結局子をつくることはかなわないまま、僕はその生を六十歳まで生きた。馬から落ちてね。そのまま死ぬんだと思った。僕が死んだら使用人たちはどうなるんだと不安で仕方なかったよ。なにせ魔女の血を受け継ぐものばかりだ、また魔女狩りが起こったときに守る人間がいなくなる」

　死ぬときまで使用人の心配をしていたのか、とドロシアは少しあきれてオーガストを見つめる。

（優しすぎるんじゃないかしら。死ぬときくらい自分のことだけ考えればいいのに）

「しかし、目が覚めたら、十七歳の自分に戻っていた。驚いたよ。そのときも猫の声が頭に響いた。『これから始まるのが、私の七度目の生です』とね。そのとき、猫は九生を持つ、という不思議が本当なんだと信じられるようになったんだ。猫の魂と融合した僕は、そんな感じで二度目の生をスタートさせた。あとは同じだ。若くして死んだときもあったけど、再び生まれ変わるときは必ず十七歳のときの自分なんだ。たぶん、猫と融合したのがその年齢だったからなんだろうね。……都合よかったよ。ちょうど国王様に挨拶に行く年齢だからね。適当な頃合いに妻をもらったという報告さえ入れておけば、子が生まれたかどうかまできちんとチェックなどしない。辺境地だから、わざわざ確認にも来ないんだ。生まれ変わったタイミングで名前を変え、ノーベリー伯爵家の嫡男ですと挨拶に伺えば誰にも疑われずに爵位を継承できた」

「まあ」

　王家も適当なものだな、とドロシアは思ったけれど、実際にはそんなものかもしれない。ましてオーガストそのものが若くなっただけだから、顔を見ただけで子孫だということは納得できる。

「じゃあ」

「ここ四代くらい、ノーベリー伯爵は同一人物……つまり僕のことを指すんだよ。そして今、僕は四度目……猫にとっては九度目の生まれ変わりの人生を歩んでいる。猫の九生の最後の年で、たぶんもう生まれ変われない。今度こそ本当に跡継ぎをもうけないとならないんだ」

「それで、私を？」

「秘密を守ってもらうために、金銭的に弱みのある令嬢を探していたんだ。でも、まさか来るのが君だとは思わなくて」

　オーガストがドロシアの髪に手を伸ばした。ひと筋掴んで、指に絡めてキスをする。

「……昔、君と国王様の誕生祭で沸く首都で会ったとき、僕はすでに今の命を生きていた。今回は変身するタイミングが頻繁でね。あのときも急に変身してしまって、サポート役として連れてきたデイモン……彼はチェスターの父親なんだけど。彼に後を任せて、僕自身は逃げ出したんだ。でも途中で犬に出会って、追いかけられて。心底困ったよ。途中で人間に戻っても裸だからね」

「そのときに私が来たんですね」

「そう。勇敢な女の子だなって思ったんだ。赤い髪が太陽の光を受けてキラキラ光って、僕は天使が現れたのかと思ったものだよ。助けてくれた君が眠ってしまって、力が緩んだところで僕は逃げ出した。デイモンが見つけてくれるまで隠れるのが大変だったよ」

「ふふ」

「着替えて戻ったら、もう君はいなくなっていた。きっと親のもとに帰ったんだろうと思っていたんだ。まさかメルヴィル男爵家のご令嬢だったとはね」

「意外でしたか？」

「犬に立ち向かっていくくらいだから、庶民の……羽振りのいい商人の娘あたりかと思っていた」

　皮肉めいた声にドロシアが頬を膨らますと、オーガストは声をあげて笑った。

「……本当はうれしいよ。かわいくて勇敢な少女が、こんなに大きく、素敵な女性になっていたなんて。年は取るものだな」

　頬をなで、オーガストは優しく額に口づける。

「オーガスト様、おじい様みたい」

「年齢で言ったら君のおじい様よりずっと上だからね」

　たしかに、とドロシアは思う。先ほどから、かわいいとか素敵だとかいう聞き慣れれない言葉にうっとりとしていたが、よくよく考えれば、これは祖父が孫をめでるのとそう変わらない。ドロシアは若干複雑な気持ちになった。

「で、どうだい。今の話を聞いても、君は僕が怖くない？」

〝本当は百十七歳で、変身の呪いがかかっている伯爵の妻になる〟

　あまりにも突飛な話で、ドロシアも実感としては受け止められていない。けれど、オーガストに対しての気持ちは変わっていない。彼が怖いとは思わないし、むしろ恋しくて、ずっと一緒にいたいと思っている。

「怖くはありません。正直に言えばちゃんとは理解できていないのかもしれませんけど。だって私が知っているオーガスト様は、三十七歳で、時々猫に変身するけど、私には優しい方ですもの。そしてそんなあなたが、私は大好きです」

　微笑んで言うドロシアを、オーガストは貴重な宝物を抱えるように優しく抱きしめる。

「君は……本当にいい子だな」

　頭をなでる行為は、ドロシアを子どもか孫みたいに思っての行動なのかもしれないけれど、ドロシアはそれでもいいと思った。なでられるたびに、彼が自分のことを大切に思ってくれているような気がするから。

　安心して彼に体を預けたとき、扉が開く音がした。我に返ってふたりで音のほうを見ると、チェスターが出ていくところだ。苦笑しながら「すみません。お邪魔かと思うのでしばらく出ていますね」と言われ、慌ててふたりは体を離した。

（やだ、抱き合ってるところを見られた……！　盛り上がりすぎて、チェスターの存在なんて忘れてたわ）

　改めて顔を突き合わせると気恥ずかしく、ふたりは時折視線を絡ませつつ距離をとる。

「えっと、じゃあ、チェスターやエフィーもなにか力があるんですか？」

「そうだね。エフィーは祖先が魔女で本人もそうだよ。使い魔が白猫のアンだ。チェスターも母親はそうだけど、男だからか力は受け継いでいない。ほかの使用人たちも女性は使い魔を持っている。残りの猫たちは様々だ。主人を失った使い魔もいるし、ただの猫もいる」

「じゃあアンと話せるのはエフィーだけなんですね？」

「いや？　僕は猫と融合したときから彼らと話せるよ。猫の命を持っているから、どの猫とも話せる」

「そうなんですか！　じゃあ、オーガスト様はアンがなにを言っているかわかるのね？」

　ドロシアが身を乗り出したので、オーガストもうれしそうに笑った。

「わかるよ」

「私、いつも気になっていたんです。ここに来てからずっと、アンが私に会いに来てくれたこと。アンは私になんて言っていたのかしら」

「アンは君のことが気に入っていたみたいだよ。僕に『弱虫』と言ったくらいだから」

「え？」

「君を帰すと言ったらね。文句を言いに僕の執務室にやって来たんだ。その後慌ててエフィーが連れ戻しに来たけどね」

「まあ」

　ドロシアは口もとを押さえて笑った。

（なんか、こんなふうに笑うの、久しぶり）

　オーガストといると、ドロシアは自分がすごく子どものような気がして、こんなふうに無邪気に笑うことに、うしろめたさを感じないのだ。

（家では、……私がしっかりしなきゃって思っていたものね）

　引きこもった男爵。次々に送られてくる督促状に、やめていく使用人。そんな現実を目のあたりにして、靴職人になると言って学校をやめてしまった弟とともに、ドロシアは大人にならざるを得なかった。いなくなった母の代わりに、なんとかしてあの家庭をまとめなければならなかったのだ。

「あはっ」

　ぽろり、と滴しずくがこぼれた。彼女の頬を伝う涙に気づいたオーガストは、途端に慌てだした。

「どうした？　やっぱりこんな男を夫にするのは嫌かい？」

　ドロシアは自分で涙をぬぐって、オーガストの肩に額を押しつける。

「違います。うれしいんです。私、こんなふうに安心して笑うの、久しぶりなんですもの」

「ドロシア……」

「オーガスト様といると、とてもホッとします。私は私のままでいいって思えるんです。私はあなたと一緒にいると幸せです」

　オーガストの手がドロシアの肩を掴んだ。彼のとび色の瞳には、普段鏡に映る自分よりずっとかわいいと思える自分がいた。ふ、と体の力が抜けたと同時に、オーガストの顔が近づいてくる。ドロシアはそっと目を閉じ、彼の唇を受け入れる。別れを目前としたときの激しいキスとは違い、優しいキスだ。やわらかい感触とともに幸せな心地が全身に広がっていく。

　と、突然オーガストが立ち上がる。

「え？」

「ごめん、ちょっと」

　彼はドロシアを置いて慌てて外に出た。呆気に取られてドロシアが見つめていると、しばらくして扉が少しだけ開く。入ってきたのは、茶色の猫だ。

「……すまない」

　すっかり猫の状態になったオーガストはバツが悪そうにつぶやく。

「あ、変身したんですね。急にいなくなるからびっくりしました。話すので疲れさせてしまいました？」

　ドロシアが尋ねると、茶色の猫は軽い身のこなしでソファに上り、彼女の膝に乗った。

「僕は最初の妻と結婚して以来、名前だけの妻しか娶っていない。もう誰かと恋をすることはないと思っていたし、それでいいと思っていた。なのに、こうして君と出会えて、恋をした。好きな人に触れるのはこんなに心臓が苦しくなるものなんだね」

「まあ」

「君ともっとキスがしたいし、抱きしめたい。君との子どもが欲しいんだ。だがこの調子では時間がかかるかもしれない」

　尻尾を垂らして寂しそうに言う彼をドロシアは抱き上げた。

「要は慣れるためにスキンシップが必要ということですね。じゃあ、私がずっと抱いていますから、一緒に森を散歩しましょう？」

「いや、重たいだろう。それに、途中で人間に戻ったら困るし」

「体を隠す布を持って歩けばいいじゃないですか。もう秘密はないんでしょう？　だったらなにも隠さないで。私、オーガスト様と一緒にいたいです」

「君って子は……本当にかわいい。ああ僕は、最後にしてこんな幸福を掴んでいいのか」

「すぐ死ぬようなこと言わないでください。あなたは私と一緒に天寿をまっとうするんでしょう？　まだ時間はたくさんあります」

「……そうだね」

　オーガストの声が曇ったことに、このときのドロシアは気づかなかった。ただ、オーガストの秘密を全部教えてもらえて、自分がそれを受け入れられたことに興奮していたのだ。










ふたり、手を取り合って




　外に出れば春の日差しが降り注いでいる。ドロシアはオーガストを抱きかかえたまま、森へと向かった。すぐさま足もとに猫たちが寄ってきて、見上げては「にゃーにゃー」と鳴いてくる。ドロシアの不安に耳を傾けてくれた猫たちだ。きっと祝福してくれているのだと思うとドロシアはうれしかった。

「ドロシア、下ろしてくれないか」

　しかし、腕の中のオーガストはとび色の瞳を不満そうにゆがめて見上げてくる。

「あらでも、スキンシップを図るための散歩ですし、触っていないと意味がないでしょう？」

「でもさっきから、こいつらに冷やかされていて僕は落ち着かないよ」

「でも……きゃっ」

　耐えかねたようにドロシアの腕にのせた前足に力を込め、飛び出していく。オーガストが飛び下りたことで、足もとに群がっていた猫たちは四方に散っていった。

「まったくもう」

「猫ちゃんたちはなんて言っていたんですか？」

「……言いたくない」

　拗ねたような声を出して、オーガストは先を歩く。尻尾をピンと立てたまま、時折、警戒するように顔をきょろきょろと動かした。細身の体に薄茶の毛並み。大きな森に対してその体はとても小さいのに、主の品格なのか存在感がある。

（猫のときも、綺麗）

　猫の彼にまでときめくことのできる自分に不思議な気持ちになりながら、ドロシアがぽうっとしていると、オーガストは器用に体を捻じ曲げて「おいで、ドロシア」と尻尾をパタパタと動かした。それはまるで手を差し伸べてくれているようで、ドロシアはうれしくなり小走りで彼を追いかけた。

　木々のトンネルを抜け、クローバーの群生地へと足を踏み入れる。過去の出来事を聞いたせいか、ドロシアには差し込んでくる木漏れ日が神々しいものに感じられた。

「ここが、オーガスト様のお父様とお母様の眠る場所なんですね」

「ああ、ほかにも家族同然に過ごしていた使用人たちもいる。……怖いかい？」

「どうして？　私は家族を大切にする人は好きです。森の中にこんな空間をつくるのはさぞかし大変だったでしょうに」

　死んだ人間が何人いたのかわからないけれど、クローバーの群生地の範囲は広い。オーガストと残された人間だけで穴を掘るには相当の労力が必要だったろうと思えた。

「もともとここは比較的開けていた空間だったんだけど。それでも残っていた木を倒し、穴を掘り……結構時間はかかったな。それも、百年経てばなんの跡かなんてわからないくらいにはなる」

「時は……形あるものをすべて風化させてくれるんですね」

　形あるものは風化する。この景色はそれを実証していた。でも……、とドロシアはオーガストを見やる。

（心の傷はそうじゃない。目の前で父や母を殺されるという計り知れない絶望は、きっと今も彼の胸の内にあるだろう。もし私だったら……いっそ一緒に死んでしまえたほうが幸せかもしれない）

　考えているだけでいたたまれなくなってきて、ドロシアは手を組んでお祈りを始めた。

（オーガスト様のお父様、お母様。私がオーガスト様を幸せにできますように。どうか応援してください）

　目をつむって一心に祈るドロシアの前に小さな影がかかった。目を開けると、猫のオーガストが姿勢を正してそこにいる。

「ドロシア」

「はい？」

「できれば人間のときに言いたかったんだけど」

「なにをですか？」

　ドロシアは首をかしげて彼を見つめる。妙な緊張感を伴う沈黙の後、オーガストが思いきってというように一気に口を動かす。

「改めて、僕と結婚してほしい」

　くるんと曲がる尻尾。照れたように泳ぐとび色の瞳。人間じゃない彼に言われたというのに、ドロシアの胸はときめいた。すぐさま返事をしようとして、ちょっとばかり謙遜する気分になって言った。

「私、赤毛だし、そんなに綺麗じゃありませんよ？」

「君はなんでそんなに赤毛を気にするんだい。目立つし綺麗じゃないか。その赤毛のおかげで、僕は君が昔会った小さな女の子だと気づけたのに。僕は好きだよ。その赤い髪も、君の勇気ある性格も、家族を思う優しさもね」

「わー、待って待って。慣れないから褒められると恥ずかしいです」

「でも本当のことだ」

　オーガストはドロシアに近づくと、彼女の赤毛を甘噛みし、軽く引っ張る。

「ほら、日に透けるとこんなに綺麗だ」

　ドロシアは日に焼けたような髪が、嫌いだった。けれど、オーガストが綺麗だと言ってくれるだけで、価値あるものに思えてくる。

「……うれしいです」

「うん。でもね、ドロシア、肝心のプロポーズの返事を僕は聞いていないよ？」

「もちろん『はい』です。私と結婚してください」

　それを聞いて、オーガストがホッとしたように口もとを緩め、ドロシアの左手の薬指をぺろりと舐めた。

「指輪は、今度作ってあげる」

「うれしいです、オーガスト様」

　正式なプロポーズの言葉に感激したドロシアは猫のオーガストを持ち上げ、毛むくじゃらの唇に軽いキスをする。

「うわっ、ドロシア？」

「猫のオーガスト様も人間のオーガスト様も、大切な私の夫です」

「……僕は今、人間に戻れないのが、心底悔しい」

　尻尾をしゅんと垂らして、恨めしそうにオーガストが言った。その顔がおかしくて、ドロシアはおなかの底から笑ってしまった。




　それからしばらく、オーガストとドロシアは仲よく話をしていた。そしてふと、オーガストが三角の耳をぴくぴくと揺らす。

「……誰か来た」

「え？」

「馬車の音がするんだ。デイモンが帰ってきたかな。仕事の伝達を頼んでいたんだ。港のほうまで行っていたから、一週間ぶりの帰宅だ。ドロシアはまだ会ったことがないだろう。おいで、紹介するよ」

「はあ」

「デイモンはチェスターの父親だ。とても優秀な男だよ。僕がちょうど今の生に変わった頃に、チェスターの母と出会ってこの屋敷にやって来たんだ」

「外部の方なんですか？」

「ああ。変身には驚いていたようだったけど、この秘密を守ると誓ってくれた。彼は外のことに精通しているから、僕としても非常に助かったんだ。だから、外部との折衝や首都に向かうときには必ずついてきてもらっている」

「そうなんですか。……お味方なんですね」

「ああ」

　猫のオーガストは軽やかなステップで来た道を戻る。途中、木陰から黒猫のアールが出てきて、「なーん、なん」と長めに鳴いた。

「わかっているよ。アール。デイモンだろ？　ドロシアを会わせたいんだ」

「なーん」

　うなずいて、アールは再び物陰に入っていく。

「なんて言っていたんですか？」

「『べつに急いで戻らなくても、身内だからチェスターに任せておけばいい』ってさ」

　屋敷の前には、オーガストが言った通り小さめの馬車が止まっていて、ちょうど男性が降りるところだった。

　玄関から出てきたチェスターが、「父上、お帰りなさいませ」と顔を綻ばせる。デイモンは壮年の男性で、オーガストより年配のようだ。背丈はチェスターと同じくらいで、彼と同じ金髪をうしろに流してまとめていた。チェスターがやせ型なのに対し、筋肉質でごつごつした逞しい体つきだ。グレーの瞳をチェスターに向けると、書類の入ったカバンを渡し、凝った肩を自らほぐすしぐさをした。

「変わりはないか？　チェスター。旦那様は？」

「そちらです」

　チェスターの手がドロシアたちのほうを指す。それに合わせてデイモンが姿勢を正してこちらを向いた。彼は、オーガストが変身した状態で出歩いていることと、その隣に女性がいることに驚いたようで、おもしろいくらいに目を丸くした。

「お、オーガスト様っ……。や、そ、そちらのご令嬢はもしかして」

「ドロシア・メルヴィル男爵令嬢だよ。僕の花嫁だ。戻ってきたばかりで悪いんだが、またすぐに婚姻の届けを出しに首都へ向かってもらうことになりそうだ」

「それは……かまいませんが、先月求婚の文を出したメルヴィル男爵家ですよね。もう猫のこともお話に？」

　デイモンは驚きで開いた口がふさがらないようだ。ドロシアは、安心させるようにゆったりと微笑んでドレスのわきを掴んでお辞儀する。

「初めまして。ドロシア・メルヴィルです。どうぞよろしくお願いします」

　ドロシアが普通に会話するのを見て、デイモンは顔を晴れ渡らせた。

「あ……ええ。私はデイモン・メイスンです。オーガスト様の仕事のサポートをさせてもらっています。……いやあ、これはおめでとうございます。オーガスト様、よかったですなぁ。猫のあなたといて、こんなに平然としているなど肝の据わったお嬢様だ。や、めでたい。ぜひいろいろ話を聞かせてください。私も商談の結果をお伝えせねばなりませんし」

「まずは落ち着いてお茶でもいかがですか。エフィーに頼んできますよ」

　チェスターに促され、一行は中に入った。

「……ムズムズする」

　猫のオーガストはそう言うと、一気に二階までの階段を駆け上がった。

「戻る兆候ですかな」

　デイモンやチェスターはとくに驚いた様子もない。ドロシアだけが物珍しく彼の消えていった階段を見つめる。

「ドロシア様、応接間で待ちましょう。いずれ戻ってまいりますよ」

「は、はい」

「私は厨房に声をかけてまいります」

　チェスターがそう言って場を離れ、図らずもデイモンとふたりきりになったドロシアは、緊張で言葉が出なくなってしまった。固まった空気というのは相手にも伝わるもので、デイモンからも先ほどの快活さが消え、言葉少なになる。

　やがて応接間に入ったところで、促されてドロシアはソファに腰かけた。そして、向かいに座ったデイモンが、内緒話をするように声をひそめて話しだした。

「ドロシア様、ようこそノーベリー伯爵家へ。驚きましたよ。まさか猫状態のオーガスト様とあれほど親しげにしておられるとは」

「さきほど、ようやく秘密を教えていただけたところなんです」

　デイモンが会話の糸口を見つけ出してくれたことにホッとして顔を綻ばせたものの、続くデイモンの言葉にドロシアの顔は再びこわばった。

「本気で猫の花嫁になる気がおありですか？」

　胸をやすりかなにかでなでられたような、ざらついた感覚がした。けれど、デイモンはオーガストの腹心の部下だ。仲を損ねるようなこともできない。できるだけぎこちなくならないように気をつけて、ドロシアは口角を上げた。

「猫の花嫁になったつもりはありません。私はオーガスト様の花嫁です。その彼が時々猫になってしまうというだけの話ですわ」

「ほう」

　デイモンは感心したようにうなずき、顎に手をあてる。彼から注がれる視線が好意なのか好奇なのか、ドロシアには判断がつかなかった。

「まあ、それならば結構です。跡継ぎの誕生は、ノーベリー伯爵家の悲願です。膨大な利益を生み出す投資の仕事も、この屋敷も広大な土地も、受け継ぐものがなくてはすべて水泡に帰してしまう。期待しておりますよ」

「はあ……」

　あけすけに子づくりのことを言われるのも、それだけのために呼ばれた花嫁のようで癪しゃくだが、実際貴族の結婚の意義はそこに尽きると言われればそうだ。

　ドロシアはうなずき、ふと、そういえば彼の妻は誰なのだろう、と思った。

「あの、デイモン様はチェスターのお父様なんですよね？」

「ええ。私に〝様〟はいりません。デイモンとお呼びください」

「奥様……チェスターのお母様はどなたなんですか？　私、数日ここにいたのに、ご挨拶もしていないかも……」

「ああ」

　デイモンは腕を組み、しばらく顎に手をあてて考えていた。

「先ほど秘密を聞いたと言いましたね。でしたら、今夜にはご紹介できると思います。名はクラリス。先祖返りで魔力が強いので、今は地下に隠れていると思います」

「隠れて……？」

「失礼ながら、あなたという花嫁が信用に足る人物かどうかは、日が経たないと判断できません。秘密を守れる人物か判断し、本当に結婚すると決まるまで、魔力の強い人物とは対面させないほうがいい。これはオーガスト様の判断でもあります。あなたが見た使用人は非常に少なかったでしょう？」

「ええ」

　今までに見た人間は、エフィーやチェスターを含めて六人だ。屋敷の規模の割には驚きの少なさだと思っていた。

「もうお教えしてもいいんですよね。旦那様」

　デイモンがそう言ったのと同時に、扉の開く音がする。振り返ったドロシアは、そこに人間の姿に戻ったオーガストを見つけた。彼はすぐにドロシアの隣に座り、不安そうな瞳を向けるドロシアの手を握りしめた。

「いいよ。じきに説明するつもりだったんだ。……ドロシア、いろいろ隠していてすまなかったね。驚いたかい？」

　オーガストのとび色の瞳に見つめられると、緊張で固くなっていた体が解けてくる。ドロシアは安心感に息をついて、姿勢を正した。

「いいえ。驚いてはいますけど、仕方ないと思っています」

「エフィーはそうでもないが、中には魔力が強い魔女もいる。クラリスはとくにね」

「なにせ私の折れた足を一日で治しましたからな」

　デイモンが思い出したように笑う。

「それがなれそめです。馬から落ちた私を、クラリスが助けてくれました。ひと目で恋に落ちましてね。嫌がるクラリスを説得して半ば無理やり屋敷を訪れたんです」

　彼女のことを話すデイモンの表情は優しく、ドロシアも親しみを感じる。悪い人ではないのだろう、とドロシアは彼に対する印象を修正した。

　オーガストは指を折りながら使用人の数を数えていたが、そのうちにあきらめ、会ったほうが早いとばかりに「今晩、みんなを紹介しよう。この屋敷の部屋が埋まるくらいの人数はいるよ」と提案した。

「そんなにですか？」

「ああ。それでも、当初逃げ込んだ人々の数からみれば減っているよ。家族でいた人たちの子どもも大きくなったし、年老いた者は死んでいった。ここでは知った顔しかいないから、家庭を持てずに独身のまま死んでいく者も少なくない。そういう意味では高齢化しているね。最年少でチェスターなんだから」

「あ、……そうか。そうですね」

　外部から来る人が秘密を守ってくれるとは限らない。デイモンのようなケースはまれなのだ。

　オーガスト本人でさえ、生まれ変われる間は妻をもらわなかったくらいなのだから、外部から人を招き入れることには、相当気を使っているのだろう。

　ドロシアは秘密を守るという使命の重さを感じ、改めて使用人たちの生活を維持するために、オーガストが資産の保有にこだわることに納得した。

　なんとなく静まり返った室内に、軽快なノックの音が響く。

「入りますよ」

　明るい声を出して入ってきたのは、紅茶ののったワゴンを引いたチェスターだ。

「お待たせしました。エフィーを探すのに手間取ってしまって」

「チェスター。地下の人々にもう出てきてもいいと伝えてくれ。ドロシアは正式に僕の妻になる。紹介するから夕食の席にはみんな集まるようにと」

「そうですか！　いやー、よかった。おめでとうございます！」

「配膳は私がやろう。おまえは地下に行ってみんなに話してきなさい」

　素直に喜ぶチェスターに、デイモンが告げ、仕事を引き継いだ。チェスターはステップも軽やかに部屋から出ていく。

「落ち着きがない息子ですみませんな、ドロシア様。しかし、あいつが我らの希望なのです」

「チェスターはとても気のつく優しい人です。私も、何度も助けてもらいましたわ」

　ドロシアの返答にデイモンはうれしそうにうなずく。

「……では、少し仕事の話を。私が聞いていた市場の動向ですが……」

　紅茶を配り終えたデイモンは、表情を引き締めて話を切り出す。最新の流通の傾向、オーガストが投資している事業の評判など、市場調査全般をデイモンは引き受けている。

「メルヴィル男爵家所有の孤児院にも行ってきました。とりあえず支援金を一部お渡しして、残りは正式な婚姻が決定してからということで話をまとめてきました」

「本当ですか！」

「ええ。シスターはこれで建物の修繕をするとおっしゃっていました。メルヴィル男爵とは最近連絡を取り合っていなかったそうですが、これをきっかけにまた手紙を書いてみる、と」

「よかった。少しでも孤児院がうまくいってくれたらうれしい」

　孤児院はドロシアの母が一番手を尽くしていた事業だ。母が死んでからはシスターたちに任せきりになり、ドロシアも気になりながらも日々の忙しさに紛れて訪問していなかった。

「それとマクドネル子爵の話なんですが……」

　デイモンが少し声をひそめると、オーガストはちらりとドロシアをうかがい、「自分の部屋に戻っていいよ」という。

「では失礼します」

　いかにも追い出されたような気がしたが、ドロシアも仕事の話に首を突っ込むつもりはない。おとなしく部屋を出たところで、待ち構えていたように笑顔のチェスターが近づいてくる。

「ドロシア様、お話は終わりましたか？」

「いえ。……でもマクドネル子爵のお話になって、遠慮したほうがよさそうだったから出てきたの」

　ありのままに伝えるとチェスターは隣に立ち、気遣うように顔を覗き込んできた。

　チェスターは人の心の機微に敏感のようで、ドロシアが落ち込んでいるとよくこんな顔でそばにいる。無理に声をかけるでもなく、ただ見ていてくれる彼の存在はありがたく、ドロシアは心配をかけぬよう微笑んだ。

「チェスター。私はべつに落ち込んではいないわよ。お仕事の話ですもの。私が聞く話じゃないんでしょう？」

　そう言ったドロシアに、チェスターはホッとした様子だ。

「ドロシア様、以前マクドネル子爵が来られたときのこと覚えてますか？」

「ええ」

「オーガスト様は、魔女たちの魔法や、自身の変身を知られることを恐れています。領土に人を入れたがらないのはそのためです。だからこそ、招待客以外にはあんな冷たい態度を取ります。ですが、あのときはそれで変身してしまって大変でした」

「変身？　どうして？」

　チェスターは目を細めて歩く先を見る。

「疲れてしまうんでしょうね。……お優しい方ですから。人を傷つける言葉を言って、自分が傷つくような方なんです」

　チェスターが主人を気遣っているのが、手に取るように伝わってくる。そして、今ならば、ドロシアにもわかる気がする。オーガストは優しすぎるのだ。

「どうか、オーガスト様を助けて差し上げてください」

　深々とチェスターに頭を下げられて、ドロシアは慌てた。

「やだ、頭なんか下げないで。私はただオーガスト様と一緒にいたいと思っただけ。……それより、チェスターたちこそ、オーガスト様を守っていてくれてありがとう」

「守られているのは僕たちのほうですよ。この屋敷は、僕らを守るために残されているようなものだ」

「ううん。オーガスト様は優しいから、誰かのためにでなければ幸せにはなれない気がするわ」

「そうか。そうですね」

　オーガストの変身を秘密にするには使用人が不可欠だし、使用人の魔女たちが生きていく場所もここしかない。依存のような関係だが、根底にはチェスターのような純粋にオーガストを心配する気持ちがあるのだ。

（私も、一緒に守っていこう）

　彼の大切なものを自分も守っていく。ふたり、手を取り合って、同じものを見つめていくのだ。それはドロシアの理想の夫婦像であり、目標でもある。

（オーガスト様となら、きっとできるわ。私）




　チェスターは仕事に戻り、ドロシアは自室へと向かった。屋敷の中には人が戻り始めている。見覚えのない使用人を見つけ微笑むと、彼らは姿勢を正し、深々と礼をして彼女を見送った。話をしてみたいとも思ったが、夜にきちんと紹介されてからのほうがいいのだろうとこの場は我慢した。

　部屋の前には白猫がちょこんと座って待っている。

「みゃあん」

「アン！　来てくれたの」

「みゃー」

「あなたとお話ししたいと思っていたの。エフィーのところに行けば、あなたがなにを言っているのか教えてもらえるのよね？」

　手を伸ばすと、アンは一瞬ドロシアを見上げたが、今日は逃げなかった。

「抱き上げてもいい？　嫌ならしない」

「みゃー」

　アンは逃げずにひと声鳴いた。これはきっと了解の意味だと受け取って、ドロシアはアンを抱き上げる。

　長い毛並みのアンは、白くふわふわして温かい。ハーブのようないい匂いがして、触れているだけで心が和らいでくる。

「かわいい。やわらかくて温かいわ！」

「みゃー」

　アンを抱いたまま、ドロシアは厨房を訪れる。厨房も以前とは比べものにならないくらいたくさんの人であふれ返っていた。

「小麦を持ってきてくださいー！」

　指示を出すのもひと苦労とばかりにエフィーが大声を張り上げている。とても、アンと話したいから通訳してほしいとは言えない雰囲気だ。

「忙しそうね。……仕方ないわ」

　エフィーを交えるのはあきらめ、ドロシアはアンを連れて庭へと向かう。

「あのね、アン、私、オーガスト様に秘密を教えてもらったのよ」

「みゃ」

「すごく驚いたわ。でもね、一緒にいたいって伝えたら、わかってくれた。私と結婚してくださるって」

「みゃーお」

　アンの表情は変わらない。でも、声のトーンが上がった。アンはきっと喜んでくれているのだ。

「応援してくれてありがとう。アン」

「みゃーお」

　アンの尻尾がフリフリと揺れる。ドロシアはほんのり幸せな気分になった。

　アンと本当に話せたら楽しいだろうけど、わざわざ通訳を挟まなくても、このくらい通じ合えるならいいのかもしれない、と思った。




　その夜の夕食は大きな広間に用意された。オーガストの隣の席に着いたドロシアは、屋敷に住む人々をひとりひとり紹介してもらった。

　その中でも、チェスターの母であるクラリスはひときわ異質な雰囲気のある美人だった。長い金色の髪は背中まであり、こんな大きな子どもがいるとは思えないほどハリのある肌に整った目鼻立ち。神秘的な空気をまとっていて、空の青を映したような碧眼に見つめられると、息をするのも忘れてうっとりしてしまう。

　失礼ながらと年齢を聞けば、四十三歳だという。チェスターと並んでも姉弟にしか見えないほどの若々しさにドロシアは言葉も出せなかった。

「魔力が強い人間は一般に老けにくいのです」

　そう言ったのはデイモンで、「彼女は私と出会った頃とそう変わらない姿をしています。これではあまり人目にさらしたくないのもわかるでしょう？」と続けた。

　たしかに、この美貌では多くの貴族が愛妾にと望むかもしれない。そしていずれは、彼女の変わらぬ美貌に恐怖を抱く。魔女を隠すことの意味を知った気がして、ドロシアはぞっとした。

　彼女はドロシアを見つめて微笑むと、彼女の手を取り、まじないの言葉をつぶやいた。

「今のは？」

　ドロシアが尋ねると、魅惑的に微笑む。

「祝福です。……あなたとオーガスト様の未来に、幸せが訪れますように」

　手がほわんと温かくなった気がして、ドロシアはオーガストを振り返った。彼はとび色の瞳に穏やかな温かみをのせ、ドロシアを優しく見つめている。ドロシアが心を込めて「ありがとう」とクラリスの手を握り返すと、彼女もまたうれしそうに微笑み、祝福の文言を締めくくるように厳かにつぶやいた。

「オーガスト様、あなたが愛する方と出会えたこと、本当にうれしく思っています」




　食事を終えた後は、湯あみだ。用意された夜着がいつもより薄手の透けて見えるものであることにドキドキしつつ、終わった後は、部屋で彼が来るのを待っていた。

　窓からは、満月に近い月の優しい光が差し込んでいる。湯あみから戻ってきたとき、ちょうどエフィーがやって来て、磁器製のティーカップにお茶を入れてくれた。

「ありがとう、エフィー」

「こちらこそ、いつもアンと遊んでくれてありがとうございます。楽しかったと報告してくれていますよ」

「本当？　私もアンが大好きよ。いつも話を聞いてくれるの」

「この屋敷にいると、お寂しいでしょう。お友達を呼ぶこともできません。アンが奥様の気晴らしになればうれしいですわ」

「うん。……今もいてくれたらいいのにって思ってる」

　本音が口から飛び出した途端、指が震えて、カタカタと小さくカップを鳴らす。

「……どうされました？」

「緊張……かしら。私、母を亡くしているから、こんなときにどうすればいいのかまったくわからないの」

　母親が死んだとき、ドロシアはまだ十七歳で、まさにこれから、男女の営みについてを学んでいこうという年だった。その後社交界とは縁遠くなってしまったし、父やマギーに聞く勇気はなく、ドロシアには本で得たような知識しかない。

「とにかく、オーガスト様にお任せするしかないって、わかっているのだけど。痛いって聞くじゃない？　怖くって」

　エフィーは小さく笑って、彼女の手を握りしめた。

「大丈夫ですよ。ああ見えてオーガスト様は長生きしておられますし。……まあ、女性関係は経験不足でしょうけど、気長なことには間違いありませんから、失敗したって問題ありません。ドロシア様はゆったり構えておられたらいいんですよ」

　さんざんな言われようだが、ドロシアは逆に、オーガストも経験豊富じゃないことがうれしいので、黙っていた。

「初心者同士のつもりで、失敗も楽しまれたらよろしいのでは？」

　まるで経験者のようなどっしり構えた言いっぷりに笑ってしまう。

（エフィーも同じくらいの年だと思うんだけど。慣れてそう……。恋人がいるのかしら）

「そうね」

「そろそろオーガスト様の湯あみが終わる頃です。私は戻りますね」

　エフィーが出ていった後も落ち着かず、ドロシアは室内を歩き回った。窓枠に手をかけ、とっぷりと暮れた空を見上げる。月の光が、やわらかく降り注いでいた。




　それからしばらくして、ノックの音が響き、ドロシアは体を再び緊張させた。

「ドロシア、入るよ？」

「は、はいっ」

　湯上がり後、すぐにやって来たのか、オーガストの薄い夜着の上から微かに湯気が上がっている。ところどころ肌に張りついて透けて見えるのが艶なまめかしく、見とれたドロシアは、オーガストが不思議そうな顔で見ているのに気づいて顔を赤くした。

「す、すみません。じっと見ちゃって」

「いや。それより今日は驚いただろう。疲れてはいないかい？」

「大丈夫です。私はもともと健康ですし」

　オーガストの手が、ドロシアの手を握った。彼はほこほこと温かく、待っている間に自分の体がこんなに冷えていたのかと驚くくらいだ。

「オーガスト様こそお疲れじゃないですか？」

「はは。今日はすでに一度変身してしまっているからたぶん大丈夫。……こっちにおいで」

　連れられてベッドに腰かける。緊張で言葉少なになってしまったドロシアに、オーガストが笑いかけた。

「緊張するよね。改まってこんなの」

「はい」

「僕も緊張してる。ほら」

　右手を、オーガストの夜着の胸のあたりに押しつけられた。たしかに、どきんどきんと激しい脈動がドロシアの手にも伝わってくる。

「……あ、あきれないでくださいね。わ、私、こんなときにどうしたらいいのかまったくわからないの」

「それは僕のセリフだな。君に嫌われないかどうか、心配で落ち着かないくらいだ」

　そこで、ついばむようなキスが落ちてきた。ドロシアは顔を上げて目を閉じる。オーガストの唇が感触を確かめるように何度も押しあてられた。

「だけど、そんな余裕もなくなってきた」

「え？」

　腕を掴まれ、どさりとベッドに倒される。やわらかいクッションを背中に感じながら、彼の唇が、何度も重なりどんどん深くなっていくのを、ドロシアは徐々に息を荒くしながらも受け止めた。

「かわいい、ドロシア。かわいすぎてこっちがおかしくなりそうだよ」

　枕もとのランプが消される。部屋を照らすのは窓から差し込む月明かりだけで、しかしそれがオーガストの表情に影をつくり、いっそう色気を醸し出していた。

（どうしよう。オーガスト様が綺麗……）

　オーガストは自分の服を脱ぎ捨てると、ベッドに横たわるドロシアの上に覆いかぶさる。彼の重みで沈むクッション。ぎこちなく固まるドロシアは、ぺろりと首筋を舐められて、身震いをした。

「痛かったら言っていいよ」

　オーガストの手がドロシアの薄い夜着の上からすべり、優しく全身をなでていく。恐怖はあったが嫌ではなかった。男の人の手はこんなに硬くて、こんなに大きいのかと、肌をなでていく感触からドロシアは思う。自分で肌に触れるのとは違う。腕や肩のような普段自分でも触るような部分も、彼に触られれば不思議と気持ちいい感覚があった。それ以外の場所はなおさらだ。胸の頂を優しくなでられ、こらえきれず甘い声が漏れた。

「……んんっ」

「気持ちいい？」

　本当に八十年も女性に触れてないのかと疑うほど、オーガストは的確にドロシアをとかしていく。なすがままの状態で全身をめでられて、ドロシアは呼吸が困難になるほど息を荒らげていた。

「ドロシア。……ドロシア、かわいい、ドロシア」

　興奮したオーガストの声は余計官能を煽あおる。体の中心部から広がった熱はもう全身に広がっていて、ドロシアは耐えかねて腕を伸ばした。

「オーガスト様っ」

　怖いという感情と彼のものになりたいという恋情がせめぎ合うドロシアの体は、オーガストの優しい愛撫によって完全に開かれる。

「あっ、やっ……」

　しかし体を貫くような痛みは予想以上のものだ。ドロシアが声を漏らした瞬間、「あっ」とオーガストも声をあげた。

「……ごめん！」

　とっさに離れ、オーガストの姿がベッドから消える。何事かとドロシアが起き上がると、ベッドのわきで、猫になってしまったオーガストが彼女を見上げていた。

「ここでなるかぁ……今日は多すぎる」

　ふわふわの毛並みになったオーガストは、ぴょんとベッドに飛び乗り、ドロシアの隣に突っ伏した。ドロシアは慌てて、彼の背中をなでる。

「お、オーガスト様。大丈夫ですか？　疲れてしまったの？」

「……もう心臓が止まりそうだよ。君がかわいすぎて。もっと抱いていたかったのに。ごめん」

「いえ。大丈夫。……うん、大丈夫です」

　ほんの少し残念だったとも思うが、どこかホッともしていた。破は瓜かの痛みは予想以上で、甘くとかされた体も一瞬でこわばった。普通ならばそれでも、自分だけが痛みと戦ったと思いながら、最後までいってしまうのだろう。

（オーガスト様も緊張して、心を砕いてくれているんだわ）

　彼が猫になったことでそんなことを実感するなんて不思議だけれど、そのおかげでドロシアはオーガストの心がわかるような気がした。少なくとも、ドキドキして翻弄されているのは自分だけではないのだと。

「このまま寝ませんか？　一緒に」

「でも。今の僕は猫だよ」

「だから私が抱っこして寝ます」

　うれしそうなドロシアに、オーガストは顔を伏せ、尻尾を垂らしてつぶやいた。

「それはそれで僕にはちょっとした拷問だけどね」

　そう言われて、思わず顔を赤くしたドロシアは、「でも離れていたくないんです」と甘えてみせる。

　オーガストは、先ほど脱がせた彼女の夜着をくわえて持ち上げた。

「とりあえず着ないと風邪をひくよ」

　恥ずかしさに顔を赤らめながら、ドロシアはなめらかな肌触りの夜着を着込み、横になって、隣で丸くなる猫のオーガストを抱きしめた。ほのかな温かさに穏やかな安堵を感じ、うとうとし始めた頃、オーガストの声が耳に響いた。

「ドロシア、眠ってしまったかい？」

「いいえ？」

「猫のときにばかり言うのはなんなんだけれどね」

　もごもごと口ごもり、尻尾を落ち着かなさげに揺らす。オーガストの様子に不審なものを感じてドロシアはまぶたを開けた。暗闇だからか、とび色の瞳は大きく開かれてドロシアをくっきりと映していた。

「いい夫婦になろう」

「え」

「君は猫の僕も受け入れてくれた。うれしかったよ。僕は今……生まれ変わって初めて、生きていてよかったと思っている。この気持ちを、僕は君にも返したいんだ。努力するよ。君にとっていい夫になる」

「……まあ」

　初めて会ったときに、どうして言ってくださらないのと彼をなじったときの言葉だ。覚えていてくれたのか、と思うと同時に、改めてその言葉を誓ってくれるオーガストが心の底から愛おしかった。

「うれしいです」

　ドロシアの瞳を縁取った涙が、目尻からこぼれてシーツへと落ちる。

「泣いてる。……僕は君を泣かせてばっかりだ」

　ぺろりと目尻を舐められる。ドロシアは「これはうれし涙です」と、笑ってみせ、オーガストのなだらかな背中をなでる。

「いい夫婦になりましょうね。ふたり、手を取り合って」

「うん」

　ドロシアは、優しく頬を舐め続けるオーガストを抱きしめた。

「ドロシア、苦しいよ」

「この間もこんなふうに猫だったあなたを抱いて寝ましたね」

「ああ、すごくよく寝ていた。……ちょっと違和感があるほどにね。この屋敷には全体的に母の魔法がかかっているから、普通の人間にはもしかしたら負担に感じる部分があるかもしれない。……大丈夫かい？」

「負担……ですか？」

　そういえばここに来てからやたらに眠たいし、寝ているときに体がこわばるような感じはある。しかしそれも、オーガストがそばにいると和らぐような気がするのだ。

「あなたといれば大丈夫そうです」

「ならいいけど」

　オーガストがドロシアの頬を舐める。

「困ったことがあったらなんでも言うんだよ」

「はい」

　それから数分のうちに、ドロシアは深い眠りに落ちた。心地よさそうな寝息を聞きながら、オーガストは心の底から猫になってしまうこの体質を呪った。




　朝方。ドロシアが目覚めると、目の前にはオーガストの色素の薄い肌があった。耳の下には彼の腕、そして彼のもう片方の手は、ドロシアの髪をすいて遊んでいた。

「目が覚めたかい？　おはよう」

「お、おはようございます」

　猫のオーガストならば自分から抱きしめられるが、人間のオーガストには照れが出てしまう。恥ずかしがっているうちに、オーガストが上から覆いかぶさってきた。

「お、オーガスト様っ。朝っ」

「うん、朝だね。でも僕も我慢の限界でね……」

　有無を言わさずキスで唇がふさがれた。何度も何度も繰り返されるそれに、だんだん抵抗する気力は失われる。朝なのにとは思うけれど、寝起きの状態だからこそいい具合に体の力が抜けていて感度もいい。オーガストの手は、昨晩よりも丁寧に彼女の体をとかしていき、ドロシアも少し慣れたせいか彼を受け入れることに余裕があった。

　鳥のさえずりに紛れて、ドロシアの甘い嬌声が響く。昨晩の続きが始まったことを知ってか知らずか、部屋を訪れるものは誰もなく、その日、オーガストとドロシアは、夫婦としてひとつ目の壁を越えたのだ。










蜜月と密約




　親愛なる娘、ドロシアへ

　元気かい？

　手紙をありがとう。君が幸せな結婚生活を歩んでいると聞いて、本当にうれしいよ。

　返事が遅くなってすまなかった。私もいい報告をしたいと思ってね。少し時間がかかってしまったんだ。

　ノーベリー伯爵家の支援をいただいて整備した孤児院で、先だって祭りが開かれた。久しぶりにお邪魔して、マギーに作ってもらったお菓子を配ってきた。子どもたちはとても喜んでくれたよ。

　その席には、司祭様もいらしていて、私も話をさせてもらった。司祭様は顔が広く、そこからローズベリー伯爵との縁をつないでもらえた。来期には貴族議員としての活動も再開できそうだ。

　これらの幸運は、ひとえに娘である君とノーベリー伯爵との縁によるものだ。

　今年も国王様の誕生祭が開かれる時期となった。ノーベリー伯爵が社交的でないことは百も承知しているが、ぜひ娘の嫁いだ方の顔を見たい。よかったら誕生祭のときに話ができたらと思う。

　伯爵にも聞いてみてほしい。返事を待っています。

　では、君の健康と幸せを願って。


アントン・メルヴィル






「まあ、よかった」

　父からの手紙を読んで、ドロシアはホッと息をついた。

　ここはノーベリー邸の二階のバルコニーだ。辺境地であるノーベリー領にはひと足早く秋がくる。嫁いできて半年、初めての秋だ。

　父に近況を知らせる手紙を書いたのは、三ヵ月前のこと。それを仕事で領地外に出るデイモンに託した。

　郵便配達制度はそれなりに発達しているが、それは都市部のほうだけでここのような辺境地までは及ばない。とくに偏屈と噂されるノーベリー伯爵あての手紙は、ひとつ手前の村に留め置きされることも少なくない。それを回収してくるのもデイモンの仕事であり、この手紙は、昼頃に屋敷へ戻ってきたデイモンから受け取ったばかりのものだ。

　父親からのいい知らせに、ドロシアの気持ちは軽くなった。少しずつではあるが、引きこもりは改善されている様子で、このままいけば、メルヴィル男爵家の復興も夢ではない。

「国王様の誕生祭。……オーガスト様は行くのかしら」

　オーガストはメルヴィル男爵とは別の意味で引きこもりだ。彼の場合は健全なる精神がないのではなく、すぐに変身してしまう体を見られないための苦肉の策なのだ。（無理にとは言えないけれど、元気になったお父様の顔は見たいわ）

　ドロシアは風の吹き抜けるバルコニーから日の光によって温められた室内に戻り、寒さで硬くなっていた体をほぐした。

「みなさん、オーガスト様はどこにいらっしゃるかご存知？」

　廊下では使用人たちが床磨きに精を出していた。ドロシアの問いかけに「今日は猫のときに庭で見ました」だの、「朝食以来お姿を拝見していません」だのと聞こえてくる。引きこもりのうえに屋敷にいても存在感がないとは、どうしたことかとドロシアは苦笑する。

「ああ、デイモン様が執務室に入っていったのでおそらくそちらではないかと」

　三人目でようやく現在の居場所につながりそうな証言を得て、ドロシアは彼の執務室に向かう。

　ノックを二回。すると「誰だい？」と声がする。この聞き方をするときは人間のときのオーガストだ。猫のときは足音で判別がつくようで、「ドロシアかい？」という返事になる。

「ドロシアです。お仕事中ですか？　入ってもかまいません？」

「いいよ。おいで。……休憩しようか」

　後に続く言葉は、室内にいるデイモンに向けて言われたもののようだ。ドロシアが扉を開けると、デイモンが書類を手にソファの背もたれに体を預けるところだった。

「ごめんなさい。お邪魔しました？」

「とんでもない。私は出ていましょうか。奥様との話が終わったらお呼びください」

　デイモンは書類を抱えて颯爽と出ていく。残っているのは、ソファに腰かけたまま長い脚を持てあましているオーガストだ。

「おいで」

　いつものように手を広げられ、ドロシアはおとなしく彼の隣に腰を落ち着ける。……と、わきに手を差し込まれたかと思うと、ドロシアは彼の膝にのせられた。

「オーガスト様？」

「休憩するって言っただろ」

　人形遊びでもするように、ドロシアを膝にのせたまま髪をすく。オーガストはドロシアを甘やかすのが好きなのだ。

　彼女を包むように腕を回して、重ねた左手の指をなでる。結婚してひと月ほど経った頃、彼は絡み合うツタのモチーフが彫られた金色の指輪を彼女に贈った。ドロシアは目に涙を浮かべて喜び、すぐさまそれをつけて見せた。その姿に満足したオーガストは、ドロシアを傍らに置くときは、指輪を確認するのが癖になってしまっている。

　いつものように指に触れた彼は、ドロシアが手紙を握りしめているのに気づいて、「これは？」と問いかけた。

「父から、手紙の返事が来たんです」

「ああ。さっきデイモンが言っていたな。お父上は元気かい？」

「ええ。少しずつ機運も高まっているようで、来年には議員職にも復職できるとか」

「それはよかった。もともと才能のない方ではないし、運が向いてくればきっと成功するだろう」

「で、今年の国王様の誕生祭なんですが、オーガスト様は出席しますか？　行くなら私も一緒に連れていってほしいんです」

「誕生祭？　……ああ、そんな時期だな。今年は婚姻証明書を出した年だから、君を連れていきたいとは思っていたんだ。……ただ」

「変身が心配ですか？」

「うん。最近はちょっとは落ち着いているとはいえ、今回の生はどちらかというと人間よりも猫寄りだからなぁ」

　オーガストの変身は、一日に一度では利かない。けれどこれほど頻繁なのは、四度目の生である今回が初めてなのだという。最初の生のときは数週間から一ヵ月に一度くらいの、ごまかしようのある頻度だったそうだ。二度目の生は、二週間に一度程度。三度目の生は一週間に数回。生を重ねるごとにその期間は短くなり、今回は最低でも一日一回だ。

　つられて黙ってしまったドロシアの目尻に、温かいものが触れる。オーガストのキスだ。

「そんな顔しないで。すまないね。本当は里帰りだってしたいだろうに」

「いいえ。大丈夫、わかっています」

　一度、孤児院の様子や、父や弟の顔を見に行ってきたい、と里帰りを求めたことがある。けれど、デイモンに強く反対されたのだ。

『秘密を知ったものを、簡単に領地の外には出せないのです。ドロシア様を疑っているわけではありませんが……』

　ドロシアは、今やオーガストのことを心より愛している。彼に不利になることをするはずがないのだが、子ができない以上、デイモンにとってはまだまだ信用ならない存在であり、領地外に出る自由は与えられていない。手紙を出すことは許されたが、それだってデイモンによるチェックがされている。

「せめて誕生祭には行けるようにしよう。デイモンは僕が説得するよ」

「そのときに父も来ると言っています。そこで会うくらいなら、いいですよね？」

「そうか。ではきちんと挨拶しないとな」

　オーガストの優しい言葉に、ドロシアはホッとした。「では父へ返事を書きます」と立ち上がりウキウキと部屋を出る。

　外にはデイモンが控えていて、気まずそうに見上げるドロシアに、にっこりと笑った。

「お父上に返事があるなら、次に私が出るときに持っていきますよ。ドロシア様が誕生祭に一緒に行くのは賛成です」

　やっぱり聞いていたのか、とドロシアは内心舌を出したが、その返答が好意的だったことに前のめりになった。

「本当ですか？」

「最近の変身は頻繁すぎますので、ごまかすにも人手がいります。まして、あなたは彼の奥方だ。いざというときに代理に立っていただけるのは大きいですから」

「では、いいのですね！」

「それまでにご懐妊されたら話は別ですけどね」

　デイモンはなんの気なくそう言って、執務室へと入っていく。ドロシアのほうは軽く胸に釘を打たれた気分で、ため息をついた。

「子ども……ね。どうしてできないのかしら」

　まだぺたんこのままのおなかを軽くたたく。あれから、数えきれないほどふたりは夜を重ねた。もちろん、一度だって避妊などしていない。時期的にももう妊娠の兆しがあってもいいのに、その兆候はまったく見られない。月のものは嫌になるほど順調にやってくる。

「まだ半年、……でももう半年」

　それが早いか遅いか、判断をつけることは難しい。しかし、月のものがくる期間以外は、ほぼ毎夜のように体を重ねているのだ。どちらかに身体的な欠陥があるのでは……と疑いたくもなってくる。

「みゃあん」

「アン！」

　不安げなドロシアのもとにやって来たのはアンだ。

「お散歩へのお誘い？」

「みゃー」

　アンと一緒に森の中を散歩するのもすでに日課だ。階段を下りて玄関を出て、壁沿いに庭を散策する。と、裏庭の一角を通るとき、アンが耳をぴくぴくと動かした。

「……ですかな」

　二階の窓が開いている。あそこは、オーガストの執務室で、風に乗って微かに届く声はデイモンとオーガストのものだ。

「まだ半年だ、慌てることはないよ」

「しかし、変身は頻繁です。……約束は覚えてますよね？」

　なんの話だろう、とドロシアは耳をそばだてる。アンも興味があるのか、琥珀色の瞳で一心に窓のあたりを見つめてじっとしている。窓から聞こえてくる声はとぎれとぎれだ。

「ああ。忘れてはいない。……でももう少し待ってくれ。まだ時間はある」

「そうですね。期待していますよ」

　〝半年〟はおそらくドロシアが嫁入りしてからの期間を指しているのだろうが、約束に関してはまったく心あたりはない。

　そのとき、猫のアールの鳴き声がして、アンが無言のままドロシアに尻尾を振って走りだした。

「待って。私も行くわ」

　ドロシアはアンについて走りだし、そのまま先ほどの会話のことは頭からすっかり抜けてしまった。




　ドロシアが男爵への返事をデイモンに託してからさらに一ヵ月後、彼女は四頭立ての箱馬車の座席で揺られていた。中にいるのは、オーガスト、ドロシア、デイモンの三人だ。

　オーガストは黒の礼服にシルクハット、ドロシアは若木を思わせる薄緑のドレスで、ロング丈のスカートの裾には、さらに濃い緑で豪華な刺繍が施されている。デイモンは落ち着いた茶色のスーツだ。

　首都では国王の誕生を祝う祭りが一週間にわたり行われる。ありとあらゆる貴族が、この期間中に王城を訪問し、祝辞を述べて王家への忠誠を誓うのだ。

　ドロシアの父のメルヴィル男爵は、ここ数年出席しない年が続いていたが、今年は再起を図り出席する予定で、オーガストも、この行事だけは例年出席している。今回は、男爵と面会するため、手紙で日時を調整した。国王への挨拶をすませた後すぐに男爵と落ち合い、一時間ほど話してから帰る予定だ。滞在時間は二時間に満たない。変身を恐れての強行スケジュールだ。

「今までも国王様への謁見の後はすぐに帰っていたので、あまり問題はなかったんですよ。一度だけ、途中で変身してしまった年がありましたけどね」

「ああ、知ってます」

　くすくす、とドロシアが笑うと、呼応するようにオーガストも微笑んだ。デイモンだけが不思議そうな顔をしたが、夫婦の秘密の目配せに口を挟むつもりはないらしく、気を取りなおしたように続けた。

「今回はメルヴィル男爵との面会も予定しています。一男爵と話しているのを見れば、我もという貴族は出てくるでしょう。滞在が長期にわたれば、なにかと問題が起こりやすくなります。いざというときの対応を打ち合わせておきましょう」

　大型の馬車の向かいに座るデイモンがオーガストとドロシアを交互に見て、重々しい声で念を押す。

「オーガスト様は変身の兆候を感じたら、すぐ人目につかないところに隠れること。奥様が隣にいる場合にそうなったら、奥様は一緒にいる方の気を引いてください。オーガスト様はできるだけ私か奥様のそばから離れないように」

「わかってる」

「とにかく変身しないことが一番なのです。できるだけ疲れないよう、人の少ない場所を移動しましょう。仕事の話を持ちかけてこられたときは私が相手をします。旦那様はイエスかノーで答える程度で。社交的な面では今回は奥様がいるのでお任せします」

「が、がんばるわ」

　ドロシアとて、もともと社交的ではないし、屋敷には客など来ないのだから対人スキルは一向に上がっていない。不安しかないが、そこはオーガストのため、と割りきってがんばるしかない。

「もし変身してしまって、その場から逃げられないときは、奥方のドレスの中にお隠れください。服も含めて、とりあえず隠してもらえれば、あとで私がタイミングを見て回収します。そういう意味では女性が同行すると楽なものですな」

「ああ。だから裾丈が長いものを、と言ったのね？」

　今日のための衣装を作ることになったときの、デイモンからのオーダーだ。控えめでありながら、伯爵家の財力を疑わせないよう、細かい刺繍の縁取りを入れること。そして裾丈を床ギリギリまで伸ばすこと。

　ドロシアはデイモンを通じて紡績業が盛んな隣の伯爵領から生地を取り寄せ、彼のオーダーに見合うドレスを屋敷にいるお針子に作ってもらった。なぜ、デイモンがドレスに対してこんなに口出しするのだろうと疑問だったが、ここで納得だ。

「国王の誕生祭は、多くの貴族が首都に集まるので、いろいろな人間にとっての好機なのです。オーガスト様に寄ってくるような人間は主に商売っ気のある方ですね。巷では〝ノーベリー伯爵が認めた事業は必ず発展する〟という噂がまことしやかに流れているのです。そのため、支援を必要としている商人や、自分と一緒に投資に加わってくれる仲間を探している貴族などがオーガスト様と友好を深めたいと常に狙っています。こちらとしても大事な商売相手となるわけですから、あまり無下にもできません。本当はここで友好を深めてもらえればいいのですが、変身を見られては意味がないので話さないのはかまいません。ですが、せめて服装や持ち物で潤沢な資産を持っていることを示してもらいませんと」

「服装で？」

「ええ。投資を申し出た貴族が裕福かそうでないかは重要な問題ですから」

「すごいだろ？　デイモンは。僕は服なんて姿さえ隠してくれればいいと思っていたんだけど、言われてみて納得したよ」

「オーガスト様がのんきすぎるのですよ。たまたま、今までの事業がうまくいっているからと言って、永遠に続くわけではありません。常にご自分に価値があると思わせ、自らでも原石を見つけ出さないと、投資の仕事は乗り遅れます」

「わかったって。頼りにしているよ」

　話しているうちに、外からは賑やかな声が聞こえてきた。デイモンは小窓を開けると、「ああ、もう着きますね」とうなずいて窓から離れた。ドロシアは興味津々で小窓に顔を押しつける。

　石でつくられた壁に囲まれた首都には門があり、そこに大型の馬車が吸い込まれるように入っていく。

　街道沿いには、塀の外であるにもかかわらず、豊かな首都の恩恵にあずかろうと出店が開かれていた。

　塀の中に入れば、城下町が広がっていた。道の至るところに多くの店が軒を連ね、威勢のいい呼び込みの声が馬車の中にも届く。街の中心には大聖堂が荘厳なたたずまいを見せ、さらに少し高台に堀で囲まれた城がそびえ立っていた。

「私、この誕生祭に来るのは子どものとき以来だわ。こんなに賑やかだったのね」

「城下町からすれば一番の稼ぎ時ですからね。我々は馬車のまま城に入ります。そこまで行けばこの賑わいは少し収まりますよ」

　馬車は堀にかけられた跳ね橋も越え、城の玄関口に着く。ドロシアは、オーガストのエスコートで馬車から降り、衛兵が「ノーベリー伯爵夫妻のお着き」と高らかに宣言するのを耳にしながら城の中に入った。




　国王との謁見は、意外と呆気ないものだった。

　うしろからついてきたデイモンが、祝いの品を係の者に預け、オーガストとドロシアは揃って国王夫妻の前に歩み出て、お祝いの言葉を述べる。国王の返事を聞いたら顔を上げ、もう一度頭を下げてその場を辞す。それが儀礼にのっとった振る舞いであり、同じことが着いた貴族から順番に行われるので、前の人の所作をまねればすむ話だった。

　ドロシアが面と向かって国王様に謁見するのは社交界デビューのとき以来だ。あのときは緊張しすぎて、声をかけてくれた女王様のほうしか見ていなかったが、今回はしっかりと顔を上げて挨拶ができた。

「ノーベリー伯爵には、辺境地の整備にかなり尽力してもらっている。結婚しないことだけが心配だったが、これでひと安心だな。今後も彼を助けてほしい」と声をかけられ、予想よりも国王が彼を好意的にとらえていることに驚いた。

「国王様は威厳のある方ですわね」

「そうだね、おうような方だよ。僕は夜会にも出席しないから、あまり話はしないけれど。歴代の王の中でもとくに細かいことを気にしないお方だね」

「辺境地の整備なんてなさっていたんですか？」

「そりゃ領主なんだから、自分の土地はするよね。僕の土地が一番北で高地だからさ。必然的に水路の整備には力が入るし金もかける。結果的に、首都に流れてくる川の氾濫を防ぐことになっているだけだよ。……さて、あとは君の父上との待ち合わせだけだな」

　オーガストは疲れを吐き出すように大きく息をつき、城内を足早に歩く。

　とりあえず、謁見は乗りきれたのだ。あとは男爵との面会をすませ馬車に乗り込むまで、変身が起こらなければいい。

　メルヴィル男爵との待ち合わせは城内に数ある休憩場所の一ヵ所だ。今日は祭りのため、城の一階はお祝いに駆けつけた貴族のために開放されている。各部屋の扉は開けたままになっており、誰もが自由に出入りでき、廊下にもソファが並べられ、気軽に休憩や会話を楽しめるようになっていた。

　オーガストが指定したのは、一階の中でも目立たない、裏庭に面した奥のこぢんまりした部屋だ。大きめの応接間では幾人もの貴族が談笑していたが、奥の小部屋であるこの部屋にいたのは、メルヴィル男爵だけだ。入ってすぐに以前のように黒の礼服を着こなし、髭もそった精悍な男爵の姿を見つけたドロシアは、思わず声を張り上げた。

「お父様！」

「ドロシア！」

　男爵の広げられた手の中に、ドロシアは慎みを忘れて飛び込んだ。手を広げてみたものの、現実主義でしっかり者の娘がこんな行動に出るとは思わなかった男爵は、受け止めきれずによろけてしまう。

「よかったです。お父様。ご立派になって」

「おいおい、それはこっちのセリフだよ。こんな上等なドレスまで着せてもらって。……こちらが、ノーベリー伯爵かい？　初めまして。……っていうのもおかしな話ですがね。ドロシアの父です」

「オーガスト・ノーベリーです。大切なお嬢さんをいただいておきながらご挨拶にも伺わず、失礼をしております」

「いえいえ。娘からの手紙で聞きました。体がお弱いそうで、こちらの空気が合わないんだとか。今日は大丈夫ですか？」

「へっ……」

　ドロシアが勝手にでっち上げた会いに行けない理由だ。そういえば口裏を合わせるのを忘れていたと、ドロシアは慌てて目配せをする。素っ頓狂な声を出してしまったオーガストは、ハッとして「ええ。そうなんです。ゴホッ」とわざとらしく咳をした。

「オーガスト様は私をとても大切にしてくださっているわ。お父様もお礼を言ってください」

「いや、ドロシア。君に助けられているのは僕のほうだから」

　苦笑するオーガストに、重ねるように男爵が言う。

「いえ。あなたが娘を大切にしてくれているのは本当のようだ。私は先ほど、すごく驚いたのですよ。なにせこの娘はしっかり者で、妻を亡くしてから泣き暮れる私を叱咤し、汚れるのもかまわず、家の中を切り盛りしてくれていた。その娘が、私に甘えるように飛びついてきた。……普段からそうしてもらっていなければ、あんな態度はとっさに出ないでしょう。少なくとも、私といたときはそんなことはなかった。本当に小さいとき以外はね」

「お父様」

　周りを顧みず引きこもっていた父がそんなことに気づくなんて、とドロシアは感激した。

「思い出したよ。おまえは、昔はすごく泣き虫だったし、甘えんぼうで感情豊かな子どもだった。……ノーベリー伯爵。あなたになら娘を安心して預けられます。ありがとう。本当にありがとう」

「……いや。照れてしまうな。そんなことを言われては。お父上、顔を上げてください」

「そうですよ。僭越ながらドロシア様が我が主人を救ってくださる部分は多大にあります。こちらからもお礼を言わねばならないところです」

「こら、デイモン」

　デイモンの口出しにより、場は和んだ。ドロシアが積もる話をしようと前のめりになったときだ。背中のほうからオーガストを呼ぶ声がした。

「これはこれは、ノーベリー伯爵。以前は本当に失礼しました」

　ボタンが引きちぎれそうなほどピチピチの礼服を着込んだ小太りの男性は、マクドネル子爵だ。今日も奥方ではなく、美しい娘を連れている。

「これは、……マクドネル子爵」

「ここで会えるとはなんという幸運でしょう。これは運命かもしれませんな。こっちは、うちの三女でビアンカです。以前も少しお会いしたんですが、覚えておられますかな？」

　ビアンカは軽く会釈をする。目鼻立ちのはっきりした美しい娘だ。ダークブラウンのロングヘアは丁寧に編み込まれ、宝石のあしらわれた髪飾りで留められている。ぱっちりした瞳は黒っぽく、神秘的な輝きを宿している。

　オーガストは少し眉根を寄せた。マクドネル子爵は、ビアンカを前に押し出し、彼女の首のあたりをみんなに見せた。若々しい肌に映える、真珠とエメラルドが幾重にも組み込まれたネックレスがつけられていた。色鮮やかで豪華で気品があり、美しい彼女をさらに引き立てている。

「私が支援していこうと思っている事業は、このような細工物を作る職人を集め、同様のデザインを大量に生産し売り出していくものなのです。ほら、これはまだ売り物ではありませんが、立派なものでしょう？　一ヵ所で生産することで、材料の入手コストを抑え、安く売り出せるというわけです」

　マクドネル子爵は、オーガストの隣にいるドロシアに、無理やりつくったような笑顔を向ける。

「こちらのお嬢様にもきっとお似合いですよ。どうですかな。ぜひこの事業に共同出資をしていただけませんか？」

　先ほどまで存在さえないように扱っていたドロシアを急に引き合いに出されて、オーガストは顔をゆがめた。

「その宝石はたしかに素晴らしい。しかし、宝飾品というのは希少だからこそ価値があがるものだし、職人を一ヵ所に集めるのは彼らの個性をつぶすことになりかねないと思うんだが、どうかな。それに、今日は仕事の話はなしにしたい。こうして妻を連れ出すのは初めてなものだからね」

　ドロシアの肩を抱いたオーガストに、マクドネル子爵は眉を寄せる。

「妻？　ご結婚なされていたとは初耳です。しかも、こちらが奥方でしたとは。今日はうちの娘を紹介しようと思っていたのに、タイミングが悪かった。伯爵様には浮いた噂のひとつもないからと、のんびり構えすぎましたな。で、こちらはどちらから輿入れされたお方ですか？」

　マクドネル子爵は、まじまじとドロシアを見つめる。

「こちらのメルヴィル男爵のご令嬢だ。名前はドロシア。気立てもいい最高の妻だよ」

「へぇ。……これはメルヴィル男爵。最近、羽振りがよくなってきたのは、もしや伯爵の支援のおかげですかな」

　挑戦的なマクドネル子爵に、もともとそれほど豪胆ではない男爵が怯む。オーガストのほうがムッとしたように反論した。

「支援というほどのことはしていない。メルヴィル男爵家が栄えるのはひとえに男爵様の努力の賜物だよ」

「ずいぶん仲よくおなりですなぁ。なるほど娘を使って取り入るとはなかなか男爵も侮れない」

　マクドネル子爵の態度に、あきらかにオーガストが苛立っている。メルヴィル男爵のほうは、あたらずとも遠からずと思っているのか、困ったように笑うだけだ。

　ドロシアがなんとか場を和ませようとオーガストの腕に手をかけたとき、マクドネル子爵の傍らの娘が口を挟んだ。

「ドロシア様。私、ビアンカと申します。せっかくお会いできたのだもの、少しあちらでお話しいたしません？」

　ビアンカは窓の外を指さした。城の裏園は、秋咲きの薔薇が満開を迎えていた。

「……でも」

　オーガストから離れるのが心配で視線を送ったドロシアに、オーガストが優しく笑いかけた。

「行っておいで、ドロシア。話が終わったら迎えに行くから。僕は大丈夫。デイモンもいるし」

　ちらり、とデイモンのほうを振り返れば、無表情のままでうなずかれる。ならば、とドロシアはその場を任せることにした。

　ビアンカはうれしそうにドロシアの腕を取ると、「さあ、まいりましょう」と笑顔を見せる。社交的な令嬢だ。マクドネル子爵の奥方はきっと素晴らしく美人なのだろう。太っちょで細目の彼と血縁関係があるとは、とても思えない。

　並んで歩きながら、ビアンカの艶のある唇からは次々と話題が出される。しかし、ドロシアには興味のない話ばかりだ。どこそこの男爵には絶えず女性の噂があるとか、最新の流行が生み出される有名な仕立て屋の話とか。

　どの話題にもあまり好反応が示されないことに焦れてきたのか、ビアンカははあ、と一度ため息をつくと、挑戦的なまなざしで切り出した。

「ドロシア様はいつノーベリー伯爵と結婚されたのですか？」

「半年ほど前ですわ」

「私がノーベリー伯爵と初めてお会いしたのと同じ頃ですわね」

「……一度、屋敷に来られましたわね。あのときは主人が失礼をいたしました」

「まあ、あのときにはもうおられたの？」

「はい」

「そう。……道理で屋敷に入れさせたがらないわけだわ。もうあなたに決めていたってことなのね」

「あのときは、正式な婚姻を結ぶ前だったので、私に気を使ってくださったのかもしれません」

　追い返したことには別の理由があるのだが、それは言うわけにはいかない。角が立たないようにドロシアは理由を濁した。

　庭に出てきたふたりは、蠱こ惑わく的な紫色の薔薇の前で立ち止まった。ビアンカはその薔薇を一本摘みながら、挑戦的に笑う。

「美しいものにはトゲがありますわよね。ノーベリー伯爵も見目麗しいお方だけど、得体が知れなくて、恐ろしくはありませんか？」

「いいえ？　そんなことは」

　ビアンカがなにを言いたいのかわからず、ドロシアは戸惑った。

「ドロシア様はおいくつ？　私は十七です」

　十七といえば、まさに結婚相手を見つけるための社交に忙しい時期だ。

「私は二十二です」

「あら。意外と……。なんだ、そんな年齢の方でもよかったということですわね。……ねえ、ドロシア様、あなた、政略結婚で嫁がされたのでしょう？　あなたがいなければ私がそうなるはずでした。だから私たち、お仲間のようなものだわ。そうでしょう？」

　ドロシアは言葉につまる。ビアンカはマクドネル子爵が邪推した通りに、誤解しているようだ。

「私ね、最初に伯爵邸に行ったときに怒鳴られて以来、ノーベリー伯爵がすっかり怖くなってしまったの。お年も三十七歳とかなり上ですし、もともと乗り気な縁談ではなかった。だから、あなたという人がいてくれてとても助かったわ。お父様ったらなんとかして伯爵からの支援を得ようと躍起になっているんだもの。私を使って伯爵を取り込もうとしているのよ？」

「まあ、……そんな、あけすけな」

「あなただって私がその気になったら困るでしょう？　私があなたに手の内をあきらかにするのは、仲間になってほしいからよ。あなたから融資の話を進言してほしいの。その話さえ決まれば、お父様は満足なんだもの。ね、お願い」

「私から……？　それは無理だわ」

「どうして？　あなただってメルヴィル男爵から政略結婚を強制されたんでしょう？　だったら私の気持ち、わかってくれるわよね。このままじゃあんな恐ろしい人の愛人にさせられてしまうわ」

「オーガスト様は恐ろしくなどないし、愛人なんて持たないわよ」

「嘘。あんな冷たい瞳で睨まれたのは生まれて初めてです。あなたには同情するわ。家のためとはいえ。……ああでも、あなたには得だったのかしら？　その髪では求婚相手も現れないでしょうしね」

「え？」

「お年も二十二歳とおっしゃったものね。あなたにとっては嫁ぎ先が決まって幸運だったってことね。たとえ相手が恐ろしい方でも、お金持ちですし」

　ゆったりと笑われて、ドロシアは自分が馬鹿にされていることに気づいた。ムッとしたままビアンカを睨みつける。

「たしかにオーガスト様と出会えたことは私にはこの上ない幸運だったわ。でも、この結婚は私の父が売り込んだものではないわ。それに、オーガスト様も私をちゃんと愛してくれている。あなたが思っているような、打算的な関係ではないの」

「へぇ？　そう思っているのはあなただけじゃないの？　メルヴィル男爵にはあったに違いないわ」

　ドロシアは口ごもる。まったく打算がなかったとはいえない。それはメルヴィル男爵家にとっても、ノーベリー伯爵家にとってもだ。

「実際、あなたのお父様の事業も、助けてもらっているじゃない。どんなに綺麗ごとを言っても、やっていることは同じじゃないの。ねぇ、とにかく、私の願いはたったひとつ。お父様の事業を伯爵様に支援してもらって、この馬鹿馬鹿しい結婚騒ぎから解放されたいだけなの。私の頼みを聞いてくれたなら、この宝石をあなたにあげるわ。とても綺麗でしょう？　今着ていらっしゃるドレスにも合うわ。それに、私が愛用しているクリームもあげる。そばかすが治るかもしれなくてよ」

「宝石なんていらないわ」

　ドロシアは頬を手で隠しながら言う。赤毛とそばかすはドロシアの長年のコンプレックスだ。オーガストのおかげで最近は気にならなくなっていたが、こんな美しい令嬢から言われれば、潜んでいた劣等感も顔を出す。

「とにかく、私は仕事の話に口を出せないの。マクドネル子爵の事業に価値を見出せば、オーガスト様だって無下にはなさらないわ。ここで私たちが話したって仕方のないことよ」

　目をそらしながら言ったドロシアに、ビアンカは挑戦的なまなざしを向けた。

「あらそう。……残念。だったらやっぱり私がどうにかしなきゃいけないのかしら」

「……え？」

「なにか弱みを見つけないといけないわね。知ってる？　ノーベリー伯爵が支援した事業は必ずうまくいくっていうジンクスがあるの。父はそれを妄信している。この件を片づけないと、私には自由がないのよ。……ここまで頼んでうなずいてくれないんだからいいのよね？　あなたの旦那様を私が誘惑しても」

　自分が言い寄れば、落ちない男などいないとばかりに、ビアンカは魅惑的に笑う。ドロシアが見ても、ビアンカは目を奪われるほど美しい。艶のある唇。長いまつげから覗く、黒曜石のような瞳。ただ美しいというだけでなく、全体的に妖しい色気がある。ドロシアはオーガストを信じてはいるが、客観的に見て女としてビアンカに負けているのはわかるので、怯んでしまった。

「ひ、人の夫に手を出すのは犯罪です」

「私から出せばね。……だけどあちらから手を出したのなら、やむを得ずでしょう？」

「オーガスト様は私を裏切ったりはしません」

「そうかしら。こんな赤毛でそばかすのお方に、私が負けるなんて思えな……」

　突然、ドロシアは腕を引っ張られた。「え……」と声をあげる間もなく、逞しい腕に引き寄せられ、嗅ぎ慣れた夫の香りに包まれた。

「オーガスト様？」

　オーガストは彼女を抱きしめたまま、ビアンカに冷めたまなざしを向ける。

「失礼、ビアンカ嬢。そろそろ妻を開放してもらえますか？」

「あら。オーガスト様、いつの間に」

　ビアンカは慌てて取り繕うように咳をし、愛らしい笑顔をつくった。

「父とお話はできまして？」

「ええ。あなたのことをとても褒めておられましたよ。ご自慢のお嬢さんなのですね。きっといい縁談が決まることでしょう」

「そうだといいのですけれど。父が決めたお相手には別の方がおられるようで」

　ビアンカは胸もとのネックレスをあえて見せるように指で触る。胸の谷間までも見せるしぐさにドロシアはやきもきした。

「その美しい宝石は、僕じゃなくても支援者はつくでしょう。僕が欲しいのは作り物の美しさじゃない。日に透けて輝く赤い宝石だ」

「きゃっ」

　オーガストは、うつむいていたドロシアを腕に抱き上げた。ドロシアの顔のほうが上になり、自然に笑うオーガストが目に入ってくる。

「僕の宝石は、君だけだよ」

　そして、愛おしそうにドロシアの髪に口づける。それだけで、ドロシアは泣きだしたいほどうれしかった。

「オーガスト様」

　彼の首に腕を回し、あふれそうな感情を抑えるようにしがみつく。オーガストも優しく抱きしめ返した。

「そろそろ帰ろう、ドロシア。僕は疲れてしまった」

「あ、はい。じゃあ、下ろしてください」

「嫌だよ。君は僕のものだから抱いていく」

　楽しそうに笑いつつ、オーガストはドロシアを抱き上げたまま馬車へと向かう。それに、追いすがってきたのはビアンカだ。

「待って、オーガスト様、父はどこに？」

「マクドネル子爵なら、メルヴィル男爵とローズベリー伯爵とお話しされているよ。僕に脈がないとみなしたのかな。裕福な貴族とみると目の色を変えるのは、相変わらずだよね」

「なんですって？」

「君の自慢をしていたよ。美しく自慢の娘だと。ローズベリー伯爵のお孫さんにもぜひ会わせたいとね。……お孫さんはまだ十歳だそうだよ？　マクドネル子爵はなにを考えているんだろうね」

　オーガストが皮肉交じりに言うと、ビアンカは不満げな顔をあらわにし、宝石の髪飾りを引き抜いてオーガストの背中に投げつけた。

「引きこもりの伯爵が偉そうに！　あなたのせいで私は人生を台なしにされたのよ？　蝶よ花よと育ててきたくせに。年頃になったら途端に物みたいに扱われて！　……私にだって恋人がいたの。子爵家の次男で、父が満足できるような地位はなかったけれど、私は彼と結婚する未来を夢見ていた。なのに、急にこんな年上の伯爵に嫁げと言われたのよ？　揚げ句、その伯爵はこっちにほんの少しの関心も見せない。それだけでもうんざりなのに、今度はまだ寄宿学校にも入っていない子どもをあてがう気？　冗談じゃないわ。私は物じゃないのよ。こんなの、もうたくさん！」

　涙を浮かべて睨みつけてくるビアンカに、オーガストは一瞬気を取られた。そして、ムズムズといつも感じる予兆を感じたのだ。

「まずい、ドロシア」

「え？」

　鬼気迫った声に変身を察知したドロシアは、彼の腕から飛び下り、ビアンカの視線から彼をかばうように両腕を広げた。










誕生祭での悲劇




　うしろでオーガストが縮んでいく気配を感じながらも、ドロシアはビアンカから目をそらさなかった。

　正面にいるビアンカには変身していく過程は見られていないはずだ。しかし、彼がドロシアの陰に消えていくところはしっかり見られている。

「ひいっ」

　ビアンカは、先ほどまでと打って変わって悲鳴のような声をあげ、腰を抜かして座り込む。ドロシアはとっさに位置をずらし、オーガストの服と本人を自分のドレスの中に隠した。

「き、消えたわ。ノーベリー伯爵が。どういうこと？」

「本当ね。おかしなこともあるものだわ。あの人ったらどこに行ったのかしら」

「おかしなことって……なに言ってるのあなた。伯爵は消えたのよ？　こんなのあり得ないわ、魔法でもなきゃ。……そう、これは魔法よ！　まさか……あなたがやったの？」

　ドロシアはじっとしたまま、彼女のヒステリックな声を聞いていた。ドレスの中にいる猫のオーガストと彼の服が見つかってしまっては言い逃れができなくなるのだ。

「馬鹿言わないで。私にそんなこと、できるわけないじゃない」

「いいえ。私、知ってるわ、本で読んだことがあるの。百年ほど昔には、この国には魔女がいて、たくさんの災害を起こしたんですって。あなたも魔女なんでしょう？　伯爵様をそそのかして、財産を乗っ取るため……そうでしょう？　でなきゃ男爵家の行き遅れの令嬢が、伯爵家に嫁げるわけがないわ。……国王様に報告します。罰してもらわなくちゃ。……お父様！　早く来て、お父様！」

　ビアンカの言動から、ドロシアは彼女がオーガストをというよりはドロシアのことを魔女だと疑っているのだと気づき、焦りを感じる。

　そもそも魔女狩りの時代から、魔女を決定づける証拠はない。捕まって殺された魔女の大半は濡れ衣だ。今、ビアンカに魔女だと言い張られ、捕まえられたら、ドロシア自身の身が危なくなる。一緒にいたことで猫のオーガストも捕まったら、やがては変身から戻るところを見られ、伯爵家は一巻の終わりだ。

　絶体絶命かとドロシアが唇を噛みしめたとき、オーガストが彼女のドレスの裾から姿を現した。

「ひっ、なにこれっ」

　突然現れた猫に、ビアンカは引きつった声をあげた。彼は瞳の色をいつもよりも赤く染め、毛を逆立たせながら、呪文のような言葉をつぶやいていた。言葉は単語として聞き取れないような聞いたことのないものだったが、音楽のように耳に残る不思議な感覚をドロシアに与えた。

　ドロシアの正面に座り込んでいたビアンカは、やがて体を硬直させた。目が虚ろになり、口は半開き、尻尾を立てたオーガストの口ずさむ文言を、いつの間にか口の中で反すうしている。

「ビ、ビアンカ様？」

　反応はない。不安になってドロシアはオーガストを振り返る。

「オーガスト様、これはいったい……」

　彼は瞳をいつもよりも赤々と燃え上がらせながら、ドロシアの声にはまったく反応せずにビアンカを睨みつけている。その姿にぞっとして、ドロシアは息をのんだ。

　やがて、デイモンがふたりを呼ぶ声が聞こえてくる。が、ドロシアだけが反応し、オーガストもビアンカも微動だにしなかった。

「ドロシア様。馬車の準備ができまし……オーガスト様？」

「デイモン。助けて！　オーガスト様もビアンカ様も様子が変なの」

　慌てて駆け寄ってきたデイモンは、オーガストとビアンカの間で手のひらを振る。しかしふたりはなんの反応も示さない。

「どうしたのですか、これは」

「オーガスト様の変身が始まって。騒ぎ立てようとしたビアンカ様に、オーガスト様が呪文みたいな言葉をつぶやいたの」

「呪文を？」

　デイモンは、主人とビアンカの尋常ならざる様子を見て、両手を強く打った。するとピンと立っていたオーガストの尻尾はふにゃりと地面に落ち、我に返ったように体を震わせる。

　ビアンカのほうは、変わらぬ状態だ。地面に座ったまま、オーガストのほうに意思のない瞳を向けている。

「……デイモン？」

　呆然として、瞬まばたきをするオーガストに、デイモンはため息を投げかけた。

「オーガスト様。あなた、ビアンカ様に呪縛の暗示をかけましたね？　このままでは彼女の意識が戻ってこられない。屋敷に連れていかなくては。ドロシア様、ビアンカ様とオーガスト様を馬車にのせましょう」

「え、……ええ」

　ドロシアはなにが起こっているのかわからないまま、オーガストに呼びかける。彼は夢から覚めたような顔をして歩きだす。

「すまない、ドロシア。とにかく馬車に行こう」

「はい」

　しかし、ビアンカは虚ろな目をしたまままったく動かない。戸惑っていると、デイモンが言った。

「命令してください。オーガスト様。今の彼女は、あなたの言葉通りに動く人形です」

　オーガストは息を吸い、力のこもった声で彼女にささやいた。

「立って歩け、まっすぐにだ。そして馬車に乗るんだ」

　オーガストの命令に、ビアンカは自動人形のように従う。その光景に空恐ろしさを感じつつ、ドロシアは地面に落ちたオーガストの服を拾い上げ、ビアンカを支えるようにして馬車に向かった。

「こちらです」

　デイモンが出発の準備を整えていたので、馬車置き場の一番手前にノーベリー伯爵家の馬車が用意されていた。ドロシアが、ビアンカが座席に乗るのを手伝っていると、デイモンが耳打ちした。

「子爵には、ビアンカ様とドロシア様が意気投合し、屋敷にお招きすることになったと伝えてまいります。まだ名残惜しいかもしれませんが、男爵のほうにも失礼する旨を伝えますね。……あと、ほかに変身を目撃した方はいませんか」

「いないはずだ。ビアンカ嬢も猫になったとは認識してない。僕がドロシアに消されたと思っているんだ」

　これに答えたのはオーガストだ。

「わかりました。とにかく、屋敷まで戻りましょう。呪縛解除に関してはクラリスに頼めばなんとかなります」

　人形のようになったビアンカをまず座らせ、ドロシアは隣に腰かけた。その向かいに猫の姿のままのオーガストが座り、しばらくして戻ってきたデイモンが、御者に出るように告げて扉を閉めた。すぐさま、馬車は動きだす。

　ドロシアが、無表情のビアンカに怯えた表情を浮かべるのを見て、オーガストは「眠りなさい」とつぶやいた。そうすると、ビアンカはゆっくりと目を閉じ、体を馬車の背もたれへ預ける。

　なぜビアンカがオーガストの言葉に従うのか、わけがわからなくてドロシアは彼を見上げる。彼女の視線を感じたオーガストは、ぽそり、と小さく口を開いた。

「……ドロシアが、僕を消したと言ったんだ。この子」

「え、ええ」

「無意識だったんだ。君を魔女と間違えるなんて馬鹿げているって思ったら、かっとなって」

「オーガスト様」

「僕が呪いをかけた。……魔力なんてないはずだったのに。どうして」

　猫の姿のまま、首をぶんぶんと振っている。ドロシアはいたたまれなくなって猫の彼を抱きしめたが、猫の体の震えは一向に収まらない。

　魔法のことなどなにもわからなくても、触れることができる相手を温めることくらい誰にだってできるはずなのに、と思うと、ドロシアは自分が情けなかった。

「……あり得ないことではないんですよ。あなたは魔女の息子でしょう？」

　ぽそり、とデイモンが告げる。

「男に魔力が受け継がれにくいということ自体がそもそもおかしいでしょう。単純に、女性よりも使い方が下手なだけなんだと思います。いくら母君の魔法と使い魔の力があったとしても、百年以上生きるには、あなた自身に魔力がなければ体が持つはずがありません」

「デイモン」

「だから、あなたに魔法が使えたからといって驚くことなどないんです。それにビアンカ様に呪縛暗示をかけたのは好都合です。変身の一部始終を忘れるようにうまく暗示をかけたままもとの状態に戻せばいいんですから」

「僕にそんなことができるのか？」

「やり方がわからないでしょう？　だから屋敷に戻りましょうと言っているんです。クラリスの手を借りるのが一番いい」

　話は終わりだというように、デイモンが外に顔を向けた。オーガストは黙りこくったままうつむいている。馬車がノーベリー邸に着くまで、気まずい空気は続いたままだった。

　何度も休憩を挟むほど長い時間だったにもかかわらず、オーガストは人間に戻ることはなかった。




　ノーベリー邸で馬車を迎えたのはチェスターだ。ビアンカが乗っていることに驚いた様子だったが、デイモンから説明を受けて、慌ててクラリスを呼びに行った。

　猫のオーガストは、たまりかねたように森のほうへと駆けていく。ドロシアは追いかけようか迷ったが、デイモンに止められた。

「混乱しておられるのですよ。……ドロシア様もでしょう？　少し私のほうから説明しましょう」

　デイモンの言う通り、ドロシアも少なからず混乱していた。まずは現状を把握したいと、デイモンの後に続く。

　ビアンカがやって来た事情は、屋敷の中にあっという間に駆け巡り、魔力の強い使用人たちはなりをひそめている。

　ドロシアとビアンカが向かったのは、一階の広めの応接間だ。すでに、クラリスが部屋の中で待っていた。

「まあ、たしかに呪いがかかっていますね。とにかく、おかけくださいドロシア様」

「クラリスはひと目でわかるの？」

「ええ。独特の目つきになりますから」

　二脚ある横長のソファのひとつに座るように指示され、ドロシアはビアンカを支えるようにして一緒に座った。

「で、呪いをかけた張本人であるオーガスト様は？」

「森に入っていった。じきに戻ってくるだろう」

「森にならアールがいるはずだわ。任せておけば大丈夫よ」

　不満げなデイモンにクラリスが笑いかける。そのうちに、エフィーがお茶ののったワゴンを押しながら、アンを伴ってやって来た。心配そうにドロシアを覗き込んでくる。

「大丈夫ですか？　ドロシア様」

「ありがとう、大丈夫よ、エフィー」

「アンも心配しています」

「みゃー」

　アンは一目散にドロシアの足もとに寄ると、その場に座り込んだ。エフィーはお茶を置いて戻っていったが、アンは動く気がなさそうだ。

　部屋の中に残ったのは、ドロシアとアン。呪いに侵され、意識を持たないビアンカ。それと、デイモンとクラリスだ。

「ドロシア様は心配なさることはありませんよ。ビアンカ様にかかった呪縛は、かけた当人がうまくやればちゃんと解除できます。そのやり方は、クラリスがわかっていますから、大丈夫です」

「でも、当のオーガスト様は動揺しているわ？　できるのかしら」

「旦那様は自分に魔力があるとは思っていなかったのでしょう。それが自分にも同じような力があると知って、驚いたんでしょうね。……百年以上も生きていて、なに言ってるんだという感じですけれど」

　少しあきれたようにデイモンが乾いた笑いを漏らした。

　ドロシアにはいまいち現状が理解しきれない。ただ、オーガストがひどくショックを受けていることが不安でたまらなかった。

「私、……やっぱりオーガスト様を探しに行ってくるわ」

「その必要はありませんよ。お連れしました」

　答えたのはチェスターで、猫のオーガストを腕に抱き、足もとにアールを伴いながら入ってきた。

　オーガストは、馬車を下りた当初より落ち着きを取り戻した様子で、ドロシアと目が合うと、バツが悪そうな顔をした。

「心配かけてすまない。もう大丈夫だ。まずビアンカ嬢を治さないとね」

　ドロシアはなんと言ったらいいかわからず苦笑を返した。クラリスがすっと右手を上げ、オーガストに近くに来るように手招きをする。

「これから記憶操作をしなければなりません。少し時間がかかるでしょう。私とオーガスト様、それとビアンカ様以外は出ていていただけますか？」

　クラリスの言葉に従って、ドロシアたちは応接間を出た。

　ここからは魔女の領域だと言われれば、たしかにその通りで、ドロシアにできることはなにもない。だけど、不安そうな彼を自分が支えてあげられないことが悔しく、いつまでもその扉から目を離せなかった。

　気持ちを察してくれたのか、アンが足もとにすり寄ってくる。

「ごめん。心配してくれてるのね？」

「にゃー」

「ありがとう、アン」

　頭をなでてやるとアンはうれしそうに鳴いた。そして、アールに呼びかけられると二匹でどこかへと行ってしまう。残ったのは、ドロシアとデイモンとチェスターだ。

「少し話をしませんか、ドロシア様」

　そう言ったのはデイモンで、彼はチェスターに下がるようにと目配せした。

「話ですか？」

「ええ。これでも私は、一番あなたと立場が近い」

「立場……？」

「人ならざるものと恋に落ちたという意味でね」

　ドロシアは思わず息を止めた。そして、歩きだすデイモンに従うようについていく。彼が、魔力を持つものを『人ならざる者』と称したことに若干の不安を抱きながら。




　デイモンがドロシアを連れてきたのは、屋敷の厨房の隣にある食品貯蔵庫だ。

「……ここは？」

「ドロシア様はまだ入ったことがないでしょう。普段は食材等を保管する場所として使っていますが、実はここが地下室への出入口です」

　デイモンの正面は背の高い棚だ。高いところにはパスタや干し野菜などの乾物があり、中段にソースなどの日持ちのする加工品、下段に小麦粉が小分けにされた袋が並べられている。

「細工がされていましてね。普段は動かないこの棚は、ここを押すことで可動式になるんです」

　棚の下のほうにこっそりと存在したボタンのようなものを押すと、カチャリとなにかが動く音がした。支えになっていたものがはずれたらしく、それはドロシアの力でも簡単に動くようになる。そして動かしたその奥には、木製の古めかしい扉があった。

　スライド式になっている扉を開けると、石造りの階段が続いている。さらにその奥にもうひとつ扉があった。あまりに厳重なつくりに、この屋敷の秘密を明かされているんだと、ドロシアは緊張してくる。

「気をつけて」

　デイモンのエスコートを受けながら狭い階段を下り、扉をくぐる。するとそこには、石の壁で囲まれたスペースが存在していた。真っ暗でよくは見えないが。奥のほうに少しだけ光が漏れている。

「誰？」

　扉が開くと人影が見える。どうやら奥に部屋があり、中に人がいるらしい。声をかけてきたのは、年配の女性だ。

「俺だよ。デイモンだ。ドロシア様と話があってね」

「そう。こっちにくる？」

「いや。ここでいい。窮屈ですまんな。また数日の辛抱だ」

「いいわ、慣れてるから」

　そのまま、扉は閉められた。ドロシアとデイモンの周囲は階段からの明かりのみになり、見える先は再び暗闇に包まれた。

「ここには、大きく三部屋あります。ぎゅうぎゅうにつめれば百人は入れるでしょう。これは、魔女狩りの時代にひそかにつくられたといわれています」

「私が最初にこのお屋敷に来たときも……？」

「ええ。クラリスたちは数日をここで過ごしました。……大丈夫ですか？　気分が悪いなら出ましょうか」

「いいえ。大丈夫です」

　日の差さない部屋がこんなにも陰鬱とするものなのかと、ドロシアは驚いた。一階の部屋ならば、カーテンを閉めたとしても布越しに光は感じられるし、月のない夜であったとしても、真っ暗ではない。けれど、ここは本当の暗闇だった。こんなところで息をひそめて過ごさなければならないのかと思えば、疑問が湧き上がる。

（魔女ってだけでこんなふうに隠れ住まなきゃならないの？　悪いことなんて、誰もしていないのに）

「……前に少しお話ししましたね。私は、この屋敷の先にある森の中で落馬したところを、クラリスに助けられて恋に落ちました。最初はクラリスが魔女だなんて知りませんでした。不思議な雰囲気を持つ女性だとは思ったけれど、それは彼女の魅力に自分がやられているだけだと思ったんです。足が治り、私は彼女に告白し、一緒にこの屋敷を出ようと言ったけれど、彼女は一度もうなずくことはなかった」

　突然語られたデイモンとクラリスのなれそめに、ドロシアは聞き入った。

「一度は帰ったものの、彼女のことが忘れられなかった。お礼と称して再び来れば、うれしそうな不満そうな複雑な顔で迎えられました。……私はどうしても彼女が欲しくてね。君がここを離れたくないと言うならば自分がここに勤める、とオーガスト様に直談判に行ったんです」

　普段冷静なデイモンも、当時は情熱的だったんだなとドロシアは思う。

「彼らは魔法のことをひた隠しにしていた。当然困ったんでしょうね。その夜、私はクラリスに言われました。『私と一緒になることは、親や兄弟、この世のすべての常識を捨てることと同義だ』と。『あなたにその覚悟があるのか』と」

「それで、デイモンはどうしたの？」

「意味がわからなくて……私は私で自分の思いの丈を伝えることにしました。『親も兄弟も捨てるつもりはない。だが、君がいなければこの世のすべての常識は無意味だ。だとすれば結果的に捨てることになってもかまわない』とね。実際、朝も昼も晩も、私はクラリスのことを忘れられなかった。このままでは思い苦しんで死んでしまうとさえ思って求婚したのだから。クラリスはそのとき、私に暗示をかけてすべて忘れさせようとしました。おかげで、そのときのことはあまり記憶にないのです。彼女の瞳を見つめていたと思ったら意識が遠ざかっていって……だけど次に気がついたとき、彼女は私の目の前で泣いていて、私の記憶は消えていなかった。彼女には珍しい〝失敗〟です」

　デイモンは苦笑すると、上からの光が漏れる階段に腰かけた。

「結局、彼女は私に魔女であること、だからこの屋敷から外には出たくないのだということ、まあほかにもいろいろと話してくれました。自分と結婚することはこの秘密を共有することだとね。私がうなずかなければ、今度こそ記憶操作をするつもりだったそうです。悩みましたが、私はうなずきました。私とて家族は捨てたくなかったけれど、クラリスを失うこともまた考えられなかった。簡単な決断ではありませんでしたよ。それまでの仕事を捨て、家族との交流も絶ち、自分の常識ではあてはまらないことばかりの場所に住むんですから」

「デイモン……」

「けれどオーガスト様は私のことを信用してくださいました。まったく世間と交流しないわけにはいかないのだからと、あえて私を外界とのパイプ役にしてくださったんです。これが私にとってはひどくよかった。クラリスを愛していても、やはり自分の常識の通じないところにずっといるのは息苦しくなるでしょう？　仕事と称して時々自分の世界に戻れることでひどく呼吸が楽になった。でも一方でクラリスを守るにはここを維持しなければいけないこともわかっています。チェスターが生まれてからはなおのことです。我が子が暮らす世界を守るのは親の務めですから」

　真摯に語るデイモンの陰のある横顔を、ドロシアはじっと見ていた。彼の、この屋敷の秘密を守ろうという決意から嘘は感じない。けれど、どうしても違和感がある。それがなんなのか、ドロシアは具体的な言葉では言い表せなかった。

「ドロシア様」

　デイモンが、ドロシアの両手を掴む。彼は頭を垂れ、懇願するように手の甲に額をこすりつけた。

「オーガスト様をはじめ、魔女が安心して暮らせる土地はここだけです。どうかここを守るのに協力していただきたい。それがひいては、オーガスト様のためにもなります」

「それはもちろん、わかってるわ」

「どんなことになっても、跡継ぎを産んでくださいますか？」

「あたり前よ、私はオーガスト様を愛しているんだもの」

「でしたら……」

　デイモンが前のめりになったそのとき、チェスターがふたりの名前を呼ぶ声が聞こえた。

「ここよ、チェスター」

　先に答えたのはドロシアだ。デイモンはつめていた息を吐き出し、「……話はまた今度ですね」とあきらめたように彼女の手を放した。そして気を取りなおした様子で「上がりましょう」と彼女の背中を押す。

「こんなところにいらしたんですか」

　仕掛け棚の奥の扉からチェスターが差し伸べた手を掴んで、ドロシアは階段を上がった。

「母に言われて呼びに来たんです。ビアンカ様の暗示は成功したので、あとはドロシア様が少しお相手をして仲よくなった思い出をつくって返せば、暗示が定着するはずだと」

「……暗示が定着？」

「ええ。暗示はあるはずのない記憶を無理やりつくり上げることです。でも現実ではないので、思い出すほどに違和感が出てきてしまうんですよ。それを定着させるには、暗示した状況を実際の記憶で重ねがけしなければならない。今は、オーガスト様が消えたという記憶を消して、ドロシア様と意気投合して屋敷まで遊びにきたという記憶をつくってあります。だから、ビアンカ様と仲よく過ごしていただいて、ビアンカ様の記憶を安定させてほしい……と」

「わかりました。オーガスト様は？」

「……それが」

　チェスターは表情を曇らせ、そのまま黙ってしまった。ドロシアは、とにかく顔を見ればなにかわかるだろうと、急いで一階の応接間へと向かった。中にはクラリスとビアンカがいて楽しげに話をしていたが、オーガストの姿はなかった。

「あ、やっと来たわね。ドロシア」

　ビアンカから親しげに話しかけられ、ドロシアは面食らった。暗示がかかる前はあんなに憎々しげに睨んできたのに、と思うと別人かと疑うほどだ。

「遅いですわ。ビアンカ様からお話を伺いました。すっかり仲よくなられたようでよかったですわ」

　クラリスが目配せしながらそう言う。ここは話を合わせろということか、とドロシアはぎこちないなりに笑顔をつくってビアンカの隣に腰かける。

「お待たせしてごめんなさい。ビアンカ様」

「やだ。呼び捨てにしていいって言ったじゃないの。あなたのほうが年上なんだし」

　どうやらビアンカの中ではそういう記憶になっているらしい。ドロシアは彼女に合わせることにした。

「あ、そうだったわね」

「チェスター、エフィーに言って、お菓子をもらってきてくれる？」

　クラリスは意図的になのかチェスターとデイモンを追い出す。ふたりが部屋から消えたのを見て、クラリスが目配せをした。

「ドロシア様、ビアンカ様からお聞きしましたわ。彼女の結婚のために、ご尽力されたのだとか。オーガスト様もドロシア様からの頼みなら断れないと、投資の話を進めてくださるそうですわ。本当によかったですこと」

「本当？　オーガスト様が？」

「ええ。大丈夫です。先ほど私にお約束してくださいました」

　クラリスが片目をつむる。ドロシアにはまだ現状が掴みきれていなかったが、ビアンカの前でおかしな行動はできない。

「そう。よかったわ。……これでひと安心ね？　ビアンカ」

「ええ。あなたのおかげよ。お城では赤毛を馬鹿にしたりしてごめんなさいね」

「いいえ。赤毛もそばかすも本当だもの。仕方ないわ」

「でも、その赤毛が宝石だとおっしゃったオーガスト様は素敵だと思ったわ」

　ドロシアとビアンカがふたりきりで話した内容も、ちゃんとビアンカの記憶には残っているようだ。こんなに自然に記憶が改ざんされるのかと思えば、空恐ろしいとさえ思えてくる。

「私、うらやましかったのよ。私の彼は、父に追い払われるまま引き下がっていったんだもの。……それでも気持ちを切り替えて縁談に臨もうとしたら、伯爵には相手にもされていない。本当に悔しくて。それであんなことを言ってしまったのよ。ごめんなさいね」

「ビアンカ……」

　ビアンカの瞳にはうっすら涙も浮かんでいた。ドロシアは彼女を勇気づけるように手を握った。

「私にできることがあれば、なんでも力になるわ」

「ありがとう。投資の話がうまくいった頃、もう一度彼と連絡を取ってみるわ。うまくいったら、絶対にあなたに報告するわね」

　瞳に涙をためて微笑むビアンカはとても美しく、かわいらしい。ひとつの暗示で、ここまで人が変わるというなら、かなり恐ろしいことだ。なによりも、こんな変貌を見てしまったら、人を信用する気になどなれない。

「……オーガスト様」

　ドロシアは、急に不安になった。

　ただでさえ優しいオーガストが、あんなふうに引きこもりになったのは、単に変身のせいだけだったのだろうか。彼の人生は長い。その中で何度こんな状況を経験してきたというのだろう。

　そもそも、暗示をかけられる人間がいるのだから、適当な令嬢と縁談を組んで、もし変身の秘密がばれても、暗示をかけてしまえばよかったはずだ。でもそれをせず、わざわざ秘密を守らせるために弱みを持った令嬢を探したのは、彼が、人の心を操作したくないと思っているからだ。それは、彼が人を信じることをあきらめていないことを意味する。

（オーガスト様は、やっぱり優しすぎる。だからきっと傷ついているわ。ビアンカ様に暗示をかけてしまったことに）

「私、ちょっとオーガスト様を探してきます」

「ドロシア様、オーガスト様は今外出なさっているんですよ？」

　嘘だと思った。だけどクラリスは笑顔を崩すことはない。あまりの上手な演技に恐ろしさを感じて、ドロシアは言葉を探すのに苦労した。

「ビアンカは今日泊まるのよね？　部屋を用意してあげてもらえるかしら。ごめんなさい。ちょっとだけ席をはずすわね？」

「ええ。私、屋敷を散歩してもよくって？」

「クラリスに案内してもらってくれる？　クラリス、お願いね」

「はい。では私たちは少しのんびりしましょうか。今にチェスターがお菓子を持ってくるはずですわ」

　クラリスの口の端がゆっくりと上がる。その妖艶な笑みはまさしく〝魔女〟と呼ぶにふさわしい。ドロシアは初めて、クラリスに対して恐怖を抱いた。それはひいては、〝魔女〟という存在そのものに対してもだ。

　部屋を出たドロシアは、オーガストの執務室に向かった。しかし、そこももぬけの殻だ。ほかにオーガストが行く場所といえばひとつしかない。庭に出て森を抜けたところ、彼が心を休める場所は地中に彼の父や母が眠る、クローバーの群生地だ。

　外は薄闇に包まれていて、ドロシアは足もとに注意しながら森へ入っていった。

「なーん」

　最初に聞こえたのはアールの声だ。ドロシアは木々の合間を抜けてその場所に近づく。やがて見えてきた空間には、二匹の猫の姿があった。一匹は闇にとけ込み、瞳だけを光らせているアール。そしてもう一匹は茶色の細身の猫――オーガストだ。

「オーガスト様っ」

　ドロシアが呼びかけると、オーガストはゆっくりと振り向く。勢い込んで来てしまったものの、いざ彼の姿を見たらなにを言っていいのかわからず、しどろもどろになりながら、告げる。

「あの、暗示、……その。マクドネル子爵の事業を支援するということになってしまったようなんですけど、いいんでしょうか」

「ああ、いいよ。仕方ない。とにかくマクドネル子爵の僕への執着をなくさせないことには、話が進まないし」

「そうですか」

　オーガストはいつも通りに話してくれている。でもどこか遠い。そう思えて、ドロシアは不安を感じた。

「あの……」

「君を巻き込んですまなかった」

「なに言ってるんですか。私はあなたの妻です。一蓮托生だと申し上げたでしょう？」

　ドロシアは手を伸ばして、オーガストの茶色の毛に触れた。

「あのとき、頭が真っ白になったんだ。君が疑われて魔女裁判にかけられるかもしれないと思ったら、母や屋敷の者たちがみな殺しにされたときを思い出して、体が芯から冷えるようだった。そして気がついたら、あんなことを……」

「オーガスト様」

「僕は人間だと思っていた。魔法なんて使えないし、あくまでも受動的な……魔法をかけられた人間なんだと思っていたんだ。でもやっぱり魔女の子……人間じゃない存在なんだな」

「なにを言ってるんですか」

　オーガストが黙り込んだ。そして、何度も話しだそうとしては口をつぐむ。ドロシアの不安はそれによってどんどん高められる。ついに耐えかねて大きな声を出してしまった。

「なんなんですか！　なにか言いたいことがあるならはっきり言ってください！」

　ドロシアの剣幕にオーガストは一度瞬きしてから、ゆっくりと尻尾を持ち上げる。瞳が、先ほどより赤みを増して光っていた。

「……猫の姿から戻れないんだ」

「え？」

　変身してから半日以上が過ぎているが、たしかに彼はまだ猫の姿のままだ。

「そんなの、……そのうち戻るんじゃ」

「今まで、こんなに長く戻らなかったことはない。長くても三時間だった。……僕は」

　ひと呼吸置いて、オーガストがうつむく。続けられた言葉に、ドロシアは殴られたような衝撃を覚えた。

「僕はもう、人間には戻れない気がしている」










魔女たちのたくらみ




　ビアンカは一泊してから帰ったが、すっかりドロシアに心を許した様子で、帰るときには別れを惜しんで涙まで見せた。それが本当に心からのものなのか信じられず、ドロシアは陰鬱な気持ちを抱えたまま、彼女を見送った。

　ビアンカがいた間、クラリス以外の魔力が強い人間は再び地下室にもぐっていたが、彼女の帰宅とともに出てきて普段通りの生活へと戻っていく。もとに戻らないのはオーガストだけだ。彼が変身してから三日が過ぎたが、いまだ猫の姿のまま、ドロシアともあまり話そうとせず、毎日執務室と森を行ったり来たりしている。

　そんなある日、ドロシアは気持ちも晴れないまま、オーガストを探していた。

「どうしました、奥様」

「デイモン。オーガスト様を見なかった？」

「執務室だと思います」

　彼の答えにうなずいて、ドロシアは執務室へと向かい、扉をノックする。

「ドロシアだね？　どうぞ」

　この返事は、猫のときのものだ。一いち縷るの望みは、姿を確認する一瞬前に消されてしまった。

「失礼します」

　ドロシアが中に入ると、茶色の猫は執務室の机の上に乗っていた。広がっている書類は踏みつけられていて、決裁されているのかどうかは定かではない。

　その姿は、メルヴィル男爵が縁談の話を持ってきたときのことをドロシアに思い出させた。足もとに広がった督促状。それを踏みつけながら『頼む、ドロシア』と人権を無視するような訴えをしてきた男爵。

　結果としてその申し出はドロシアを幸せにしたが、あの出来事はドロシアの胸に暗い影を落としていた。

「まだ戻りませんか？」

「そうだね。戻る気配もない」

　ドロシアは猫のオーガストを抱きかかえ、ソファへと腰を下ろした。オーガストが猫になってから、当然だが夜の生活は成り立っていない。それどころか、今回はオーガストが一緒のベッドに入ろうとさえしてくれない。彼に触れるのも久しぶりだった。

「少し外に出ませんか？　執務室にこもっていては気持ちがふさいでしまいます」

「……ずっと考えていたんだ」

　オーガストはドロシアの頬を尻尾でくすぐった。そして、ぴょん、と飛びのいてテーブルの上に下りると、悲しそうな瞳でドロシアを見つめる。

　胸騒ぎがして、ドロシアは手を伸ばした。だけど、オーガストはもうすり寄っては来ない。

「僕は君に謝らなきゃならない」

「どうしてですか？」

「いい夫婦になろうと誓ったのに。たった半年しか経たない今、こんなことを言わなきゃならないのは本当に申し訳ないと思っている」

「だから、なんなんですか」

　はっきりしない物言いに、苛立ってきたドロシアの口調は荒くなる。

「たぶん、このまま、僕は人間には戻れない。……でもずっと言っているように跡継ぎが必要なんだ。僕の子だと国王に認めてもらえるような子どもが。でないと、この土地を守ることができないんだから」

「でも」

　生まれないのはオーガストのせいでも、ドロシアのせいでもない。この半年間、夫婦生活はきちんとあったのだから。

「子ができなかったのはおそらく僕のせいだ。猫の命が混ざった僕は、きっと普通の人間にはなり得ないんだよ。だから、最初の生のときに娶った妻との間にも子はできなかった」

　オーガストが目を伏せた。そのタイミングで扉が開いたかと思うと、デイモンが入ってくる。オーガストはデイモンをちらりと見つめ、うなだれるように肩を落とした。

「最初からの約束だったんだ。妻をもらって、もし子ができなければ、この土地を守るためにどんなことでもすると」

「誰とのですか？」

「デイモンや、屋敷のみんなとのだ。だから僕は、愛など信じていない、打算的な考えにもうなずいてくれるような娘を嫁にもらうつもりだった」

　嫌な予感がドロシアの体内を駆け巡る。最初にオーガストがかたくなにドロシアを帰そうとしたことが脳裏にちらついた。

「でも僕は、君に出会って恋をした。心を隠して帰そうとしたけれど、君は戻ってきた。これは運命だと思ったよ。君となら、大丈夫なんじゃないか。子どもだってできるんじゃないかって。だけど……」

　ドロシアは唇を噛みしめる。続く言葉が、いい言葉だとはとても思えなかったからだ。

「やっぱり無理だったんだ。僕は猫から戻れない。だから最初にしてしまった約束を、守らなきゃならない」

　オーガストは右の前足で左の前足をかきむしる。よく見ると、そのあたりの毛がむしられて地肌が見えてしまっている。どれほど葛藤したのかが見て取れて、ドロシアは胸が苦しくなった。

「……ここからは私がお話ししましょう。ドロシア様、オーガスト様が最後の生を迎え、妻を迎えようと思ったのは、すべてこの屋敷をいつまでも残すためにほかなりません」

　デイモンが黙ってしまったオーガストの後を引き継いだ。

「それは、知っているわ」

　何度も何度も、ドロシアはいろいろな人から聞かされてきた。魔女たちを守る、小さな要塞。それがこの屋敷なのだと。

「でもオーガスト様には子ができない可能性があった。過去の結婚で、できなかったという事実がありましたからね。それで私が進言したのです。もし、迎えた奥方と一年過ごして子ができなかった場合、奥方には別の男と子をつくってもらいましょうと。縁談の話をまとめるときにすでに決められていた約束なのです」

「……え？」

　ドロシアは思わず眉を寄せた。オーガストは固く目をつむって首を垂れ、デイモンは痛々しい表情をしながらも決然と言い放つ。

「国王様に婚姻届けを出し、お言葉を授かったあなたに子ができれば、よほどのことがない限りオーガスト様の子どもだと認定されます。……おわかりですね。本当にオーガスト様の子でなくとも、かまわないんです。数日前、地下室でお話ししようと思ったのはこの話です。……後生です。どうか、チェスターとの間に子をつくってください」

「な……どうして」

　なぜ突然チェスターの名が出たのか、ドロシアにはさっぱりわからなかった。

「チェスターは魔女と人間の子です。そういう意味では、一番オーガスト様に近い。それに、年齢的にもチェスターが一番問題ない。ここには若い男は少ないですからね」

「だって、チェスターにだって気持ちはあるわ」

「あいつにも言い聞かせてあります。ドロシア様のことは気に入っているようだし。……気持ちまでくださいと言っているわけではありません。あいつをオーガスト様と思ってくださってかまわない。ただ、跡継ぎだけはどうしても必要なんです……！」

（また物のように扱われるの？）

　ドロシアの胸の内を、嵐が襲った。信頼していたチェスターやデイモンに裏切られたこともショックだが、オーガストがそんな条件をのんでいたことに衝撃を覚える。

　悲しさとも怒りともつかない感情が、ドロシアの全身を支配した。

「ひどいわ！　私は子をつくるための道具じゃない！」

　感情を抑えきれず、ドロシアは刺さっていた髪飾りを引き抜き、投げつけた。それはオーガストにあたり、さらに床へと落ちる。オーガストは、微動だにせずにうつむいたままだ。

「オーガスト様の馬鹿っ」

　ドロシアは立ち上がり、部屋から出る。これ以上、オーガストやデイモンの顔を見ていたくなかった。ドロシアは廊下を飛ぶように走り、屋敷の外まで出た。敷地から出ることを許されていないドロシアは、それほど行く場所を知らない。結局、屋敷から一番離れられるのは森の中にあるクローバーの群生地しかなかった。

　そこにはいつものように黒猫のアールがいた。どこか達観した様子のアールの前では、取り繕っても仕方ないような気がして、ドロシアは彼の前に膝をついて泣きだした。

「アール。……私、どうしたらいいの」

　理屈ではドロシアもわかっていた。百年もの長い間、彼はこの場所を守り続けることを使命としてきたのだ。この先のために跡継ぎを残したいという思いは、当然のもので、割りきった妻を求めていたのも、誰も傷つかないようにとの配慮だ。思えば、オーガストは自分の欲を優先したことなどない。いつも誰かのためだ。ドロシアを帰そうとしていたのだって……。

（あのとき、戻ってこなければ、よかったのかしら）

　だけど自分ではないほかの令嬢と結婚生活を送るオーガストを想像しただけで、ドロシアは苦しくて胸が張り裂けそうになる。

「無理。オーガスト様がほかの人を好きになるなんて嫌っ……」

　ドロシアは彼に恋をしたのだ。ほかの人が彼の妻になるなんて、考えただけで、嫉妬でおかしくなってしまう。

　さめざめ泣いているドロシアを、アールがなだめるように鳴き続ける。その声がふと途絶えて、不思議に思って顔を上げると、いつの間にかアールに並んでオーガストがいた。耳を垂らし、泣いているドロシアを悲しそうに見つめている。

「オーガスト様」

「すまない、ドロシア」

　いいえ、というのも違う気がして、ドロシアはなにも言えなかった。

「君を傷つけるとわかっていてあんなことを言って」

　オーガストを擁護しようとしてか、アールが彼の背に尻尾をのせる。オーガストはそれに反応するように尻尾を絡めた。

「……百年。家族を失ってから、僕はそれだけの年月を生きてきた」

　とび色の瞳が一度ドロシアをとらえて、そのうしろに咲く、シロツメクサを見つめる。

「生き残ってしまったことが悔しくてね。母は僕に生きていてほしかったのかもしれないが、残されるくらいなら一緒に死にたかった。……そう思っていた僕を救ってくれたのが、アールや今はもう死んでしまった使用人たちだ」

「アールはそのときから？」

「ああ。アールは父の飼っていた猫だ。誰の使い魔というわけでもなかったんだが、魔力を持った猫だったんだろうね。彼も九生を生きてるよ。今が最後の生だ」

「なーん」

　オーガストに寄り添うように、彼はいる。それで、ドロシアはホッとして思わず言ってしまった。

「だったら、オーガスト様がすごくつらかった時期を、アールは一緒に過ごしてくれたんですね。……よかった」

　オーガストが目を見張る。ドロシアも、浮かんでくる涙を拭きながら続けた。

「オーガスト様が独りぼっちじゃなくて本当によかった。だって、記憶が共有できるってそれだけで孤独ではなくなるものでしょう？」

　それはドロシアにも経験がある。母を失ってからも、メルヴィル男爵邸や、そこに住み続ける家族や使用人たちとの共通の思い出が、ドロシアの心を慰めてくれていた。気が遠くなるほど長い時間を生き続けているオーガストに、そんな存在がいたことが、単純にうれしかったのだ。

「ドロシア」

　膝をついたまま、名前を呼ばれて顔を上げると、体をいっぱいに伸ばしたオーガストの唇とぶつかった。

　今回の変身で、ドロシアとは一定の距離を取り続けていたオーガストが、初めて自ら近づいてくれたキスだ。

「僕は、君を愛している」

「オーガスト様」

「だから君を泣かせたくないんだ。好きでもない男と子をつくるなんてもってのほかだ。デイモンが言ったことは忘れてくれ。そして……」

　続くかすれた声で告げられた言葉は、ドロシアから音を奪った。頭の中が真っ白になり、目の前のオーガストがかすんで見える。震える声を絞り出すようにして、「も、もう一度言ってください」と言った。

　二度目は、オーガストも迷わなかった。先ほどよりもはっきりと口を開く。

「離婚しよう、ドロシア。君を傷つけずにすむ方法が僕にはこれしか思いつかない」

「嫌、……だって、どうするんですか。跡継ぎのことは」

「新しく妻をもらう。……お金で解決してくれる令嬢もいないわけじゃない」

「オーガスト様はもう猫なのに。新しい奥方にどう説明するんですか！」

「そこは交渉次第だよ。なんならビアンカ嬢でもいいんだ。彼女なら恋人もすぐできるだろう。その恋人と子をつくってもらって、僕との子だと偽ってもらうよう交渉する。マクドネル子爵には好都合な話だから、協力してくれるだろう。僕が姿を見せなくとも、彼が国王様にその子どもを自分の孫だと紹介すれば、伯爵家の跡継ぎだということは証明できる。ほら、なんとかなりそうだろう？」

「あなたは、子爵のような方は嫌いだと言っていたじゃないですか！」

　秘密を知った子爵が、この屋敷を守ってくれるとはドロシアには思えなかった。変身の秘密も、魔女の秘密も、利用しようと思えばいくらでもできるものだ。秘密を盾に、彼の財産を搾り取ろうとしてもおかしくない。なにより、ドロシアはビアンカが彼の妻を名乗ることが耐えられなかった。

「……嫌です！　あなたの妻は私だけです」

「そう言ってくれるのはうれしいけれど。……でもねドロシア」

「でもじゃありません。あなたは嫌じゃないんですか？　本気で私と別れたいって思っているんですか？」

「そうですよ、ドロシア様が産むからこそ、あなたの子だと言い張ることができるのです。別の女性など……あんな欲深の子爵の娘など論外です」

　デイモンの声が突然聞こえて、ドロシアは驚いて振り向いた。と、同時に口もとを湿ったハンカチで覆われる。いつの間にか背後に立っていたデイモンがドロシアを拘束したのだ。ハンカチには薬がついているのか、鼻腔をくすぐる香りに、急速に意識が遠のいていく。

「なにをするんだ、デイモン！」

　猫のオーガストが尻尾をピンと立てて叫ぶ。しかし、デイモンは冷静な顔を微動だにせず言い放った。

「私は最初から言っていたはずです。跡継ぎを得るために手段は選ばない、と。あなたも同意してくださったでしょう。かくなる上は、ドロシア様に暗示をかけ、チェスターとの子を身ごもっていただきます」

「もがっ」

　口を押さえられながらも抵抗しようとしたが、薬のせいで体の力が抜けていく。大柄なデイモンは、ドロシアを軽々と両腕に抱き上げ、足もとにまとわりついてくるオーガストとアールを、軽く蹴とばした。

「申し訳ありませんな、オーガスト様。でも仕方がないんです。猫の姿から戻れないのならば、あなたはもう役立たずだ。このままこの屋敷を維持するのに必要なのは、もうあなたではなくこの土地を継ぐものだ。すなわち、今一番大切なのは、跡継ぎを産むドロシア様ですよ」

「もがっ、もが」

「さあ、屋敷に戻りましょう。クラリスが待っています」

　口調も態度も丁寧に、デイモンはドロシアを抱いて歩き出す。心はこんなに乱暴に扱われているのに、とドロシアは皮肉めいたことを思った。

「待て、デイモン」

「今のあなたに止める権利などないでしょう？」

　デイモンの冷たい瞳に、オーガストは怯んだ。

「そもそも、あなたが言ったんだ。クラリスの暮らしを守るために、今までの常識はすべて、捨ててほしいと。私はそれを実行しているだけです」

「たしかに言った。だが、ドロシアを傷つけるなんて許せない」

「……この方を傷つけるつもりはありませんよ。言ったでしょう、暗示をかけると。彼女には、まず、チェスターが恋人だという暗示をかけ、子を身ごもっていただく。その後で、身ごもった子があなたとの子だという暗示をかけます。そうすれば彼女の心は傷つかないでしょう？　たとえ、あなたが人間に戻らなかったとしてもね」

「なっ」

「誰も傷つかないようにと、考えた末のことです。あなたに文句は言わせません」

　オーガストは言葉をなくして、立ちすくむ。

（暗示。……暗示は嫌）

　薄れていく意識の中で、ドロシアは怯えていた。自分の意思とは無関係に記憶をいじられたビアンカを思い出すと、怖気立つ。

（嫌……一度でも手を加えられてしまったら、この思いが本当のものなのか、わからなくなってしまう）

　力は入らなかったが、ドロシアは必死にオーガストに向かって手を伸ばした。

「……スト、様、……しは、あなたが」

（あなたが好きなんです。この気持ち、一瞬だって忘れたくない……）

　ドロシアの手から力が抜け、だらりと垂れ下がる。デイモンは口もとを緩め、オーガストを振り返りもせずに歩いていった。




　朝日のまぶしさにドロシアは目を開けた。

「ドロシア様？　お目覚めですか？」

　男性の声に、ドロシアはぼんやりとした意識を覚醒させた。天井のシャンデリアが目に入り、視界をずらすとベッドわきにチェスターが立っていた。

「チェスター。おはよう。今、起きるわ」

「そんなに慌てて起きなくても大丈夫ですよ。昨日は貧血で倒れたんです。覚えておられますか？」

　優しい声をかけてくれる金髪の側近――チェスターは鼻筋の通った見目麗しい青年で、今はドロシアの恋人でもある。

「お水をどうぞ？　すっきりしますよ？」

　ピッチャーからグラスに注がれた水を受け取り、ひと口含む。うまく飲み込めなくてむせたドロシアの背中を、チェスターがすぐになでてくれた。

「ありがとう」

「じき朝食になります。着替えをなさっていてください」

　チェスターは微笑んだままドロシアの頬に優しい口づけを落として、部屋を出ていった。




　ここはノーベリー伯爵邸だ。

　わけあって嫁いできたドロシアは、道中ずっと御者をし、守ってくれたチェスターに恋心を抱いた。やがて屋敷に着いて、ノーベリー伯爵に引き合わされたが、彼は形だけの結婚を望んでいて、その後は姿さえ見せてくれない。勝手に恋人をつくってもかまわない、という夫の言葉通り、ドロシアはチェスターと恋を育んだのだ。

「今日はどのドレスを着ようかしら」

　選んだのは緑色のドレスだが、婚礼衣装に似た純白のドレスにどうにも目が惹かれる。

「ここに来た日のドレスだわ……」

　チクリ、と頭が痛んで、ドロシアはよろめいた。頭痛なんてしたことなかったのに、と不思議に思う。

（それに、貧血で倒れるなんて。私、健康だけが取り柄なのに）

　どことなく違和感を覚えながらも着替えをすませると、扉がノックされた。

「ドロシア様、朝食の用意ができました」

　どうぞ、と言えば、エフィーが白猫のアンとともに入ってくる。

「すみません、アンが足もとから離れなくて」

「いいのよ。おいで、アン」

「みゃー」

　ドロシアは手を広げて彼女を待ったが、アンはエフィーの足もとから動かなかった。むしろ警戒するように身をすくませている。ドロシアは腑に落ちずに伸ばした手を下げる。

「私、アンには懐かれてなかったんだっけ。そうね。そうだったわね」

「……奥様。こちらに並べておきますね」

　エフィーは困った様子で、言葉少なに料理を並べると、そそくさと部屋を出ていく。ドロシアは湯気の上がったおいしそうな料理を前にため息をついた。

「私、いつもひとりで食べていたんだったかしら」

　前はいつも誰かがいた気がして、目の前の空間を眺めるが、記憶の像は定まらない。頭の中がどうにもぼんやりしているようだ。

（実家にいたときの記憶だったかしら）

　ドロシアは気分の冴さえないまま食事を終えた。

「今日はこの後どうされますか？　森を散歩でもしましょうか」

　膳を下げにやって来たチェスターの提案に、ドロシアはうなずく。

「ではのちほどお迎えに上がりますね」

　チェスターが微笑んでくれるとホッとする。ドロシアは彼の腕にぎゅっとしがみついた。

「どうなさいました？」

「なんか、不安なの。なにがって言われるとわからないんだけど。ずっと胸がざわざわするわ」

「お倒れになったばかりですからね。今日はお部屋で休まれますか？」

「いいえ。散歩には行きたい。一階で待っているわ。早く片づけてきてね」

　部屋から出ると、使用人たちが床磨きをしていた。

「いつもご苦労さま」

　ドロシアは声をかけながら廊下を歩く。そして、オーガストの執務室の前でふと立ち止まった。最初に会ったきりだからというのもあるけれど、夫の顔が思い出せないというのは不思議な感覚だ。髪が茶色かった覚えはあるけど、瞳の色の記憶がない。

「どうなさいました？」

「いえ。……なんでもないわ」

　使用人に声をかけられ、我に返って歩きだす。夫の執務室には入らないように言われているのだ。

（でも、夫がいるのに恋人って……変じゃない？）

　ふと湧き上がるのはそんな疑問だ。そんなこともうとっくに割りきったはずだったのに、改めて考えると不思議な気分になる。

（お父様のこと、お母様の死ですっかり弱ってしまった情けない人だと思っていたけれど、でも一途なところはとても素敵だと思っていたはずなのに）

　違和感。先ほどからの居心地の悪さをひと言で形容するならばこれだ。しかし、決定的になにがおかしいのかがわからず、ドロシアは途方に暮れる。

　結局、考えるのをあきらめてドロシアは階段を下りた。

　玄関扉の前でチェスターを待っていると、デイモンが通りかかった。彼は旦那様の仕事の手伝いをしていて、屋敷にはいないことのほうが多いのだが、ここのところは急ぎの仕事もないようで、屋敷の雑事を行っている。

「おや、ドロシア様、どうなさいました？」

「チェスターを待っているの。散歩でもしようと思って」

「それはいい。今は私も屋敷にいるのですから、もっとチェスターとゆっくりしてもらってかまいませんよ」

「そう？　でも……」

　チクン、とまた頭が痛む。ずっとではなく、時折刺されたように痛くなるのが不快だ。途端に、デイモンのにこやかな表情にまた違和感が生まれる。

（自分の息子が愛人って立場になっているのに、どうしてこの人は笑うんだろう）

　小さな疑問が芽吹いたが、花をつける前にチェスターがやって来て、ドロシアの意識はそちらに持っていかれる。

「お待たせしました。ドロシア様」

「チェスター」

　チェスターのエスコートに手をのせる。そこで、ドロシアは左手に輝いている指輪が気になった。ツタ模様が一面に彫られた金色のリングだ。毎日つけっぱなしにしていたから気にもならなかったが、これは夫にもらったものだと記憶している。

「……私、どうして指輪をつけっぱなしにしているのかしら。思えばあなたに失礼よね」

「いえ。あくまでも建前上は、ドロシア様はノーベリー伯爵夫人ですから」

「そうだけど。どうせ人に会うわけでもないのに」

（そうよ。ノーベリー伯爵は人嫌いで屋敷の外には出ない。なのに、なぜ妻が必要だったのかしら）

　跡継ぎを産んで用なしとなったならまだしも、ドロシアは彼とは一度しか対面していないというのに。

「……いたっ」

　頭痛がして、ドロシアは顔をしかめた。夫の顔が思い出せない。それが不快で気持ちが悪い。

「大丈夫ですか？」

「ええ」

　よろけたドロシアを、チェスターが支えた。ドロシアは彼に寄りかかり、その心臓の音を聞いて落ち着こうとする。そのとき「なーん」と声がした。顔を上げると、黒猫のアールが庭の片隅でドロシアたちを見つめながら鳴いているのが見えた。

（アールだ。いつもの、アール）

　見慣れた姿に、心が落ち着いてくる。先ほどからなにかを見るたびに、心がさざめいたり、落ち着いたりと忙しい。

「……アールはいつも庭にいるわよね。どうしてだったかしら」

「彼は外が好きなんですよ。ドロシア様、やはり体調が悪そうだ。部屋に戻りましょう」

「え？」

　次の瞬間、膝裏に手を入れられ、横抱きにされる。チェスターの突然の行動に、ドロシアの思考はすべて持っていかれてしまった。

「やっ、恥ずかしいわ」

　目の前の彼のことだけで胸がいっぱいで、今までの不安が一瞬で遠ざかる。彼の首に手を回すと、微笑んだチェスターはまぶたにキスを落とした。

「大丈夫ですよ。俺だけ見ていてください」

（そうだ。彼は恋人なんだもの。優しくて頼れて……だから私はなにも考えなくてよくて……）

「おや、散歩は取りやめですか？」

　ニヤニヤと、玄関扉を開けて待っていたのはデイモンだ。

「ドロシア様は体調が悪そうです」

　チェスターがとがめるように言うと、「ならばお休みいただくのがよろしい」としれっと言う。

「二階は人払いをしておく。おまえはずっとドロシア様についていろ。ドロシア様、静かな環境でチェスターとゆっくりお過ごしください」

「え、ええ」

　頬を染めながらうなずくと、デイモンは満足げに笑い、チェスターの肩にポンと手をのせる。

「わかってるな」

　チェスターはそれには答えず、無言で中へと入っていく。

　二階にあるドロシアの寝室まで足早に向かうと、壊れ物を扱うように、そっと彼女をベッドに横たわらせた。

「ありがとう、チェスター」

　チェスターは微笑んでいるが、どことなく元気がなさそうだ。椅子を持ってきてベッドのそばに腰かけ、ドロシアの額を優しくなでる。

「僕は……あなたを守るのが喜びですから」

「まあ、うれしいことを言ってくれるのね」

「本当ですよ」

　優しく、上から覆いかぶさるようにして彼が唇をふさいだ。触れるだけの優しいキスだったが、ドロシアの体はこわばった。

　ドロシアの記憶では、これ以上のことも彼とは何度でもしているはずだ。肌に触れ、ドキドキしながらも安心した記憶がちゃんとある。なのに、なにかが違うという思いが消せずにいた。

「ん、……ふっ」

　記憶をたどる糸を掴んだ気がしたのに、チェスターのキスが、徐々に舌を絡めるものへと変わり、手がかりを見失ってしまった。手を重ねられ身動きが取れない。深いキスは、思考のすべてを絡め取ってしまいそうだった。

（……でも、こんなキスをしたことがあるわ。とても悲しかったのを覚えてる。そう、お別れする前よ。……誰と？　私は誰と離れたくなかったの？）

　唇が離され、呼吸を忘れていたドロシアは、思いきり息を吸い込んだ。そのまま薄目を開けたとき、ドロシアにはとび色の目をした男性が見えた。

「えっ……」

　しかしそれは幻に過ぎなかった。ドロシアが驚いて瞬きをした瞬間、目の前の人物はチェスターに変わる。それが、違和感を決定的にした。

「嫌っ」

　ドロシアは思わず、チェスターを突き飛ばしてしまった。彼は驚いた顔でドロシアを見つめている。

「あ……ごめんなさい。あの。……でも違うの。うまく説明できないんだけど、なにか違うのよ！」

「ドロシア様」

　チェスターはうつむいて唇を腕でぬぐった。ふたりの間を沈黙が襲う。ドロシアは自分の態度を反省しておどおどとしていたが、チェスターのほうは自虐的に唇をゆがめ、目を両手で押さえた。

「やっぱり、無理だ。あなたは本能的にわかっているんだ。自分の相手が違うことくらい」

「チェスター？　なにを言っているの？」

「でも僕も、どうすることもできないんです。この屋敷を守るために、どうしてもあなたと関係を持たなきゃならない。……すみません、ドロシア様」

「チェ……」

　再びチェスターが上から覆いかぶさり、ドロシアの手首を押さえた。ドロシアは恐怖を感じ思わず悲鳴をあげる。

「きゃあっ。やっ、やめて、チェスター。助けてっ。オーガスト様……」

　口から飛び出したのは、彼女の形だけの夫の名前だ。だが脳裏に思い浮かんだ姿は違う。茶色の猫だ。しなやかな体を自由に動かし、とび色の瞳でドロシアを見つめる。思慮深さと臆病さと優しさをたたえた瞳を思い出し、ドロシアは目が覚めたような感覚にとらわれる。

「お、オーガスト様、オーガスト様っ」

「ドロシア様……」

　チェスターは動きを止めた。現在最高の魔女であるクラリスのかけた暗示を、こんなにも早く解いたことに驚きを隠せなかった。

「ドロシア！」

　叫び声とともに、寝室の窓ガラスが割れた。細かい破片とともに室内に飛び込んできたのは茶色の猫だ。頬の数ヵ所から血を流しながら、とび色の瞳を光らせる。その猫を見た途端に、ドロシアの脳内を、走馬灯のように景色が巡った。

「……あなたよ」

　猫に変身してしまうがために引きこもりになったこと。ドロシアを帰そうと必死になっていたこと。結婚してからは大切に愛してくれたこと。そして、猫から戻れなくなってしまったこと。それはすべて彼女の夫との記憶だ。

「この猫がオーガスト様だわ。私の旦那様よ」

　ドロシアは記憶が戻るのと同時に、呆然とするチェスターを押しのけ、ガラスの破片が散らばる床に駆け寄った。破片が足に刺さることも気にせず、猫の彼に必死に手を伸ばす。

　猫はとび色の瞳を揺らしながらも、息をつくのも忘れたようにドロシアを見つめていた。ドロシアが彼を抱き上げたところでようやくひと言発した。

「ドロシア。……僕を覚えているのかい？」

「今、思い出しました。私の旦那様です。私が一番大好きな人です」

　痛みに顔をゆがめながらも、ドロシアは決して彼の体を離さない。

　しばらく腕の中でおとなしくしていたオーガストは、自らの血がついてしまったドロシアの頬を舐め、尻尾をくるりと上げた。

「……チェスター。デイモンに伝えてくれ。この茶番は中止だ。ドロシアをほかの男になんて触らせるものか。僕はなんとしてでも人間に戻れる方法を探す」

　男らしい宣言に、ドロシアは泣きたくなる。

（嘘みたい。オーガスト様がそんなことを言ってくれるなんて。……自分の意思を尊重するなんて）

「本当ですか？　オーガスト様」

「今まで悲しい思いをさせてすまなかった、ドロシア。僕はずっと償わなければならないと思っていた。この屋敷が魔女狩りの悲劇にあったのは、僕の不用意なひと言が原因だったから。母から残された人生は、使用人を……魔女たちを守るためだけに使うものだと。そのために僕は生ける屍でいいんだ、とね。でも君に出会って、変わったんだ。僕は生きたい。君と幸せになるために生きたいんだ」

　ドロシアは涙をぼろぼろと流しながらも口もとには笑みを浮かべた。猫のオーガストの真剣な言葉が、とてもうれしく、この人はいつも猫の姿のときにばかり素敵なことを言うな、と思ったら自然に笑ってしまっていた。

「オーガスト様、カッコいいです」

「ドロシア。ほら、泣かないで」

　ぼたぼたとドロシアの頬を伝う涙を、オーガストが舐めすくう。

　その間に音を聞きつけてやって来たデイモンが、荒々しく扉を開けた。

「いったい何事だ！」

　デイモンは、現状を一瞬で確認すると、憎々しげに顔をゆがめた。

「……これは、オーガスト様。どうやって上がってきたんですか。階段には見張りをつけておいたのに」

「ご覧の通り、木を登って、窓を破ってだよ。猫になれるのも、役に立つことがあるもんだね。……デイモン、暗示は解けたんだ。ドロシアには効かなかったんだよ。僕は人間に戻る方法を探す。僕に魔力があるというのなら、変身を解く方法だって僕自身の手で見つけることができるはずだ」

　デイモンはオーガストを凝視し、馬鹿にしたように笑いだした。

「今さらなにを言っているのです。あなた自身が言ったんでしょう？　もう人間には戻れない気がする、と。だからこそ私は……」

「たしかに僕が言った。あきらめてしまったんだ。だけど、ドロシアが自分じゃない男に愛をささやくのかと思ったら……はらわたが煮えくり返りそうだった。気づいたんだよ。それに耐えられるほど、僕の心は死んでないって。無理だなんて自分で決めるのはもうやめる。窓を破るなんて、今まで考えもしなかったことだってできた。こんなふうに、僕にはもっと、できることがたくさんあるはずだ！」

「だったらその姿を人間に戻してごらんなさい！　私だってべつに、ドロシア様を傷つけたいわけでも、あなたをさげすみたいわけでもありません。ただクラリスを守りたいだけだ。そのために跡継ぎが欲しいだけです」

　激高したデイモンは、目を血走らせて言葉を投げつける。以前ならば目を伏せて黙ってしまったであろうオーガストが、真っ向から彼を見据えて、言い返している。

「跡継ぎをつくるために、努力はする。できる限りのことをね。でも僕はドロシアと生きていきたいんだ。今までは君たちの生活を守ることが僕にとって一番の優先事項だった。でも今は、たとえ子ができなかったとしてもドロシアを手放すつもりはない。彼女は僕のものだ」

「それでは私たちは……クラリスはどうなるのです！」

「それは……」

　オーガストは一瞬たじろぎ、ドロシアを見た。今や彼女はオーガストにとって一番大切な女性だ。彼女を傷つけて泣かせて守ったとしても、この屋敷は、彼にとって苦い思い出の場所にしかならない。ドロシアを手放すことは、オーガストにとっては大切なものをすべてなくすのと同じだ。

　ようやく思いきったように、オーガストは顔を上げた。

「僕が死ぬ前に、君たちにも財産を分与しよう。僕は君たちを守れなくなるけれど、みんなが自分の力で生きていけるように、できるだけの支援はする」

「……そんな勝手なっ」

　デイモンが歯ぎしりをしてこぶしを握る。そのとき、忍ぶような笑いが漏れ聞こえてきた。怪訝そうに眉を寄せたデイモンが振り向くと、チェスターが肩を震わせながら笑っている。

「は、ははっ。やっぱりすごいや、ドロシア様。あのオーガスト様にここまで言わせるなんて」

「チェスター？」

　チェスターはベッドの上から下り、父親のデイモンを無視するように通り過ぎて、ドロシアとオーガストのほうへ手を差し伸べた。

「ドロシア様、先ほどは手荒なことをして申し訳ありません。オーガスト様も、申し訳ありませんでした」

　オーガストはチェスターを見て首を振る。

「望んでしていたわけじゃないってことはわかっている。そもそも僕がぐずぐず悩んでいたのがいけなかったんだ」

「いいえ。僕らが、あなたに守られるのがあたり前だと思っていたのも、おかしかったんです。大切な場所や人は、自分で守らなければ意味がないというのに」

「チェスター」

「どうか、おふたりとも手当てをさせてください」

　チェスターはオーガストを抱いたままのドロシアを抱き上げ、ベッドへと運び座らせた。足についたガラスの破片を、丁寧に見分し、大きな欠片かけらは引き抜いた。オーガストもドロシアの腕の中から飛び出してチェスターの隣に下り立ち、ドロシアの足を心配そうに見つめる。

　無視された状態のデイモンはいきり立ってチェスターに訴えた。

「チェスター！　わかっているのか？　ドロシア様に身ごもっていただかねばどうなるのか」

「わかっていますよ、父上。でも仕方ないでしょう。この屋敷がなくなれば、人の中に戻ってバレないようにひっそりとでも生きていくしかないじゃないですか。伯爵家の血を継いでもいない人間が、無理やりこの屋敷を引き継いでいくなんて、間違っています」

「しかし」

「まして無理やり妊娠させるなんて……そんなことをして幸せになどなれるはずがないじゃないですか。それに、今まで言えなかったですけどね。僕にも好きな人がいます。その人を裏切るようなことはしたくありません」

「なんだと？」

　眉を寄せたデイモンに、チェスターは苦笑した。

「気づいてなかったんですね。僕とエフィーは愛し合っているんですよ。この屋敷の存続のためと割りきるつもりでしたが、オーガスト様の言葉を聞いて気が変わりました。僕も、愛する人と生きていきたい」

「おまえっ、いつの間に」

「人の心に鎖などつけられないんですよ。無理やり曲げたものはどこかでひずみが出る。父上だって、反対されても母上と離れられなかったと僕にそう言ったじゃないですか」

「みゃーん」

　そこで、入ってきたのは白猫のアンだ。声に惹かれて戸口のほうを見た一行は、エフィーが口もとを両手で押さえたまま立ちすくんでいるのを見つけた。

「わ、私。物音がしたので……驚いて」

「エフィー！」

　彼女のもとへと、一心に駆けていくチェスターにデイモンが苦々しい顔を見せる。入れ替わるように猫のアンがつとつととベッドに近づき、ドロシアの足をぺろりと舐めた。よく思い出したわね、と言われたようで、ドロシアはひどく安心した。

「アン、……アン。お願い触らせて？」

　手を伸ばすと、アンはベッドの上に飛び上がり、ドロシアにすり寄った。

「みゃん」

「アン、私間違わなかった。ちゃんとオーガスト様のこと思い出したわ」

「みゃーん」

　アンがうれしそうに鳴く。ドロシアは心底安心して白猫を抱きしめた。デイモンだけが納得できずに、強く床を蹴った。

「……いい加減にしてください！　私はそんな理想論が聞きたいんじゃない。魔女たちは人の世で生きられなかったからここに隠れ住んでいるんでしょう！　なぜおとなしく言いなりになってくれないんだ！」

　デイモンは、怒りの形相でドロシアに近づき、足もとにまとわりつくオーガストを蹴散らして乱暴にドロシアの腕を掴んで立ち上がらせた。

「なーん」

　そのとき、一匹の猫の声が室内に響き渡った。オーガストがガラスを破った窓からそっと入ってきたのは、アールだった。










そして一緒に歩みだす




「……アール？」

　普段、森にいるときは、彼は風景にとけ込むように存在感を消している。しかし部屋で見ると、艶のある黒い毛並みには気品が感じられ、小さな体が嘘のようにその存在が大きく感じられた。

　興奮していたデイモンでさえ、ドロシアの腕を掴んだまま、目はアールに釘づけになっていた。

「なーん」

　アール自身はいつもと変わらぬ調子でひと鳴きし、オーガストのそばにつかつかと近寄り、話しかけた。猫の言葉を理解できるオーガストとアンだけが反応を示している。

　アンは途中、不満げに「みゃん」と鳴いたが、アールがひと鳴きして答えると、傷ついたようにそっぽを向いて部屋から出ていってしまった。

「どうしたの、アン」

　それをエフィーとチェスターが追いかけていく。残されたドロシアとデイモンは二匹の猫の会話を黙って見つめていた。

「ダメだ。そんなことをしたらアールが」

「なーん」

　オーガストの言葉から真剣な話をしているのはわかるが、内容までは理解できない。しかも、二匹の話し合いは平行線のようで、終わりが見えない。あまりの話し合いの長さに、デイモンがしびれを切らして口を挟んだ。

「いい加減にしていただきたい。いったいなんの話をしておられるんですか？」

　二匹は会話を止め、オーガストがためらいながらも口を開く。

「アールから提案があるそうなんだ。それで、ドロシアと僕の間に子が成せるかもしれないって」

　思いがけない内容に、ドロシアも、デイモンも顔を晴れ渡らせた。しかし、オーガストの顔は悲しげにゆがんだままだ。

「僕に子どもができないのは、男の魂にメス猫の魂が絡み合っているから、中性状態になってしまっているんじゃないかというんだ。だからドロシアの中にオス猫のアールの魂が入れば、ちょうどいいはずだと。……母の使い魔が僕に猫の命をくれたように、アールは君に命をあげると言っている」

　それを聞いて、デイモンはホッとしたように表情を緩め、ドロシアの腕を放す。しかし、ドロシアは眉をひそめた。

「でも確証なんてないんでしょう？　それにそんなことをしたら、アールの命はどうなるの？」

　オーガストと融合した猫は、もうこの世に形を残していない。同じようにアールも消えてしまうのではないのか。

「なーん」

「べつにかまわないって。長く生きたから、もういいって」

「でもアールはオーガスト様にとって大切な存在だわ。瀕死なわけでもないのに、大切な命をもらえません。それにアンだって……」

　ドロシアの脳裏に傷ついたように出ていったアンが映る。二匹が時折甘えるように体を寄せ合っていたのをドロシアは知っている。

「ダメよ。だってアールはオーガスト様にとって家族のような存在じゃない」

「君だから、だって。アールは、君を信用してるんだ。自分が死んでも、君なら、僕をこれからもずっと支えてくれるからって言っている」

「……そんな」

　だからと言って、ずっとオーガストを見守ってきたアールの代わりにはなれない。そこまで考えて、ドロシアはハタと気がついた。

「アールはオーガスト様と同じくらい長い期間を生きてきたんですよね？　たしか、これが九回目の生だと聞いた気がします。だとしたら私に渡せるような命はもうありませんよね？」

「なーん」

　アールが鳴き、オーガストが通訳をする。

「君に渡すのは、九回目の今の生だって」

「その場合、私はどうなるんですか？」

「融合だから、死ぬわけじゃないって」

　もし魔法でアールとドロシアの魂が融合するならば、アールの九度目の生とドロシアの一度目の生が同じものとなるわけだ。

「え？　じゃあ待って。私が死なないってことは、オーガスト様もそうなんじゃないんですか？　瀕死の状態だったかもしれないけれど、死んだわけじゃなかったから猫と命の融合ができたんでしょう？」

「ドロシア？　なにを言いたいんだい？」

　オーガストは気づいていないようだ。ドロシアは伝わらなさに歯噛みする。

　最初に彼の身の上話を聞いたとき、ドロシアはオーガスト自身の命は失われ、猫の命がのちの生をつないでいるのだと思っていた。しかし、今の話だと、命をもらうというのは魂の融合ということらしい。だとすれば、何度生まれ変わったにせよ、もともとのオーガストの魂は残っているはずだ。

「融合できるなら、切り離すこともできるんじゃないんですか？」

「え？」

「つまり、あなたから猫の魂を分離させるんです。あなたを、ただの人間に戻すのよ！」

　オーガストは目をパチパチさせてドロシアを見ている。

「僕を、……僕に戻す？」

「可能かどうかはわかりませんが、検討する価値はあると思いませんか？　お願いデイモン、クラリスを呼んできて」

「は、はっ」

　急にきびきびとしたドロシアに、デイモンは思わず背筋を伸ばして従った。慌てて部屋を出て、去り際に不思議なものを見るようにドロシアに視線を送る。

　アールは、ドロシアの足の傷をぺろりと舐め、「なーん」と鳴いた。

「……君はすごいね、って言ってる」

　オーガストはぴょんと飛び上がり椅子の上に乗ると、体をしなやかに伸ばして、彼女の耳もとにささやく。

「一度くっつけたものを分けるなんて考えてもみなかったって言っているよ？」

　褒められるとは思ってもみなくて、ドロシアは恥ずかしくなった。

「すべてうまくいったら、改めて褒めてください」

　照れながら答えるとオーガストが笑う。やがて扉をノックする音が聞こえ、チェスターが入ってきた。

「話は聞きました。今、父が母を連れに行っています。戻ってくるまでの間に、足の手当てをしますね」

　チェスターの手には小さなクルミの器に入った塗り薬があった。

「エフィーが作っている傷薬です。普通のものより効きがいいので、すぐに治るはずですよ」

「エフィーは？」

「アールが死んでしまうと思って、アンがショックを受けたようで……そばについています」

　チェスターはピンセットで手際よくドロシアの足から細かな破片も引き抜き、薬を塗って包帯を巻いた。

「ありがとう。これ、オーガスト様の頬の傷にも効くかしら」

「ええ、もちろん」

　ドロシアはかわいらしいクルミの器に入った薬を受け取り、塗ろうとした。しかし、今のオーガストは猫だ。毛の奥にある地肌になかなか届かない。

「……なんか毛にばっかりついちゃいますね」

　オーガストの頬の毛がくっついてべとべとになってしまっている。

「仕方ないよ。それに、僕のはたいした傷じゃない」

「でも、早く治ってほしいから」

「僕より君だ。この傷が治ったら、もう二度と怪我なんかさせない。仮に人間に戻れなかったとしても、絶対に君を守るよ」

　以前と違って前向きに未来を見つめる彼は、猫の姿だとしても、とても凛々しい。ドロシアは先ほどから胸がときめいてばかりだ。

　やがて、バタバタと廊下を走る音が響き、デイモンとクラリスが競うように部屋に入ってきた。

　クラリスは興奮しているのか、いつもの落ち着いた様子ではなく、息を切らせ頬を赤く染めている。

「ドロシア様、話は聞きました」

「クラリス、教えて。猫の魂との分離はできるの？　試してみて、彼が死んでしまうんでは困るのよ」

「融合させた状態で何度か生まれ変わっていますから濃密な絡みつきだとは思います。ですが、ドロシア様の言う通り、オーガスト様の魂自体は失われていませんから、理論上は可能だと思います。ああもう、私としたことがそんなことに気づかなかったなんて！　とにかくやってみます。オーガスト様、こちらへ」

「ああ」

　クラリスはオーガストにベッドに寝そべるように言い、彼の体全体をチェックし始めた。アールが心配そうにそばに寄り添う。

　ここから先は魔女たちの仕事だ。邪魔をしてはいけないと、ドロシアは一歩下がった。と、足が包帯巻きになっているのでよろけてしまった。しかし、ドロシアが床に膝をつくことはなかった。腕を掴んで支えてくれたのは、デイモンだ。

「あ……」

　顔を見た瞬間にすっと血の気が引く。ドロシアのあからさまな怯えに、デイモンは苦笑した。

「まあ怯えられてあたり前ですな。でももう、あなたに手出しはしませんよ。ご安心ください」

　デイモンはドロシアを椅子に座らせ、自分は床に膝をつき、頭を下げる。完全なる忠誠の態度にドロシアは落ち着かない。

「やめて、デイモン。お願いだから、椅子に座って」

　ドロシアの懇願にデイモンはようやく隣の椅子に腰かける。

　部屋に散らばったガラスはチェスターによって片づけられ、クラリスとオーガストとアールは、ベッドを囲むようにして話し合いを重ねている。ドロシアとデイモンがいるのはそれを眺められる位置だ。

「あなたは不思議な方ですな」

　デイモンは、視線をクラリスに向けたまま、ぽつりとつぶやいた。

「……私がクラリスと結婚するとき、彼女はかたくなに外の世界を拒みました。だから私は、クラリスを守ることはこの屋敷を守ることと同じだと思っていました。そのために、誰に憎まれてもよかった。オーガスト様も、屋敷の維持に人生を注いでくださる覚悟でしたしね。……まさか、そのオーガスト様の心を変えるとは思いませんでした」

　デイモンは、膝に手を置いたまま、深々と頭を下げた。

「私の負けです。あなたはオーガスト様だけじゃなく、チェスターの心も変えた。もしオーガスト様と猫の魂分離が失敗したとしても、もうあなたに偽の跡継ぎを産ませることは誰も望まないでしょう。……教えてもらえませんか？　もしこの試みが失敗したら、あなたはどうします？」

　ドロシアは彼に頭を上げるようにいい、質問に答えた。

「そのときは、猫のオーガスト様と暮らすわ。私は彼といるだけでたぶん幸せでいられるから」

「では私は、どうしたらいいと思います？」

　デイモンが途端に迷い子のような表情を見せた。彼は、自分の常識の通じない世界で、何年も必死にもがいてきたのだ。そして築き上げた土台を、今またドロシアに崩されて途方に暮れている。

　ドロシアは黙って考えを巡らせた。その間、デイモンは自らが探し求める答えを、彼女に期待して何度も視線を送る。彼女が顔を上げたときには、ホッとした顔さえ見せた。

「……私の弟はね、父が借金だらけになったとき、ならば爵位なんていらないと靴職人を目指し始めたの。今じゃいっぱしの靴を作るわ。オーガスト様の支援を受けて、父の仕事も軌道に乗ってきたみたいだけど、弟はきっとこのまま靴職人として生きると思う」

「弟君……ですか？」

「ええ。過去や家柄にこだわらずに柔軟に生き方を変える弟を、私はうらやましく思ったものよ。……そして、私たちもそうするべきなんだと思う。私、デイモンには商売の才能があると思うわ。もし、オーガスト様が猫のままだったなら、あなたは事業を始めてみたらどうかしら。貴族じゃなくても、裕福な商人なら大きな屋敷を持つことができるし、多額の税金を払う国民を無視することは国王様にもできない。そうなれば、あなたはあなたの大切な人を守るくらいのことはできると思う。……どう？」

　ドロシアの提案に、デイモンは泣きそうな顔で笑った。

「この屋敷の代わりになる場所を自分でつくれということですね？」

「そうね。……誰かを犠牲にしなきゃ成り立たない幸福ならば、結局魔女狩りと変わらないでしょう？　私、あなたと話していてなぜか引っかかることがあったの。それがなんなのか、ようやくわかったわ。あなたは、人間と魔女を違うものだとして扱っているのよ。でも私はそうは思わない。ここで暮らしてみてわかったの。みんな優しいし、助け合って協力して生きている。特殊な力があるだけで、普通の人間となにも変わらないわ」

　デイモンは神妙な顔でドロシアを見つめる。

「ただ、暗示だけは怖かった。自分たちの都合で、人の気持ちも考えずに力を行使しているから。でもそういうのって人間もやっているわよね？　政略結婚を押しつけたり、魔女狩りもそう。……私欲で動くとき、人も魔女も恐ろしいものに変わる。そこも同じ。ほら、人と魔女、どこが違う？」

「ドロシア様」

「同じなんだもの。交わって生きられないなんてことはないわ。かつて魔女の力が恐ろしいと思われたのは、それが得体の知れない力だからよ。勝手な妄想で、人に害を成すものだと思われたから。だからまずは魔女の力をひとつの技術として広めていければいいと思うの。そんなビジネスを考えたらいいんじゃないかしら、デイモン」

「魔法をビジネスに？」

「たとえばこの効き目のいい薬。効果に見合った値段をつけて流通させるの。魔女の力だということは明言しないで、まずはいい薬だということを知ってもらうのよ。役立つものならば売れるわ。そしてやがて人間の生活に必要不可欠なものになる」

「しかし、魔女の力を金儲けの道具にするのは……」

「職人は技術を売って生計を立てているわよね？　それと同じよ。金儲けをしなさいとは言わないけれど、物には正しい価値をつけないとおかしくなるわ。人ってね、与えられてばかりでもダメなのよ。『なんの利もないのに、どうしてこんなに親切なのか』、『騙されているんじゃないか』とどんどん不信が募っていくの。悲しいことだけど、人間にはそういうところがある。そしてなにか事件が起こったとき、その不審は爆発する。だけど、ほんの少しでも対価を払えば、それは自分の力で得たものになるでしょう？　それがビジネス化するっていうことよ」

　ドロシアは熱を込めて続ける。

「商品化することで、魔女の力で作られた便利なものが、人間がお金で手に入れられるようになる。便利なものを作る技術者には、みんな感謝をするわ。そうやってみんなに認知されてからなら、いつかそれが魔女の作ったものだとバレたとしても、受け入れてもらえるんじゃないかしら」

　息をつめてドロシアの言葉に聞き入っていたデイモンは、目を細めて顔をゆがませた。まるで、今にも泣きだしてしまいそうだと思い、ドロシアは焦る。

「もちろん、悪用しようという人も出てくるわ。そんな人たちから魔女を守るために、あなたにいてほしいの。あなたが矢面に立って交渉すれば、クラリスのように、見た目で注目を浴びてしまう人は表に出なくてすむし、悪い人に騙されることもないでしょう？　どう？」

　聞き終えて、デイモンは苦笑する。

「あなたは本当に……不思議な方ですな」

　そのとき、視界の端でオーガストたちに変化が起こった。ドロシアもデイモンも、息をつめて彼らに注目する。

「どうですか、オーガスト様」

「うん。……っつ、うっ」

　クラリスの問いかけに、オーガストが苦しそうに顔をゆがめながらも答えている。

「かなり濃密なつながりになっていますが、必ず分離はできます。あなたが、自分自身で決別しようと思えば」

「わかってる」

　猫の体全身を浅く揺らしながら、苦しそうに呼吸をしている。

「……オーガスト様」

　ドロシアは小さく彼の名を呼んだ。猫の耳がそのささやきを拾って小さく揺れる。苦しそうに顔をゆがめたまま、とび色の瞳はまっすぐにドロシアをとらえた。ドロシアは神に祈るように手を合わせ、あふれんばかりの愛情を込めてささやく。

「がんばって。……信じています。私たち、ずっと一緒にいられるって。あなたと……健やかなるときも、病めるときも、ずっとともに歩いていきます」

　ドロシアには、今オーガストがとても近くに感じられた。

「いい夫婦になりましょう？　ともに歩き、支え合い、苦難も幸福も分かち合っていきましょう。あなたとなら、それができる気がするんです」

　ドロシアの声は、隣で座るデイモンにも聞こえないようなほんの小さなものだったが、猫の優れた聴覚はそれをきちんととらえた。オーガストは安心して目をつむる。すると、彼を押さえ込んでいた皮膜のようなものがはがれていく感覚がした。

「僕はもう、大丈夫なんだ。僕は……信じて愛し合える人に、出会えたんだ」

　オーガストのとび色の瞳がきらりと光ったかと思うと、彼の全身を貫くような痛みが走った。

「ぐ、うわああぁぁっ」

　猫の尻尾をピンと立て、オーガストは悲鳴に似た声をあげた。彼の震えが伝わったかのように、屋敷全体が揺れ始めた。天井のシャンデリアが揺れ、ガラスの欠片がひとつ落ち、クラリスが驚いたようにあたりを見回した。

　変化は、ドロシアにも感じられた。屋敷全体にかかっていた重苦しい魔法の気配。そのすべてがとけるように消えていく。そして、クラリスの先にいるオーガストにも変化が起こった。種が芽を出すように、毛むくじゃらの体が伸びやかな人間の体へと変化していく。

　陶器のように白く艶やかな肌に、美しい隆起をつくり出す筋肉。神様がこしらえたような美しい顔には、猫のときより薄いとび色の瞳が輝いている。

　見とれていたドロシアは、はっとなって慌ててベッドに向かい、シーツを掴んで彼にかぶせる。

「ほかの人にそんな姿見せないでください！」

　頭からかぶせられたシーツを体に巻きなおしながら、オーガストは思わず笑ってしまう。

「ドロシア、最初に言うことがそれ？」

「す、すみません。だってっ……あまりにも綺麗なんだもの」

　オーガストは真っ赤になって恥じらうドロシアの腕を引っ張り、シーツ越しに抱きしめる。

「本当に人間に戻れた。ドロシア、こうして君を抱きしめられる。……それに、屋敷にかかっていた母の魔法の気配が消えている」

　階下からもざわめきの声が聞こえてくる。みんな、なにかしらの変化を感じているのだ。

「お屋敷の魔法まで、……解けたんですか？」

「ああ。どうやらそのようだ」

　まだ信じきれないように天井を見つめるオーガストを、ドロシアはじっと見つめた。そこに、ほんの少しの違和感があった。それは彼の顔に一番表れている。以前あった目尻のしわがなく、肌艶がいい。

（前から年齢の割には若い見た目だと思っていたけど、これはもう根本から違うような……）

「もしかして……オーガスト様、若返っていませんか？」

「そうかな」

「そうですよ。こんなにつるつるじゃなかったですよね」

　オーガストの頬を両手で包んで触りまくるドロシアの背中に、ゴホンと咳払いの声がした。

「少し説明をさせてもらってもいいかしら」

　笑顔を引きつらせているのはクラリスだ。人目もはばからずひっついていたドロシアとオーガストにいささかおかんむりの様子だ。意識した途端に顔が真っ赤になったドロシアは、飛びのくようにしてオーガストから離れた。

「なーん」

　アールが小首をかしげて鳴いた。オーガストは目を見張り、彼のほうを見つめる。

「……アール？」

「なーん」

「そうか、アールの声もわからなくなるのか」

「え？」

　ドロシアも驚いたが、「もう猫の魂は存在しないんですから当然ですわ」とクラリスがこともなげに言う。

「とりあえずオーガスト様、服を着ませんか？　このままでは落ち着いて話もできません。あなた、オーガスト様の着替えを」

「あ、ああ」

　言われて、デイモンが立ち上がる。

「ここは窓も壊れてしまいましたし、オーガスト様の執務室でお話ししましょう。先に行って待っていますね」

　颯爽と立ち上がるクラリスに返事をし、部屋を出ていくみんなを見送ってから、ドロシアは黒猫のアールを抱き上げた。

「アール。あなた、オーガスト様とお話できなくなっちゃったの？」

「なーん」

　猫は同じような調子で鳴く。うれしいのか悲しいのか、ドロシアには判別がつかない。

「魔法を解いたからよね。……ごめんね、あなたにとっては寂しいわよね」

「なーん」

　黒猫は、尻尾を器用に動かしドロシアの頬をくすぐった。気にするな、と言われているようで、ドロシアは笑顔をつくろうと思ったのに、涙が出そうになった。

　ドロシアがアールを連れて執務室に入ったとき、部屋には四人の姿があった。中央のソファに着替えをすませたオーガストとクラリスが向かい合って座り、デイモンとチェスターはクラリスのうしろに立っている。

「エフィーは？」

「遠慮します、とのことです。まずは我々で話し合ってほしいと」

「そう」

「おいで、ドロシア」

　オーガストに呼ばれて、ドロシアは彼の隣に腰かける。シャツに包まれていてもわかる、大きな肩幅とがっしりとした腕。眉はすっとなだらかな山をつくり、対応するように口もとは逆向きの弧を描く。穏やかな笑顔は彼の気質そのものを的確に表現している。

　人間に戻ったオーガストを久しぶりに見るからなのか、それとも若返ったからなのか、やたらにキラキラして見えてドロシアは落ち着かずに顔を押さえた。

　本題の口火を切ったのはクラリスだ。

「ではお話ししますわね。まず最初に、亡くなったオーガスト様のお母様……今は奥様とお呼びしますわね。この屋敷に奥様の魔法がかかっていたことはご存知でしたわよね？」

「ああ。しかし、あれがどういった内容の魔法なのかはまったくわからなかっただろう」

　オーガストが続け、クラリスが小さくうなずく。

「私も疑問でした。オーガスト様を守る魔法なんだと言い伝えられてはきましたが。……そもそも魔法とは、かけた本人が死んでしまえば解けるものです。なのに、あの魔法は解けなかった。なにか大きな仕掛けがあるんだろうと思っていました。そして、解けたことでようやく理解できました。あの魔法は、オーガスト様、あなたと融合した使い魔の猫がかけた魔法だったのです」

「どういうことだい？」

「おそらくですが、奥様は死ぬ前に、血か、あるいはそれに準ずる体液を使って、屋敷に魔法の場をつくり、使い魔に魔力を託されたのでしょう」

　オーガストはあの日の記憶をたどる。背中を刺され、朦朧とした意識のオーガストの目に飛び込んできたのは、なんらかの文言を唱えながら自らの胸に短剣を刺した母の姿だ。彼女からこぼれた血はあたりに飛び散り、使い魔の猫やオーガストにも降りかかった。オーガストが恐怖を感じたその光景は、彼女が自らの魔力を受け渡し、魔法を持続させるための場をつくるものだったのだ。

　その猫が、瀕死の状態だったオーガストを救うために命を差し出し、彼と同化した。五度目の生を生きていた使い魔の魂とオーガストの魂が融合してすぐに、オーガストは息を引き取る。猫の、五度目の生の終わりだ。

『大丈夫、六度目の生が始まりますよ』

　それはオーガストの記憶には残らないささやきだった。

　体を再生し、十七歳から再び生をつないだオーガストは、精神に混乱をきたしていた。自らの幸せを奪った軍人や世の中を恨み、なにもできない自分を悔やみ、失ったものに愛着を寄せる。その思いが彼の中の使い魔の魔力を暴走させた。無意識に、軍人たちの記憶を改ざんし、自らをこの屋敷にしばりつけたのだ。

「……あなたはこの屋敷を守らなければと思っていた。だから、屋敷に訪れるものは体に負担を感じ、深い眠りに落ちてしまう。すべては、あなたが、客人が余計なものを目撃しないようにと願った結果です。これはたぶん、ドロシア様が一番感じているんじゃないかしら」

　クラリスの問いかけに、ドロシアはうなずく。

「そういえば、来た当初はすぐ眠ってしまったし、金縛りにあったこともあるわ」

「それもたぶん、魔法のせいです。でも、正式に奥方になってからはそんなことはなかったでしょう？」

「言われてみればそうね」

「オーガスト様が、ドロシア様を信頼したからですよ。そして今、オーガスト様はこの屋敷を守るより、ドロシア様を幸せにするほうが大切だと願った。そこに、私が猫の魂を分離させるための魔法をかけたので、すべての魔法が一気に解けたんでしょう」

「じゃあ、今のオーガスト様は……」

「猫の魂とは完全に分離しています。屋敷の魔法が完全に解けたところをみると、猫の魂は浄化したのでしょうね。私も初めて見るケースですので断言はできませんが、魂が融合する前の状態に戻ってしまっているようですね。中身は変わりないんでしょうが、外見は十七歳の状態まで戻っています」

「まあ」

　心は百十七歳の、十七歳の肉体を持つ、公式には三十七歳の伯爵。

（なんてアンバランスなの？）

　ドロシアは思わず笑ってしまう。

「私、年上の方にお嫁入りしたつもりでしたのに」

「公式の年齢が変えられるわけじゃない。僕はあくまで三十七歳だよ。見た目が若返ったくらい問題じゃないだろ？」

　オーガストはくすくす笑いながら彼女の顎を持ち上げた。若返ったオーガストは、もともとの整った顔立ちもあってすごく綺麗なのだ。ドキドキしてしまって、ドロシアはすぐ顔が真っ赤になってしまう。

「問題はあります！　ただでさえつり合わないのに。こんなそばかすに赤毛の妻じゃ、人前に出られないわ」

「どうして？　ドロシアは僕の最高の妻だ。これからは一緒にどこへでも行ける。僕はむしろ、自慢したいくらいだよ。こんなにかわいい赤い宝石が、僕のそばでずっと輝いていてくれるなんて」

　とび色の瞳をキラキラ光らせながら、オーガストは夢見るように言う。

　ゴホン、と咳払いをしたのはデイモンだ。オーガストは我に返り、頬を染めたままクラリスに問いかけた。

「すまない。久しぶりに人間に戻れたからうれしくて。……これで、ドロシアとの間に子ができるだろうか」

「お子様に関しては正直わかりません。ご自分で努力なさってください。猫の魂と分離できたのは、アールの声が聞こえなくなったことで証明できるでしょう？」

「ああ。……それはちょっと、残念だけどな」

　オーガストがちょこんと座っているアールに手を伸ばす。彼はぴょんと膝に飛び乗るとかしこまって「なーん」と鳴く。

「おまえも残念かい？　はは。でもよかったって？」

　ひとりと一匹は顔を見合わせて笑っている。

「オーガスト様、アールの言葉がわかるんですか？」

「もう言葉はわからないよ。でも百年も一緒にいるからね、表情や態度で、ある程度は理解できる。アールは、喜んでくれているよ」

「すごい。私もアールの気持ちわかるようになりたいわ」

「なーん」

　アールはドロシアに向かって一度鳴くと、ぴょんと飛び出して部屋を出ていった。今のは〝がんばれ〟って意味かな、なんて勝手に思いを巡らせていると、やがて窓の外から二匹の猫の声が聞こえてきた。窓辺に寄って姿を探すと、森へと向かうアールをアンが追いかけているのが見えた。

「アン、がんばって」

　この屋敷に来てから、ずっとドロシアを支えてくれたアンに、エールを送る。

「さ、これでもと通りということでいいかな」

　オーガストが話をまとめようとすると、デイモンだけが首を振った。

「いえ。もと通りではありません。オーガスト様。私はここでの仕事をやめようと思っています」

　これには、オーガストだけではなく、クラリスやチェスターも息を止めた。

「あなた？　どういうこと？」

　とがめる口調のクラリスに、デイモンは苦笑を返し、オーガストのほうを見やる。

「私は今回、あなたやドロシア様の人権を無視した。その罪は許されるものではありません」

　デイモンが頭を下げ、オーガストは黙ったままだ。ドロシアは窓辺から恐る恐るオーガストの横に戻り、彼の決断を待った。オーガストははあ、とため息をつくと、腕を組みなおした。

「僕が許すと言ってもかい？」

「ええ。私が、自分自身を許せません。奢っていたんですよ。自分の決断以外にこの屋敷を守る方法はないと。でも間違っていました。それをドロシア様が証明してくださったんです。……新しい暮らしのヒントもいただきましたし、一念発起して出なおしたいと思っています」

「じゃあ、クラリスとチェスターはどうするんだ。君の妻子だ。連れていくのか？」

「……いえ」

　クラリスが息をつめてデイモンを見つめている。チェスターが不安そうな母親を支えるように肩に手をのせた。

「チェスター、おまえはもう十八だ。自分の人生を自分で決める年だろう。好きにするといい」

　結論を投げかけられて、チェスターはたじろぎつつも答える。

「僕はここに残ります。これからもオーガスト様やドロシア様のそばでお役に立てたらと思っているし、ここには、エフィーもいる」

「じゃあおまえには今の私の仕事を引き継ごう。……クラリス」

「はい」

　クラリスの人形のような顔がゆがむ。いまだ二十代と言われても違和感のないほど美しい現在最高の魔女は、人の世に戻るには異彩を放ちすぎている。

「俺は、君たち魔女が作る薬を売る商売を始めてみようかと思っている。ただし、魔女の力のことは隠し通すつもりだ。俺はまだ、そこまで人間を信用してはいない」

「薬を……？」

「そう。自分たちで、自分の暮らしを支える金を稼ぐんだ。今まで俺たちは、オーガスト様に守られて当然だと思い込んでいた。だが、隠れ住むには限界がある。ドロシア様のおかげで今の暮らしは維持できるが、今度は老いて滅びを待つことになってしまう。自分たちを活かし生き延びていくには、人の世の中で自分たちの居場所をつくらなければダメだったんだ。俺はその第一歩になりたい」

「あなた……」

　クラリスは複雑な表情でデイモンを見つめる。デイモンはそんな彼女の両手を掴み、真摯なまなざしで訴えた。

「俺と一緒に来てくれ。君の見た目が人に違和感を与えることは承知している。それでも俺の妻は君だけだ。なにがあっても守るから、俺についてきてほしい」

「私を、連れていこうっていうの？」

「そうだ。俺は今度こそ君を、外の世界に連れ出す」

　クラリスはうれしいとも悲しいともつかない顔をした。

「無理よ。魔女が……外で生きるなんて」

「無理じゃない。俺は、この屋敷以外に魔女が生きられる場所をつくるんだ。そのために君の力が必要だ」

「どうしちゃったの、あなた」

「ドロシア様が俺に道を示してくださった。俺はそれに賭けてみたいんだ」

　デイモンの表情は晴れ渡っていた。クラリスは一度恨めしそうにドロシアを見たが、やがてあきらめたように苦笑した。その瞳にはうっすらと涙が浮かんでいる。

「……あなたはこうと決めたら人の言うことなど聞かない人だったわね。わかりました。私もあなたを信じる。一緒に行きます」

　まだためらいを残す口調で告げたクラリスをデイモンは思わず抱きしめる。

「ありがとう」

「お礼なんてやめて。あなたがしてくれたことを返しているだけよ。自分の世界を捨てて私のそばにいてくれた。……今度は私が、あなたの世界へ飛び込むってだけ」

「それでも、俺はうれしいんだ」

　彼女を離し、「では」とデイモンが意気込んだとき、水を差したのはオーガストだ。

「待て、デイモン。まだ僕は君の雇い主だよ」

「ですから、今日を限りにやめますと」

「急にそんなことを言われても困る。そうだな。チェスターが君のやっていた仕事に慣れるまでの一ヵ月は、君はまだ僕の使用人ということにしよう」

　デイモンは頬を引きつらせた。そこに、オーガストが続ける。

「領地の端に、ヴァーン川の氾濫防止のためにつくった堰せきを監視するための別荘があるだろう。あのあたりは首都にも近く、水源があるから農業も安定している。そのせいか地域住民は比較的温和だ。……引き継ぎが終わってから、そこを起点に事業の道筋をつけるといい」

「オーガスト様？」

「そこまでは命令だ。その先については仕事として交渉しよう。君の事業に、投資させてほしい。ひいてはそれが、僕の仲間たちを救うことになると信じている」

「いいのですか？　オーガスト様」

「これでも僕は優秀な投資家だよ。勝算がなきゃ手を出さない。あとは君が僕をビジネスパートナーとして認めるか否かだ」

　オーガストが差し出した右手を、デイモンは恐る恐る……だがしっかりと握りしめた。

「ありがとうございます」

「いや、礼を言うのは僕のほうだよ。君はよく尽くしてくれてた。僕がもっとしっかりしていれば、君はあんなことをしなくてすんだはずなんだ」

　目を伏せたオーガストに、デイモンが皮肉気に笑いかける。

「オーガスト様はそれでいいんですよ。優しくておっとりしたあなただから、みんながついてきていたんです。それに……」

　デイモンがドロシアの手を引っ張り、オーガストの手に重ねるように置いた。

「あなただからこそ、幸運の令嬢の心を掴めたのでしょう」

　突然会話に入れられたドロシアは戸惑い、デイモンを見上げた。

「私は幸運ですか？」

「おや、ご存知なかったのですか。あなたは人に幸せを運ぶ。これからは自覚したらよろしい。その赤い髪は、その場を照らす明るい光だと」

　デイモンの言葉にドロシアはうれしくて頬を染めた。と、オーガストが眉をひそめて彼女を腕で抱え込む。

「こら、デイモン、いいところを持っていくなよ」

　ははは、と笑い、デイモンはクラリスを立ち上がらせる。

「しばらく部屋に下がらせていただきます。……家族で、もう一度今後について話し合いたいと思いますので」

「ああ。わかった」

　デイモン一家が出ていくと、執務室にはドロシアとオーガストのふたりきりになった。

　まだ赤い顔をしたままのドロシアに、オーガストは多少のやきもちを焼きながら、抱いている腕に力を込める。

「いつまでぼけっとしているんだい？」

「だって。うれしいんですもん」

「だったらデイモンの言葉なんかかすむくらい、僕が言い続けるよ。ドロシアは綺麗だって」

　赤い髪をすくい、キスをする。すぐ近くから見つめてくるとび色の瞳に、ドロシアの胸は高鳴るばかりだ。しかも、オーガストはそのまま、耳に、頭頂部にとキスを続けていく。おでこ、鼻、コンプレックスのそばかすのある頬。

「君が、僕の一番の財産だ、ドロシア。どうか誓って。僕のこの命の終わりまで、離れずそばにいることを」

「誓います。ずっと。私の命がとぎれるその瞬間までずっとあなたと一緒にいます」

　誓いのキスは、唇に落ちてきた。

　久しぶりの人間のオーガストとの抱擁は、ドロシアに幸せな感覚をもたらした。やまないキスと、いくら触れても触れ足りない感覚。それはオーガストも同じのようで、唇を重ねながら彼の手はドロシアの形を確かめるように頭や肩、背中のラインを丁寧になぞっていく。

「んっ、くすぐったい、です」

　人間の彼を、布越しじゃなく確かめたくて、ドロシアももどかしさを感じていた。オーガストは、熱い吐息を彼女の耳もとに吹き込み、かすれたような声でドロシアを煽る。

「……もっと触りたい」

　私も、とは思っても口には出せず、ドロシアは彼の次の言葉を待った。

「寝室に行こうか。ドロシア、君が欲しい。我慢も限界だよ」

　ドロシアは恥じらいながらも小さくうなずく。移動する間離れているのも惜しく、固く手を握りながら、執務室を出た。

　ドロシアの寝室は窓が割れてしまっているので、オーガストがひとりで寝るときに使っている寝室へ入り、鍵をかけた。

　ドロシアをベッドに腰かけさせ、キスを落とす。オーガストは時間が惜しいとばかりに自らシャツを脱ぎ、若々しい肉体をさらけ出した。もちろん何度も体を重ねたことはあるが、オーガストが若返っているので、ドロシアは変に緊張してしまう。

「余裕なくて悪いね」

　性急に触れてこようとするところも、いつものんびりと構えたオーガストには珍しく、ドロシアはすぐに呼吸を乱された。まとうものをすべて取り払われ、オーガストの肌と直接触れたときには安心で涙声になった。

「よかった。……もう二度とこんなふうに触れてもらえないかと思いました」

「僕も、あのまま人間に戻れなければ、君はいつか、ほかの男のものになってしまうのかと思うと苦しかった」

「それは、ないです。私は、オーガスト様が猫でも、……好きなんですもの」

「……ドロシアっ」

　耳もとへのささやきに、オーガストにかろうじて残っていた理性の糸は、プチンと音を立てて切れた。

　昼日中の伯爵邸を使用人が歩き回らないわけはなかったが、その部屋に近づくものは誰もおらず、初めは扉の外を気にしていたドロシアも、あますところなくオーガストにめでられて、途中からそんな余裕もなくなり、甘い声をあげ続けた。

　お互いの体温を交わらせて、とけ合って境界がなくなってしまうのではないかと思うほど、ふたりは思うままに愛し合ったのだ。




　それからひと月後、ノーベリー邸には、騒がしい来客が訪れていた。

「これは伯爵、ずいぶん痩せられたのでは？　なんかこう以前より、若々しくなって……」

　おどおどと上目遣いでオーガストを見上げているのは小太りのマクドネル子爵だ。一緒に来たビアンカは、怪訝そうな表情でドロシアをうかがっている。

　前回の帰り際とは打って変わった態度に、ドロシアは、オーガストの猫との融合が解けたと同時にビアンカへの暗示が解けてしまったのだろうと推測した。

「そうかい？　最近調子がよくてね。妻がいるというのはいいものだな。気持ちも若返る」

「はあ、いや、……ああ、そうですな」

　マクドネル子爵はぎこちなくドロシアを見ては、機嫌をとるように歯が見えるほどの笑顔をつくった。

　今まで子爵はドロシアに対してはことごとく礼を欠いてきた。それがどうだろう、今のこのへつらった態度は。

（きっと、ビアンカから、私が魔女かもしれないと聞いたのね？　それで、……彼らは国王に訴える前に、ここに様子をうかがいに来たということかしら）

　ドロシアは相手の出方を見るつもりで微笑み返した。子爵は体をびくつかせ、背筋を伸ばし、なにげなさを装って目をそらす。完全に怯えた態度だ。

　もうオーガストは猫にはならないし、力の強い魔女はデイモンの屋敷へと移っている。弱みのなくなったドロシアは悪戯心が湧いてきた。

「ええ。私の特製料理でオーガスト様はすっかり元気なんですのよ。子爵も召し上がります？」

「い、い、いやあ。その。わしは今ダイエット中でしてな。……それより！　今日お伺いしたのはですな。前に投資していただいた事業の話なんです。こう言ってはなんですがね、まったく職人が集まらない。ノーベリー伯爵のお墨付きだというのに、おかしいとは思いませんか？」

「僕のお墨付きだったらなんでもうまくいくというわけではありませんよ？　それに前々からあの事業には思うところがありました。芸術家とは自由のもとに生まれるものですよ、作るものを指定されるのでは、職人も尻込みするのでしょう。子爵はせっかく輝石の入手経路などを持っておられるのですから、工こう場ばを安価で貸し出し、若い職人を育てることに力を注いだほうが、のちの利益を生むと思いますが」

「む、……だが、しかし」

「そうでなければ、僕も手を引かせていただきます」

「いや、お待ちくだされ伯爵！」

　子爵とオーガストが話している間、ビアンカは落ち着かなげにドロシアを盗み見る。ドロシアは苦笑して彼女を散歩に誘った。

「えっ……」

「ですから、庭を散歩しませんか？　お仕事の話は私たちには難しくて。疲れてしまいますわ」

「そ、そうですわね」

「それに、ビアンカ様の近況も聞かせていただきたいわ」

　微笑むドロシアに対して、ビアンカはぎこちなく笑ったまま立ち上がる。庭には黄色や赤に色づいた花が咲き乱れていて、ドロシアはその花の香りを楽しみながら彼女を振り返った。

「ビアンカ様は、以前お話ししてくれた彼とはどうなったの？」

「えっ？」

「忘れてしまいました？　恋人がいて、縁談を持ちかけられたせいでお別れしたけれど、もう一度がんばってみるっておっしゃっていたじゃない」

「そ、そうだったかしら」

　暗示の解けたビアンカが今どういう記憶を保持しているのか、ドロシアにはわからない。ここはひとつ釘を刺しておかなければとドロシアは一気にたたみかける。

「いろいろとお話ししてくださったじゃない。うまくいったら教えてくださるって。私、いい報告が聞けるのをずっと待っていたんですのよ」

「そういえば、そんなことも……。こちらのお屋敷にお邪魔したときに……？」

「ええ。私たちすっかり仲よくなったのに。忘れてしまいましたか？」

　悲しそうな顔をしてみせると、ビアンカはぎょっとして慌て始めた。

「や、待って違うわ。私、……私、あなたが、伯爵様を消したのを見た気がするの。それにあの若返りだって、あなたがしたんじゃないの？」

「消した？　嫌だ。夫はちゃんとあそこにいるじゃない。それに、食生活を変えたらすっかり元気になっただけよ。ほら、昔は外に出るのを嫌がっていたでしょう。一緒に外を散歩するようになっただけで見違えるように元気になったの」

「そ、そう……なの？」

「……あのね、ビアンカ様。まだ内緒なんだけど、私、子どもができたみたいなの」

「えっ？」

「母親になるってすごいのね。私、この子のためならどんなことでもできる気がする。今の生活を脅かすものが現れたとしたら、どんなことをしても守るわ」

　それは、半信半疑なビアンカには脅しのようにも取れる言葉だ。身をすくめて、「わ、私はなにもしないわ」と叫び、耳をふさぐ。

「やだ。ビアンカ様がなにかするなんて思ってないわ」

　ドロシアは優しく彼女の手を取った。

「あなたが、あなたの好きな人とうまくいくように、祈ってる」

　結局、ビアンカは帰るまで、ドロシアに対して不信な様子だったが、帰り間際にようやく「彼とは夜会で会う約束をしたの」とドロシアにこっそり耳打ちした。ドロシアは応援の気持ちを込めて彼女を抱きしめる。「教えてくれてありがとう」と心からの感謝を添えて。

　ビアンカと友人になれるかはわからないが、少なくとも、その美しい容姿に気後れすることはなくなっていた。それも、隣にいる彼とまだ見ぬ子どものおかげだと、ドロシアはうれしくなる。

「やれやれ、やっと帰ったな」

「そうですわね。私もあなたに報告したいことがあったのに、タイミングを逃して困っていました」

「報告って？」

「確実ではないんですけれど」

　ドロシアは、使用人の中にいる産婆役の老女に、月のものが来ないことや体調の変化などを相談していた。そして、今朝、おそらく懐妊だろうと言われたばかりだとこっそり耳打ちする。

　オーガストは目を点にして、彼女の顔とおなかを目で往復した。

「……本当かい？」

「月のものもきませんし、食事の趣味も変わりました。たぶん……ですけれど」

「ドロシア。……君はなんてすごいんだ！」

　勢いよく抱きしめたオーガストは、はっと我に返って、「いけない！　つぶれてしまう」と、壊れ物を扱うようにそっと抱きかかえなおす。

「私がすごいんじゃありませんわ。ふたりの子どもじゃありませんか」

「だって、まさか本当に子ができるなんて。やっぱり君とだからに決まっている。ああ、君を抱きかかえてみんなに報告して回りたいけど、安静にしてなきゃダメだよな」

「屋敷の人になら、一日もあれば伝わります。慌てなくても、夕食の前にみんなを集めればすむ話ですわ」

　子どものように浮かれるオーガストを、ドロシアはとても幸せな気分で見つめた。
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　新緑の季節。降り注ぐ日光が木々の緑を輝かせ、花壇への水まきをしていたチェスターはまぶしさに目を細めた。そこへ、屋敷の玄関から赤毛の女の子が飛び出してくる。色の白い丸顔に、くりっと丸い茶色の瞳。元気が服を着たようなかわいらしい少女だ。

「チェスター、お母様はどこ？」

「これはアリシア様。奥様なら旦那様の執務室ではないですかね」

「また？　私にはお父様のお仕事を邪魔しちゃいけませんっていうくせに。ずるいわ」

　赤毛の令嬢は駆け出そうとして小石に転びそうになる。チェスターはとっさに抱き上げた。

「危ないですよ。アリシア様ももうじき七歳。少しは令嬢らしくおしとやかになさってくださらないと」

「おしとやかってなに？　ご飯をこぼさずに食べること？　だったらエルマーにも言えばいいのに」

「エルマー様は男の子ですからいいんですよ」

「男だからとか女だからとか、なにが違うんだかわからないわ。ジーナにもそんなことを言っているの？」

「ジーナは伯爵家の令嬢ではありませんから」

「でも女の子よ。私とおんなじ。チェスターの言っていることはよくわからない。私、もう行くわね！」

　ワンピースをひるがえして、アリシアはさっさと走っていってしまう。

「やれやれ。たいしたお転婆令嬢になってしまったなぁ」

　オーガストにかかっていた魔法が解けてから、八年が経った。

　伯爵夫人ドロシアが産んだ子は彼女の赤毛を受け継ぐ素朴な見た目の少女で、アリシアと名づけられた。さらに二年後には跡継ぎとなる男児のエルマーも誕生し、ノーベリー伯爵家は安泰の一途をたどっている。

　デイモンは屋敷を出てから、若さを保つ化粧品や効き目のよい薬を扱う商人としてひとり立ちし、今では一躍有名になっている。その背景には、いつまでも若々しい彼の奥方の社交による功績があるともっぱらの噂だ。

　チェスターは同じ使用人仲間のエフィーと結婚し、エルマーと同い年の、ジーナという娘をもうけた。この娘が先祖返りなのか魔力が強く、エフィーは魔法の制御を覚えさせるのに苦労している。

　やがて玄関の扉が開く音がした。

「はいはい、森ね。ちゃんと覚えているわよ」

　ふたりの子どもと手をつないでやって来るのは、赤毛の奥方だ。数歩遅れて、当主であるオーガストがのんびりと笑顔を浮かべたままついてくる。

「ご家族でお散歩ですか？」

　チェスターが笑いかけると、ドロシアは一瞬だけ寂しそうに笑った。

「今日はお墓参りよ。彼の」

「……ああ。そうか、今日が命日でしたね」

　長きにわたってオーガストを支えた黒猫のアールは、三年前に息を引き取った。彼がずっと守り続けた森の墓場は、今は白猫のアンとその子猫たちが、毎日のように賑やかな声を響かせている。

「私、終わったらアンと遊ぶ」

「そうね、アンも喜ぶわ」

　白猫と仲のよい母に承諾をもらって、アリシアは一気に顔を晴れ渡らせた。

「行こう、エルマー。森まで競争！」

「や、待って！　ねえさま」

　駆け出すアリシアの後を、おぼつかない足取りで追いかけるエルマー。無邪気な子どもたちを見送りながら、ドロシアとオーガストは顔を見合わせ、愛情あふれた笑顔をみせる。

　辺境の伯爵家は、今も、のんびりとした時を刻んでいた。
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初めての里帰り




　それは、屋敷にかかっていた魔法が解けて数日経ったある日のこと。夕食後にくつろいでいるときに、突然オーガストが言いだした。

「ドロシア、お父上に会いに行こうかと思ってるんだがどうかな」

「会いに行くって……メルヴィル邸にですか？」

「ああ、首都で会ったときも、あの騒動で最後に挨拶ができなかったし。もう猫に変身することもないのだから、外に出たいなと思って」

　引きこもりだったオーガストのその発言に、デイモンもクラリスもチェスターも驚きで言葉をなくす。ドロシアだけは、うれしさで満面の笑みになった。

「ほ、本当ですか？　もしかして私も一緒に？」

「挨拶に行くんだから、もちろんドロシアも一緒にだよ」

「行きたいです！　では手紙を書けばいいかしら」

「そうだね。できれば早めに伺いたい。デイモンがこの屋敷を出てしまう前に行って戻って来たいからね」

「わかりました！」

　ドロシアは立ち上がりすぐさま自室へと戻った。半ばあきらめていた里帰りが急に現実になったことですっかり浮足立っている。

（マギーは元気かしら。カークは腰を痛めてない？　それにヒース。急に嫁ぐことが決まったせいで、怒っているのか、あまりゆっくり話してくれなかったもの）

　ドロシアは五歳年下の弟に会うのが、一番楽しみだった。




　結局、手紙のやりとりを待っていては時間がかかるということで、チェスターを先ぶれ役として行かせ、その後をドロシアとオーガストで追うことになった。

　御者がいるとはいえ、初めてのふたりきりの旅行だ。ドロシアの胸は喜びで沸き立っていた。

「オーガスト様、見て？　あっちに鳥が見えます」

「どれどれ」

　小窓に顔を近づけているドロシアの肩を抱きながら、彼女の頭に顎をのせる。呪いが解けてから、オーガストは隙あらばドロシアに触れたがる。いっときも離したくないとでもいうように、朝も夜も一緒だ。

　ドロシアはそんなオーガストの態度がうれしいのだが、見た目が若返った彼に、今まで以上にときめいてしまうのも事実だ。時々、胸が苦しくなりすぎて、ドロシアのほうからぎこちなく彼との距離を置くこともある。

　メルヴィル男爵邸にあと一時間ほどというところで、先に行っていたチェスターが戻ってきた。

「男爵様より、伝言を承ってきました。ぜひ泊まっていってほしいとのことです」

「それはありがたいな。なにせ思っていたよりもずっと遠い。よくこんな遠い道のりを来てくれたね、ドロシア」

「あのときは、不安でいっぱいでした。顔もわからない十五歳も年上の伯爵様に嫁ぐんですもの」

　当時の自分を思い出して、ドロシアは微笑んだ。泣いたり期待したりと忙しかった自分に、大丈夫よと言ってあげたい気持ちだ。

「僕は秘密を守れる女性が来るのか、その一点だけが気がかりだったな。まさかその女性に恋をすることになるなんて、思ってもみなかった」

「まあ」

「あの日の自分に言ってやりたいくらいだ。なんの希望も持たずに生きてきた百年が、覆されるときがくるんだぞって」

　うれしそうに語るオーガストをドロシアは頬を染めながら見つめる。瞳をきらめかせながら楽しげに話す彼は、本当に素敵で、ドロシアは自分が彼の妻であることが時々信じられなくなる。




　メルヴィル男爵邸に着いたのは、それから約一時間後だ。馬車が玄関前で止まると、屋敷から男爵とマギーが駆けつける。

「マギー！」

「まああああ、お嬢様！」

　すでにマギーは半泣きの様子だ。飛び出すようにして馬車を下りたドロシアは、ふっくらしたマギーの首に抱きついた。その隣には、手を広げて空を掴む男爵がいる。

「ドロシア。父さんよりマギーがいいのか？」

「お父様はこの間会ったじゃない。ヒースは仕事？　ねぇ、カークは？」

「カークはみなさんが来ると知って買い出しに行っていますよ。それより……」

　少し遅れて馬車を下りたオーガストに、マギーは目を奪われた。

「まあ、こちらがお嬢様の旦那様」

「やあ、ノーベリー伯爵、お久しぶり……なんか、ほんの少し見ないうちにずいぶん若々しく……」

　メルヴィル男爵の笑顔がぎこちなく固まる。オーガストは三十七歳の体から十七歳の体にまで若返っているので、面識のある人間には違和感がある。

「最近、うちの使用人がいい薬を作りまして。それを飲んでいたら、心身ともに若返った気がするんですよ」

「へぇ、薬を、それは素晴らしい」

「今度独立して商売を起こすんです。よかったらひいきにしてやってください」

「そうよ、お父様。お父様の目尻のしわも取れるかもしれないわっ」

　ドロシアとオーガストはなんとか話をごまかし、薬の宣伝までして屋敷の中へと入った。

　屋敷は以前に比べて綺麗になっていた。ドロシアの知らないメイドと従僕が、ひとりずつ新たに雇われている。

　節約のためふたつにひとつは灯されていなかったランプも、今はしっかりと油がさされているし、修繕が必要だった壁の穴もしっかり埋められている。

「事業がようやくうまく回りだしたからね。アデルもようやく安心してるだろう」

　アデルとはドロシアの母の名前だ。失ってからは名を呼ぶのもつらいとばかりに母の話をしなかった男爵の変化に、ドロシアは頬を緩ませる。

「ドロシア、屋敷を案内してくれないか？　僕は君が育ったところを知りたいな」

「はい！　ぜひ、こっちが私の部屋だったところです」

　オーガストの手を引いて、屋敷の中を歩き回る。階段を上がったところには明かり取りの窓があり、ちょうど天頂から降り始めた日光が差し込んでくる。うれしそうに彼を仰ぎ見るドロシアの赤毛が揺れて光をまとったのを見て、オーガストは思わず手を伸ばしてしまった。

「きゃっ」

　ひと筋の髪を引っ張られて、ドロシアは小さな悲鳴をあげる。

「あ、すまない」

「大丈夫です。でもびっくりしました」

　オーガストはドロシアに寄り添うように近づき、とろけそうなほど甘い微笑みを見せるのだ。

「僕の宝石があんまり綺麗だからつい……ね」

「なっ……」

「さあ、ドロシアの部屋はどこだい？」

　ドロシアが真っ赤になっているのもかまわず、オーガストはマイペースに屋敷内を歩き回る。実家で甘い言葉を吐かれるのがこんなに恥ずかしいものかと、ドロシアは改めて実感した。




　ドロシアの部屋、子どもの頃登った木、ヒースとかくれんぼをしていて、弟がうまく隠れすぎて見つけてもらえず泣いてしまった話。ドロシアは思いつく限りの思い出をオーガストに話して聞かせる。

「結構なじゃじゃ馬だったんだね、ドロシア。それに姉弟仲がよさそうだ。僕は兄弟がいないから、うらやましいな」

　話しながらも、オーガストの手はドロシアのそれとずっとつながれている。

「父は議員の仕事で外出することも多かったし、母も慈善事業が忙しくて、自然に面倒を見ることが多くなったんです。母が死んでからは使用人も減ったのでなおさらです。……でもヒースはすごいんですよ！　うちの財政が立ち行かなくなってすぐ、寄宿学校をやめてきて、これからは職人になる……って。あの子は自慢の弟です」

「たしかに逞しい。それは見習うべきところだな」

　オーガストは微笑み、庭の木々の合間を動き回るドロシアについていく。ドロシアはひときわ太い木の前で思いついたように笑った。

「あ、そうだ、この木」

「なんだい？」

「オーガスト様、手を広げて？」

　ドロシアはオーガストを木の前に立たせると、自分は幹の反対側に向かって手を伸ばした。

「やっぱりオーガスト様とでも囲うのは無理ね。樹齢百年は超えるといわれている木です。大きいでしょう？」

「へぇ」

「オーガスト様と同じくらい生きているんですよ。すごいですね。これだけの年月があなたの中につまっているなんて」

　素直に感動するドロシアに、オーガストは少しだけ気まずさを感じる。

「百年生きていても、実がないからな。……ただ息をしていただけで、楽しさとか喜びとかそういうものとは無縁に生きるほかないと思っていたし」

　オーガストの声の弱々しさに、心配になって幹から顔をひょっこり出す。オーガストは彼女を見つけると、頬を自然に緩ませた。

「生きていて幸せだと感じたのは、君と出会ってからだ」

「なっ、どうしちゃったんですかオーガスト様。今日はずいぶん甘い言葉ばかり……」

　うれしいのだが恥ずかしさが先に立つ。顔を赤くしている姿を家族に見られているかと思うと余計だ。

「仕方ないだろ。なんの心配もせずに外出できるのは何十年ぶりだと思ってる？　それだけでもうれしいのに、愛する妻がずっと一緒にいてくれるんだ。浮かれるなというほうが無理だよ」

　優しい瞳が、ドロシアを映す。ドロシアはあたりを見回し、父やマギーたちが近くにいないのを確認してから、オーガストの胸に飛び込んだ。

「そんなことを言われたら。私も気持ちを我慢するのが難しくなります」

「じゃあしなきゃいい」

「でも……」

　ドロシアの反論はオーガストによって吸い込まれる。唇を舌でくすぐるように何度も出し入れし、ドロシアの吐息を奪っていく。

「ん……や、変な声が出ちゃいます」

「じゃあもっと黙らせないとね」

　それからしばらくの間、ドロシアの唇はオーガストに翻弄され続けた。体の力が抜け、彼に全体重を預ける。

「早く夜になればいいのに」

「もうっ、オーガスト様ったら」

　仲睦まじく寄り添うふたりの上に、樹齢百年の木が葉を落とした。




　そろそろ夕食の時間という頃、にわかに騒がしくなる。

「ノーベリー伯爵が来てるって本当か？」

　応接間に駆け込むようにして入ってきたのは、ドロシアの弟であるヒースだ。

「あ、ヒース、久しぶりね」

　久しぶりの再会に顔を綻ばせたドロシアだが、ヒースのほうは怒りに満ちた様子で応接間内をきょろきょろと見回している。

「どこだよ。金で姉上を買うようなおっさんは」

「ちょっとヒース！」

「俺は怒ってるんだよ。結婚だって反対だった。姉上も、そんないい服着せてもらってすっかり気をよくしやがって。金さえあればなんでもいいのかよ。どうせ若い女を買うような親父なんてろくでもない……」

　止まらない悪口を、ドロシアに頬をたたかれることで中断させられ、ヒースは絶句した。

「ヒース！　失礼なことを言わないで。この方がノーベリー伯爵……オーガスト様よ。彼はお父様の事業を助けてくれて、私のこともちゃんと大切にしてくださっているわ」

「どこがだよ、十五も年下の女を……」

　言いかけて、ヒースはオーガストを見る。ヒースの目線は、オーガストの頭のてっぺんからつま先まで二往復した後、何度か瞬きをした。

「この人が、誰だって？」

「だから、彼がオーガスト様よ」

「嘘つけよ。この人は俺とそう変わらない見た目じゃないか！」

「本当だよ。僕がオーガスト・ノーベリーだ。三十七歳のおじさんだね」

　オーガストが茶化すように言い、ヒースはぐっとつまった。しかし、気を取りなおしたように、今度は澄まして挨拶をする。

「……ヒース・メルヴィルです。あなたの義理の弟になりますね。こんなに立派な紳士だとは思いませんでしたよ。あなたならほかにいくらでも女性がいるでしょう？　どうして姉上を、あんな弱みに付け込むようなやり方で欲しがったんですか」

「ヒース、失礼よ！」

「姉上だって思っていただろう？　こんな結婚、売られていくようだって。家のために仕方ないって言っていたじゃないか。なのに、送られてきたのは『幸せに暮らしています。でも会いには行けません』なんていう手紙だ。おかしいだろ？　俺は姉上が軟禁されてるんだと思っていた」

「違うわよ。会いに来られなかったのには事情があって」

「とにかく俺は認めないからな。なんだよ、今頃のこのこと。本当に姉上を大切にしているなら、すぐにでも会いに来るはずだろ」

　ヒースは一気に言いきると、肩を怒らせたまま出ていった。ドロシアは呆気に取られていたが、オーガストのほうは静かなまなざしでヒースが消えていった扉を見つめている。

「オーガスト様ごめんなさい」

「いや」

「私の手紙の説明がいけなかったのかしら。あのときは体が弱くてと説明したはずなんだけど。ヒースはあなたのことを誤解してるわ」

「いいよ。ドロシア。僕が話してこよう」

　オーガストは立ち上がり、ヒースの部屋に向かった。ドロシアは不安を抱えつつ廊下でそれを見守った。

「お嬢様、どうされました」

「マギー、ヒースがオーガスト様にひどいことを言ったのよ」

「ああ」

　マギーは苦笑し、ドロシアの手を包んだ。

「お嬢様の手は、やわらかくなりましたね」

「え？」

「この屋敷にいたときと違い、貴族の手になりました。マギーにはわかりますよ。今お嬢様が大切に愛されていることが。でもね、ヒース様はずっと心配しておられました。母君様を亡くし、母代わりでもあったドロシア様を奪われて……。靴職人を目指したのだって、困窮の屋敷を救いたいというよりは、ドロシア様を助けたい一心だったと思います。なのに、お金と交換されるようにお嫁に行かされて……ドロシア様がいなくなった後の、旦那様との喧嘩はまあすごいものでした」

「……そうなの？」

「ヒース様は、あなたを救いたかったんですよ」

　ドロシアは、二階を仰ぎ見た。オーガストがヒースを呼び止めて、真剣な面持ちで話している。

　ヒースが職人になって最初に自分ひとりで作った靴は、ドロシアのものだった。それは、今もノーベリー伯爵邸のクローゼットで眠っている。ドロシアの大切な宝物だ。

　たまらなくなって、ドロシアは階段を駆け上がる。二階の廊下では、ヒースとオーガストの間で喧嘩が始まっていた。いや、喧嘩といっても、ヒースが一方的に殴りかかっているだけだ。オーガストは、猫のときのしなやかさを思わせる軽やかな身のこなしで、ヒースのこぶしをよけている。

「ムカつくんだよっ」

　ヒースは徐々に息が荒くなる。

「ヒース、やめて。危ないわ、オーガスト様っ」

「いいんだよ。そこで見ていて、ドロシア」

　オーガストには微笑みを浮かべる余裕さえある。その表情を見てますますヒースの怒りは募った。

「金持ってて、顔もよくて。金で女を買って……。アンタなら誰でもいいだろ。なんでよりによってうちの姉上なんだよ」

　ヒースの右のこぶしをよけ、オーガストは右のこぶしを前に打ち出す。ヒースはそれを顔面すれすれでよけて、はあっと息を吐き出した。

「ムカつくんだよ。親父を立ち直らせて、姉上を幸せにしてっ……。俺がっ、……俺がするはずだったのに。……姉上を守るはずだったのに……」

「ヒース」

　弟の思いに、ドロシアの胸は熱くなる。オーガストは口もとに笑みをたたえて、彼を見つめた。

「欲しいと思ったものは手に入るだろうし、なんでも持っているんだろ？　姉上の心まで奪おうなんて欲張るなよっ」

　ヒースは、目をつむって出したこぶしに、確かな手ごたえを感じた。先ほどまではかすりもしなかったのに、と目を開けると、オーガストはそのこぶしを手のひらで受け止め、微笑んでいる。

「僕はなんでも持っているわけじゃない。……みんなドロシアがくれたものだ」

　オーガストは一歩彼から離れ、ゆっくりとこぶしを振り上げる。

「外に出られる体も、信頼も、愛情も。そして」

　オーガストのこぶしは、ヒースの頬を打った。「ぐっ」とつぶされたカエルのような声を出して、ヒースはうしろに軽く飛ばされて座り込んだ。

「……喧嘩ができる義弟もね」

　パチリと片目をつむって笑ってみせたオーガストを、ヒースは涙ぐんだ目で睨んだ。本気で痛かったらしく、顎のあたりが赤くなっている。

「おっさん、手加減くらいしろよっ」

「嫌だよ。本気の話をしているのに。手を抜いたら君に失礼だ」

　オーガストはヒースの前にしゃがんで続ける。

「なあヒース。僕は君の姉上に救われたんだ。生きていることが幸せだと思えるようになった。だから僕は、ドロシアが大切にするものは一緒に大切にしていきたい。いいかい、君はまだ若い。今は大切なものを守るための力を蓄えているところだ。君にそれだけの力がついた頃、一生かけて大切にしたい人と出会えるだろう。だから、君の姉上のことは、僕に任せてくれないか。約束するよ。僕が世界一幸せにするとね」

　諭されてヒースの顔が真っ赤になる。ドロシアもオーガストの隣にしゃがんでヒースの手を握りしめた。

「……ヒース、いつかオーガスト様にも靴を作ってくれない？　あなたの作る靴はとっても履きやすいの。私、自慢したいわ。私の弟はこんなに上等な靴が作れるんだって」

「そんなの。……明日にでもやってやるさ。姉上は知らないだろ。俺、前よりずっとうまくなってるんだぜ？」

「それは楽しみだ」

　オーガストが差し出した手を、ヒースが握る。そしてふたりは笑い合った。

　さっきまで喧嘩をしていたはずなのに、もう仲直りしている。ドロシアの視線に気づいたヒースは、恥ずかしそうに目をそらした。ドロシアはこれまで自分が守ろうとしてきた弟の成長を感じ、うれしいような少し寂しいような気持ちになった。




「ヒースとはすっかり打ち解けたんですのね」

「ああ、彼はいい職人になりそうだな。一本筋が通っていて妥協を許さない。こういった職人を育てるのは国のためにもなるよ。僕が支援するより、メルヴィル男爵がしたほうがいいんじゃないかな。きっとあたると思う」

「そうね。父に言ってみます」

　オーガストとヒースが打ち解けてくれたのはうれしかったのだが、夕食の間中ふたりは楽しそうに話を続けていて、ドロシアは若干置いてけぼり状態になっていた。

　ようやく寝室でふたりきりになり、彼を独占したい気持ちがどんどん湧いてくる。

「ドロシア」

「はい？」

「来てよかった。君がみんなに愛されてるのがよくわかったよ。マギーにもカークにも話を聞いたんだ」

　オーガストは近づき、彼女の赤毛に触れる。

「あとは僕しか知らない君を見たいな」

　顎を持ち上げられ、ドロシアは静かに目を閉じる。昼間の続きを楽しむように、ふたりの唇は近づき、触れ合っては離れて、また近づいて深くなる。

　ノーベリー伯爵邸を離れての初めての夜。ドロシアはオーガストの腕に包まれ、安心すると同時に言い知れぬ充足感を覚えた。





ＦＩＮ












アンの憂鬱




　――まったく男っていう生き物は、いらない気ばかり回すものだわ。

　長い白毛に白い尻尾。宝石みたいに輝く琥珀色の瞳。鏡で自分の体をチェックするのは日課だ。女たるもの、毎日ちゃんとかわいくしなきゃ。

　あたしはアン。魔力を持った猫。この命は二度目の生で、生まれてからは二十年になる。まあ、九度目の生を満喫しているアールみたいな猫もいるから、あたしなんてまだまだ小娘ってところだけど。

　あたしの部屋はエフィーと一緒。あ、エフィーというのはあたしのご主人様。ほんの少しの魔力と、たくさんの優しさを持った女の子よ。

　あたしがエフィーの使い魔になったのは、エフィーがようやく自分の意思で話を始めた頃。

　エフィーの両親ってのはどちらも結構な魔力の持ち主で、三歳上のお姉さんのベティもまあ普通の魔力の持ち主。エフィーだけが魔力が弱くて、まあこう言っちゃなんだけど、落ちこぼれみたいに扱われていたのよね。

　あたしのママはエフィーの母親の使い魔だったから、あたしはベティの使い魔になるようにって言われていた。でもね、あたしはベティが好きじゃなかった。だってあの子、屋敷の猫たちを追いかけて笑っているような子なんだもん。

　契約の儀式はほぼ強制で、親たちが主導して行われた。ベティがたどたどしく言う契約の呪文に返事をせずにいたら、ベティったら怒りだしちゃったの。

　彼女のママがなだめているうちに、隣でキョトンと聞いていたエフィーが、ベティのまねをしてたどたどしく契約の呪文をつぶやきだした。

　これはチャンスって思ったわ。だって、使い魔になるならエフィーのほうがいい。この子は、あたしがそばにいると、いつもにっこり笑ってくれる子だから。

　あたしはもちろん返事をしたわ。そうしたらあたしとエフィーの間に見えないなにかがつながった。

　あたしの声が聞こえるでしょう？　そう言ったら、エフィーも笑った。まあ、その後ベティにしこたま怒られて泣いていたけど。

　いいじゃない。あたしが使い魔になったんだからそれくらいは我慢して？




　時は流れて、オーガスト様のもとに赤毛の花嫁がやって来た。あたしの体みたいな白いドレスを着て、ぐーすか眠りながらオーガスト様に抱かれて部屋に来たの。

「最高ね、眠り姫？」ってオーガスト様に言ったら、「長旅で疲れてるんだよ」と微笑まれた。

　あら、ってあたし思ったわ。だって、なんだか最初っから、彼女のことを気に入ってるみたいなんだもの。

　赤毛でそばかすがうっすらあって、お世辞にも美人とは言えないけれどかわいい顔はしている。オーガスト様はこういう子が好みだったのかしら。

　その後、目覚めた彼女は私のことを「かわいい」って言った。それだけでもポイントが高いのに、加えてオーガスト様に平手打ちを食らわす気の強さ。いいじゃない。今まで誰もオーガスト様にこんなことできなかった。

　変化を恐れるこの猫屋敷も限界を迎えようとしている。変化しなければ生き残っていけないのだ。だからこそ花嫁を迎えようと思ったくせに、彼女を傷つけそうだから帰そうなんて馬鹿げている。

　傷つけたぶん、幸せにしてあげればいいのよ。そうでしょう？　どうして男って、そこで失うことを選んでしまうのかしら。

　そういうところは、あたしの好きな猫ひとと似ている。森の中のクローバーの群生地で、大成した老人のように日向ぼっこを楽しむアールも、絶対に自分が先に死ぬからと、あたしの気持ちを受け入れてくれない。

「アール、起きてよ」

　黒の毛並みをぺろりと舐めると、彼は気持ちよさそうに体を伸ばし、薄目を開けてあたしを見上げる。

「やあ、アン」

「遊びましょ。あたし、退屈だわ」

「僕に若い子の相手は務まらないよ」

「じじくさいこと言わないで。九度目の生ではまだ七歳でしょう」

「猫の七歳はいい年だよ」

「男盛りっていうのよ。まったく、こんなにかわいい子が言い寄っているっていうのに、ダメねぇ」

　あたしは今、二度目の生を五年ほど生きている。七歳と五歳なら、むしろお似合いだと思うんだけど。

「じゃあ、言い方を変える。イイコトしましょ。あたし、あなたとの子が欲しいの」

「……アン、恥じらいってものは」

「一度目の生とともに捨ててきたわ」

　アールはのそっと立ち上がる。黒い艶のある毛。口を開くと赤い舌が見える。この舌で舐められたい……なんて思うあたしは、はしたないんだろうか。

「僕は今九度目の生だ。君とずっと一緒にいられない。ほかの猫おとこのほうが君を幸せにできるよ」

　あたしの髭に自分の髭をこすって、アールは背中を向けた。

「ほかの猫おとこなんて嫌よ。あたしはあなたが好きなの」

「その気持ちも、いつか変わるよ」

　いつか変わってもいい。今はあなたがいい。だからあたしと交わってほしい。

　どうして男っていつかを心配するの。好きなのは今なの。一瞬だけでもいいからあなたの心が欲しいの。

　あたし知ってるのよ？　あたしを見つめるあなたの瞳が、ほかの猫おんなを見るときより優しいってこと。アールは別格だとみんなが一目置く中で、あなたに普通に寄っていくあたしに、あなたが心を許してくれていることも。

　だからもう一歩近づかせてよ。あたしをそばに置いて。あたしを愛して。いつかいなくなることを心配するくらいなら。思い出だけで生きていけるくらいあたしを愛してくれればいいじゃない。




　そんな鬱屈した感情を募らせていたので、あたしはドロシアのことが気に入った。素直で、はたから見ていてもオーガスト様に惹かれているのがわかる。帰れと言われてもめげずに立ち向かっていく女の子。

　うん。あなた、いいわね。あたし、とっても気に入ったわ。あなたの味方になってあげる。




　結局ドロシアは、オーガスト様が猫になることさえも受け入れ、屋敷に残ることになった。

「素敵ねぇ。ドロシア様、すごいね」

　ほわん、と夢見心地で言うのはエフィー。真面目で一生懸命なあたしのご主人は、大きくなってもそのまんま。努力家で、人の見ていないところで働いて、それで満足できる女の子。

　そんなエフィーを見つけてくれたのはチェスター。チェスターはこの屋敷の中でも切り札となる男の子で、だからこそエフィーも彼の気持ちを受け入れるのには躊躇していたみたいだけど、結局気持ちには逆らえなかったんだろう。ひそかにふたりは恋を育てている。

「早くオーガスト様とドロシア様の間に子どもができるといいわね」

「そうね、エフィー。あなたのためにも」

「やだ、なに言うのアン」

「本当のことでしょ？」

　エフィーの笑顔がこわばった。ごめんごめん、楽しい気持ちに水を差しちゃったね。でも、ドロシアに子どもができなければ、チェスターとの間に子どもをつくらせるという計画があるのだ。チェスターが切り札っていうのは、そういう意味。

　花嫁を迎えるにあたり、男爵家へチェスターを向かわせたのも、デイモンの計略だ。彼が、ドロシアの心の支えになるように。オーガスト様がダメになったときに、チェスターを選ぶことを嫌がらないように。思えば、デイモンはずっと昔から、オーガスト様に子どもができなかったときの対応を、考えていたんだと思う。

　でも、ドロシアが恋をしたのはオーガスト様で、彼女の性格を考えればほかの男と浮気などするわけがない。『最悪洗脳でチェスターを恋人だと思わせるしかないな』と、デイモンが困ったようにクラリスに話していたのを聞いたことがあるけれど、あれは本気なのかしら。最終的にその子をオーガスト様の子だ、と洗脳するといったって、チェスターにとってもドロシアにとっても、エフィーにとってもとんでもない話だ。

　まったく、どうして男ってこんな理不尽なことまで思いつくんだろう。滅びるなら滅びるでいいじゃないの。

　跡継ぎができなきゃそれまでで、野垂れ死にでもすればいいのよ。それより大事なものがあるじゃないの。

「エフィー、あたし、散歩してくるね」

　考えているだけでむしゃくしゃしてきたので、森の中に広がるクローバーの群生地に向かった。そこにはいつも、アールがいる。黒い毛の彼は木の幹に同化するように寄りかかっていた。

「アール」

「やあ、アン。どうしたんだい、頬を膨らませて」

「……人間なんて馬鹿みたい」

　人間だけじゃない。男はみんな馬鹿。長く続く平和が、本当に幸せなの？　大好きな人と生きるのが幸せなんじゃないの？　そりゃその期間は長いほどいい。だけど、短くたってないよりマシなんだから。

「どうしたんだい」

「ドロシアに子どもができなかったら、洗脳するかもって。……信じらんない」

　あたしは女だから。好きでもない人に触られるのがどんなに嫌か知っている。

　アールはあたしにゆっくり近づいて、なだめるように首のあたりを舌で舐めた。

　あたしは急に泣きたくなる。だって、……好きな人だから、触られるのがこんなに幸せなのに、って思うから。

「優しくするなら、ちゃんと愛して」

「相変わらずだなぁ、アン」

　ふふ、と笑いながら、アールは優しくなだめてくれるだけ。

　愛してほしいのに。ほんの一瞬でもいいから、あたしはあなたのすべてが欲しいのに。




　それからまた時が経って、今度はオーガスト様が猫から戻れなくなった。それで、屋敷のみんなは、ドロシアに洗脳を施し、チェスターとの間に子どもをつくらせようとしている。

「それでいいの？　オーガスト様」

　森の中で、あたしはアールとオーガスト様を前に声を張り上げている。落ち込むオーガスト様をアールが慰めているのを見て、イライラしたのだ。

　落ち込むのはあなたじゃないでしょう？　傷つくのは誰？　ドロシアじゃないの？　勝手に気持ちを変えさせられて、好きでもない男の子を産むなんて、あたしだったら耐えられない。

「あなたいったい、なにをしているの」

「アン……？」

「なに傷ついたような顔しているのよ。ずるいわ。逃げてばっかり。これでドロシアに子ができたとして、あなた本当にその子を愛せるの？　ドロシアだって、オーガスト様の子だと思いながら育てていたって、年々似ていないことくらいわかってくるはずよ。伯爵家っていうのは、そこまでして守らなきゃいけないものなの？」

「アン」

「アールは黙ってて。あたしは許せないの。簡単にドロシアを手放しちゃうオーガスト様のことを。ドロシアがどんな気持ちでこの屋敷に来て、どんな気持ちでここに残ることを決めていると思ってるの？　どれだけ心の底からあなたを愛してくれているか、あなた本当に考えたことがあるの？」

　うつむいている茶色の猫は、悲しみでゆがんだ瞳をあたしに向ける。

「あなたは百年っていう時間を生きて、あきらめることも受け入れてこられたかもしれない。でもドロシアは違うでしょう。巻き込まないでよ。あの子を不幸にしないで。愛してないなら解放してあげて。愛しているなら……」

　息を吸ってひと呼吸止める。ドロシアのこととして代弁しているけれど、本当はあたしも、アールにずっと言いたかった。

「逃げないでよ！　不幸になるなんて勝手に決めつけないで。幸せかどうか、決めるのはドロシアよ。あの子は強い子よ。愛されてるって信じられたら絶対にあきらめない。きっと自分で運命を切り開いていける。……ねぇ、オーガスト様。いつまで他人のために生きる気なの？　あなたにとっても最後の人生なのに、自分に嘘をつかないで生きたいって思わないの？」

　あたしの訴えは、オーガスト様に届いたらしい。オーガスト様が駆け出していったので、あたしはあたしで、ちらりとアールを見てから駆け出した。

　屋敷に入ると、階段には見張りがいた。オーガスト様は追い出されると思ったのか、そのまま外へと出ていく。二階に上がるには人間の手が必要そうだと思ったあたしは、エフィーを呼びに行った。

　厨房にいたエフィーに「二階に連れていって」と頼んだと同時に、窓ガラスの割れたようなガシャーンという音が響く。あたしとエフィーは顔を見合わせて、ふたりで二階へとダッシュした。




　二階の寝室では、窓を突き破ったらしきオーガスト様を、記憶を取り戻したドロシアが抱きしめていた。

　やるわね、ドロシア。さすが、あなたはあたしが見込んだ女の子よ。

　褒めてあげるつもりで、傷ついた足を舐めてあげたら、感極まった声を出してあたしに手を伸ばした。

　うん。ドロシアがうれしそうで、あたしもうれしいわ。




　だけどその後アールが来て、とんでもないことを言いだしたのだ。

「僕の命をドロシアにあげるよ」

　そんなことをしたら、あなたいなくなっちゃうのよ？　あたしを前にして、よくそんなことが言えたわね。嫌よ、嫌よ、嫌よ。どうしてドロシアにあげるの。あなたを愛しているのはあたしなのに。

　あたし、知ってるんだから。あなたもあたしを愛してるって。なのに一度も、本当にあたしが欲しいものをあなたはくれない。




　逃げ出すようにして部屋を飛び出したあたしを、追ってきたのはエフィーだ。

「アン。待って」

「放っておいて」

「放ってなんかおけないわ。私の大事なアン」

　そう言われるとうれしくなっちゃうじゃないの。立ち止まったあたしを、エフィーはひょいと抱き上げた。

「この屋敷を守るために、男の人たちは一生懸命なのよ」

「……エフィーは平気だったの？　チェスターがドロシアと……ってなったとき」

「平気じゃないわ。苦しかった。洗脳だからって言われても、チェスターは自分の意思でそうするんだし、命令だから仕方がないって言われても、彼がドロシア様を抱くのは事実だもの。そうなったら、ドロシア様にもチェスターにも普通に接することなんてできない。……私、そのときは屋敷を出ようかと思っていたの」

「そうよね。男は馬鹿なのよ。屋敷を守るよりずっと大事なことがあるはずなのに」

　あたしの瞳からは、ぼろぼろと涙がこぼれた。

「あたし、アールが好きなのに。一度だけでもいいから、ちゃんとあたしを見てほしいのに」

　いつもどこかあきらめたような達観した顔で。あなたもオーガスト様と同じ。長く生きすぎて、本当の意味での生き方を忘れちゃってるのよ。

　生きるって、ただ命をつないでいればいいだけじゃないでしょう？　やりたいことをやって、大切な人を大事にして、愛して愛されて。それを思う存分するのが、生きるってことじゃないの？

「アン！」

　そのとき、響き渡る声で、アールがあたしの名前を呼んだ。

「……アール？」

　あたしは驚いて、彼を見る。瞳をキラキラとさせて、尻尾をいつもよりピンと立てている。

「ドロシアはすごいな。僕が思いもつかなかったことを言いだした」

「そうなの？」

　ドロシアったらなにをしたんだろう。でも、ここにアールが戻ってきてくれたってことは、アールの命は奪わないってこと？

　アールは百年以上生きて、久方ぶりに起きた想定外の事態に興奮しているようだ。

「アン。君に触れたい」

「えっ」

　突然言われて驚いた。あたしは、エフィーの手から飛び下りて、彼のそばに寄る。

「アール？　どういうこと？」

「僕は君を傷つけるのが怖かった。でも本当は違う。今さら誰かを好きになって、失うときが来るのが怖かった。……でも」

「でも？」

「どうしてだろう。今は君に触れたくてたまらない。奇跡を目のあたりにしたからかな。僕は今どうしようもなく興奮してるんだよ」

　アールが瞳をキラキラさせる。あたしは、その顔を見ていたらうれしくなっちゃって、彼の頬をぺろりと舐めた。

「あたしはずっとそうだったわ。待たせすぎよ」

　体を寄せると、アールは照れたように走りだす。彼の気持ちが自然と伝わってきたから後を追うようにあたしも走りだした。庭に出て、木々の合間、もつれ合うように飛び込んで抱き合う。

「アン」

「アール」

　とろけるような甘い声。何度も喉を鳴らしてしまう。

　ねぇドロシア。あなたってすごいのね。かたくなな男たちの気持ちを、ぜーんぶ変えちゃうんだもの。




　＊　＊　＊




　幸せな蜜月は、それから五年ほど続いた。その間に、あたしはアールとの子を二回産んで、合わせて五匹のママになった。

　アールが死んだのは悲しいけれど、あたしにはこの子たちがいるし、エフィーやドロシアもいる。彼が思っているほど絶望なんてしていない。

　最期のとき、彼、あたしに、「ありがとう」って言った。何度も何度もキスをして、「愛してる」って。

　体の中があったかいものでいっぱいになってあふれて、涙となってこぼれ落ちた。彼を亡くした寂しさよりも、彼と一緒に生きられたことへの幸せを実感して、満たされたような気分だった。最後まであたしを目に映していてくれた彼を、そして彼との思い出を、胸に大切にしまい込む。

　あたしに注がれた愛情はこぼれるくらいに満タンで。もしかしたら、この先ずっとひとりでも平気かもしれないなんて思った。まあ、あたしの人生も先が長いから、気が変わることはあり得るかもだけどね。




「あ、アンだ。遊ぼう！」

　ドロシアが産んだ子どもたちは、あたしや子どもたちと遊びたいって、毎日うるさい。

　ねぇアール。あたし、悲しんでる暇なんてそんなにないんだから。あなたが心配することなんてないの。




　あたしは今日もクローバーの群生地へと行く。あなたが見守っていたこの場所は、これからはあたしと子どもたちで見守っていくね。

　クローバーの葉にうずもれて、木漏れ日を浴びて眠るの。そして今日も、あなたのことを思い出して幸せになる。





ＦＩＮ












あとがき




　こんにちは、坂野真夢と申します。ベリーズ文庫で三冊目となります『伯爵夫妻の甘い秘めごと　政略結婚ですが、猫かわいがりされてます』をお手に取っていただき、ありがとうございます。魔女や変身といった、ベリーズ文庫ではあまり馴染みのないワード盛りだくさんの話ですので、果たして気に入っていただけるかどうか不安いっぱいで執筆していました。楽しんでいただけたならうれしいです。

　この物語を思いついたきっかけは、猫について調べていて、「猫に九生あり」という言葉に行き着いたからです。そういえば猫の生まれ変わりを題材にした話ってあるよなぁと思ううちに、生まれ変わるなら赤ちゃんまで戻るの？　いやいや、それじゃあ身動きが取れないから、一定の年齢まで戻ってやりなおしするんじゃないかしら。そんなふうにどんどん空想が広がっていって、それに、達観した伯爵と前向きな男爵令嬢の恋をプラスして、今の形に仕上がりました。

　サイトでもたまに猫の出る話を書くのですが、私は猫を飼ったことはありません。ただ、親戚の家で飼っていたのでよく触らせてもらいました。ふわふわで、膝にのられるとじんわりと温かくて、気まぐれに寄ってきては、満足して去っていくところとかも大好きです。猫を飼ったらかかりっきりになってなにも手につかなくなりそうなので、飼うのは躊躇しています（笑）。

　今回は理想の猫像をアンに詰め込んでみました。自分の感情に素直な女の子で今回のキャラの中でも一番好きです。書き下ろしの番外編を読んで、アンをもっと好きになってもらえたらうれしいです。

　このような機会をいただけるのも、日頃より応援してくださるみな様のお陰です。私の物語を一緒に楽しんでくれて本当にありがとうございます。

　美麗なる表紙イラストを描いてくださった山田シロ様、モフモフの猫が本当にかわいくてときめきました。いつも適切な助言をくださる担当の鶴嶋様、スターツ出版のみな様、そのほか、この本を作るのに関わってくださったすべての方に、お礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

　これからも自分らしい物語をつづっていきたいと思います。良かったらサイトのほうにも遊びに来てください。





坂さか野の真ま夢む


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










伯爵夫妻の甘い秘めごと


政略結婚ですが、猫かわいがりされてます







発　行　２０１７年12月10日　初版第１刷発行

著　者　坂野真夢

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Mamu Sakano 2017




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		伯爵夫妻の甘い秘めごと　政略結婚ですが、猫かわいがりされてます



		貧乏男爵令嬢は家のために結婚する



		うまい話には裏がある



		白猫と黒猫と茶色の猫と



		あなたの妻になります



		猫伯爵の秘密



		ふたり、手を取り合って



		蜜月と密約



		誕生祭での悲劇



		魔女たちのたくらみ



		そして一緒に歩みだす



		特別書き下ろし番外編



		初めての里帰り



		アンの憂鬱



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





